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主人公になりそこねた『モブキャラ』の退屈な学園ラブコメ







　たとえば、この世界が『物語』だとするならば。

　はたして主人公はいったい誰になるのだろうか？

　残念ながら、その答えは俺──中なか山やま幸こう太た郎ろうではない。

　この物語の主人公は、間違いなくクラスメイトの『竜りゅう崎ざき龍りょう馬ま』だろう。

　そう思ってしまうくらいに、あいつの日常は『ラブコメ』に見えるのだ。

「ねぇねぇ、龍馬おにーちゃん？　今度ね、一緒に水着買いに行こうよっ」

　まず、竜崎龍馬の学校生活は女の子たちとの会話からスタートする。

「おいおい、梓あずさ。まだ五月だぜ？　水着を用意するのは少し早いんじゃないか？」

「えー？　でも、早く龍馬おにーちゃんに梓の水着姿見てもらいたいのに〜」

　黒髪ツインテールの少女、中山梓が無邪気な表情で竜崎に笑いかける。

　高校一年生にしても小さな体の彼女は、まるで竜崎の本当の妹のように見えた。

「龍馬おにーちゃんは、見たくないの？」

　そんな彼女は今、竜崎の膝の上に座って体をグリグリと擦り寄せていた。

　あの子の甘えるような態度に、思わず目を背けたくなる。

　しかし、何か見えない力で押さえつけられているかのように、首が動かなかった。

「わ、わたくしも賛成ですっ。確かに時期的に少し早いですけれど……準備は早い方が好ましいと思います」

　更にもう一人、今度は別の女子が話に割り込んできた。

　彼女は北ほう条じょう結ゆ月づき。背は小さめだけど肉付きのいい体をしていて、学校中の男子から人気のある少女だ。

　彼女は竜崎に少しでも気に入ってもらおうとしているのか、あいつの手をさりげなく握っていた。

「実は、わたくし……サイズが少し大きくなってしまったんです。だから、去年買った水着が合わなくて……」

「ま、まだ大きくなってるのか……!?」

　彼女が顔を真っ赤にしているのはきっと恥ずかしいからだろう。

　胸の大きさはコンプレックスだったはずなのに……それを武器にしてでも、竜崎の気を引きたいようだった。

「あー！　りゅーくんったら、またゆづちゃんのことイヤらしい目で見てる〜」

　それから、三人目の少女がいきなり後ろから竜崎にもたれかかった。まるで胸を押し付けるように、力強く抱きしめている。

「水着買いに行こうよ〜。りゅーくんが好きそうな水着、なんでも着てあげるから……ね？」

「あ、当たってる！　当たってるから……！」

「にゃはは♪　りゅーくんったら、真っ赤になってかわいー☆」

　イタズラっぽく笑っている少女の名前は、浅あさ倉くらキラリ。

　派手な金髪と、露出の多い制服の着こなしが印象的なギャルっぽい女子生徒だ。

　中学までは黒髪で眼鏡をかけている文学少女だったのに……たった数ヵ月でこんなに激変するのだから、女の子って不思議だ。

　竜崎の特別な存在になりたいという強い思いが、彼女の変化を促したのだろうか。

「…………はぁ」

　竜崎たちを見ていると、無意識にため息がこぼれてしまう。

　教室の窓際後方。日当たりのいいその場所で繰り広げられるやり取りは、まさしく竜崎龍馬を主人公とする『ラブコメ』のようにキラキラと輝いていた。




　それでは、俺はどうだろうか。




　竜崎たちみたいに明るくて華やかな日常が送れているだろうか。

　まぁ……そんなの、考えなくても分かっている。

　廊下側後方席で、一人寂しく退屈そうに頬杖をついて、竜崎たちの様子を観察する俺は、あまりにも彼らとはかけ離れていた。

（高校生になるまでは……こうなるなんて思っていなかったなぁ）

　視線の先にいる三人の少女を見ていると、胸が痛くなる。

　だって、そこにいるのは俺と縁の深い女の子たちだからだ。

（梓とは、義理だけど……普通の兄きょう妹だいとして、ちゃんとやれてたはずなのに）

　高校の入学式で竜崎と出会った梓は、すぐにあいつを『龍馬おにーちゃん』と呼んで慕うようになって、逆に俺との会話はほとんどなくなった。

（キラリとは、友人として仲良くできていたはずなのに）

　中学時代、読書好きという共通の趣味をきっかけに親しくなった少女は今、恋に夢中で本への関心を失っていた。

　共通の趣味がなくなった結果、キラリと俺の接点は消えてしまった。

（結月とは、幼なじみとしてずっと一緒にいたはずなのに）

　常に隣に彼女はいた。でも、竜崎に一目惚れした幼なじみは、もう俺の存在を忘れてしまったかのように、話しかけても反応が薄くなった。

　……別に、彼女たちと付き合いたいとか、そういう下心があったわけじゃない。

　だけど、なんだかんだ縁があって関係が続いていたわけだから、少なからず好意的な感情はあったのかもしれない。『恋愛感情』とまではいかないまでも、赤の他人だと割り切ったこともなかった。

　だけど、そう思っていたのは、どうやら俺だけだったらしい。

　……まぁ、別に珍しい話ではない。

　親しかった少女たちが好きになったのは、自分じゃない誰かだった。人間、生きていたらこんな話の一つや二つはあるだろう。

　だから落ち込む必要はない。気にする必要もない。そんなのは分かっている。

　だけど……こう考えてしまうのは、やっぱり俺の驕りなのだろうか。

（もしかしたら……あそこにいたのは俺だったかもしれない──なんて、ね）

　ありえない話だし、竜崎みたいなハーレム状態というのも、それはそれで困るけど。

　たとえば……過去、彼女たちと会話している中で、幾つかの分岐点があったはずだ。

　その選択次第では、竜崎のポジションに俺がいた可能性もあったかもしれない。

　でも、そんなのはただの妄想だ。

　俺は竜崎じゃない。『主人公』になんてそもそもなれない。

　俺に適した言葉はもっと別にある。




（俺は『モブキャラ』だ）




　竜崎龍馬のラブコメにおいて、何も意味をなさない存在。

　それこそが、中山幸太郎なのだ。

「と、いうことで……じゃあ、来週あたり、ショッピングセンターに水着を見に行くか！」

「「「はーい！」」」

　一方、主人公の竜崎龍馬はキラキラの学園ラブコメを繰り広げている。

　しかも、複数のヒロインが相手だから『ハーレムラブコメ』と呼べるだろう。

「なぁ、しほ。お前も一緒に行かないか？」

　そして、竜崎のハーレム要員は三人だけじゃなかった。

　竜崎の隣にはいつもあの子がいる。

　彼女の名前は霜しも月つきしほ。

　日本では珍しい白銀の髪と、空色の瞳がとても綺麗で、他を軽く凌駕するほどの存在感を有する少女が、竜崎の隣の席で寝ていた。

　噂によると、幼いころからずっと一緒にいる女の子らしい。

　竜崎のいわゆる『幼なじみ』である。

「…………なに？」

「あ、悪い。起こしたか？　実は今、みんなで水着を買いに行こうって話になってて……しほも一緒にどうだ？」

　呼びかけられて、霜月さんは億劫そうに体を起こす。

　一見すると不機嫌というか、不愛想にしか見えないけど、彼女はもともとそういう人間らしく、一度も笑ったところを見たことがなかった。

　口数も少ないし、表情も動かないし、声の抑揚も小さい。

　しかし、それでも霜月さんは誰からも嫌われない。

（ああいう子を『特別』って表現するんだろうなぁ）

　絵本の中から現実世界に飛び出してきたお姫様──と、言われたとしても納得してしまうほどに、霜月さんは輝いている。

　そのせいか、竜崎も霜月さんには特別な感情を抱いているようで、よく話しかけるところを見かける。

　彼女はまさしく、主人公の寵愛を受けるにふさわしい存在──メインヒロインだった。

　世界が違う。見ているだけで圧倒された。焦がれるし、憧れた。

　そんな竜崎たちと比べて、俺は……と、ついつい彼らと自分とを比較してしまい、無意識にため息がこぼれてしまう。

「……ん？」

　そんな時、不意に霜月さんと目が合ったような気がした。

（な、なんだ……？）

　透き通るような瞳がこちらを向いている。

　でも、俺を見ているわけではないだろう。たまたま廊下側に何か気になるものがあって、そちらを気にしているだけだ。

　そう決めつけて、俺は目をそらした。

　黒板の上にある時計を眺めて、ひたすら時間が進むことだけを願う。

　そんな毎日を繰り返している。

　これは、そういう物語。

　冴えないモブキャラが語り手として送る、竜崎龍馬というハーレム主人公がいかにすごいのかをひたすら説明するだけの、よくあるようなテンプレハーレムラブコメである。




　そう、俺は思っていた。

　霜月さんと会話することになる、あの日までは──。
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幼なじみの無口ヒロインが俺にだけオシャベリになったんだが







　この日も、ふと気付けばもう学校が終わっていた。

　一人で下校して、家に帰り、ベッドに身を投げて目を閉じる。

　日課の読書をしようかと思ったけど、今は物語に没頭できるような気分ではない。

　頭の中にはまだあの子たちがいて、休むことができないでいたのだ。

（梓あずさたちは、竜りゅう崎ざきとデートか……）

　どうやら今日、竜崎たちが前に言っていた『水着を買いに行く』というイベントが行われているらしい。教室でそんな話をしているのが聞こえてきた。

　義理の妹だけじゃない。かつて友人だったキラリも、幼なじみの結ゆ月づきも、みんな竜崎と一緒に買い物に出かけているのだろう。

　……いや、女の子は三人だけじゃなくて、四人か。

　もう一人、竜崎の幼なじみである霜しも月つきさんも、恐らく一緒にいるはずだ。

　もしかしたら今頃、水着の試着をしてみんなで笑い合っているのかもしれない。

『龍りょう馬まおにーちゃん、これなんてどうかなっ？』

『龍馬さん……これは少し、派手じゃないでしょうか？』

『りゅーくん、どう？　こういうの好きでしょ〜？』

　水着を着た三人が竜崎の気を引こうとしている姿が脳裏に浮かぶ。

　ただし、霜月さんとは会話したことがないので、彼女だけはどんな感じになるのかイメージがつかなかった。

（いや……こんなことを考えていても意味なんてないか。そういえば、難しそうな数学の課題が出てたよな？）

　ネガティブな思考を振り払うために、無理矢理ベッドから体を引き剥がす。

　プリントを取り出そうとカバンを開けて、しかし見つけ出すことはできなかった。

「もしかして、忘れた？　何やってんだよ……」

　物を持ってくることすらできない自分に嫌気が差す。呻くように呟いて天を仰いだ。

　明日、早めに登校して解く？　うーん、でも……どうせこのまま家にいたところで、ふさぎ込んだままな気がする。

　だったら、今から学校に取りに戻った方が、時間の使い方として有益だと思った。





◆






　学校に到着すると、既に十八時に迫っていた。

　五月中旬。日が長くなってきたとはいえ、この時間帯になると段々暗くなってくる。もう少し時間が経てば空は茜色に染まって、やがて真っ暗になるだろう。

「…………」

　無言で廊下を進む。

　校舎に入っても人の気配は感じられない。残っているのは窓から見える部活生くらいだ。

　歩くこと数分。階段を上がると、ようやく俺が所属する一年二組の教室に到着した。

「やっとついた……」

　ここまでくるのに片道約一時間。

　それをもう一度繰り返すことを考えて、ため息がこぼれそうになる。

「────っ」

　しかし、ため息は漏れずに、逆に喉の奥へと消えていった。

　無意識に息を呑んでいた。

　だって、誰もいないと思っていた教室で、机に伏せている女子生徒を見つけたのだ。

「し、霜月さん？」

　思わずその名を呼びかけてしまう。

　教室に残っていたのは、白銀の髪の毛が印象的な女子生徒だった。

（竜崎たちとデートに行ってなかったんだ……！）

　まさかいるとは思っていなかったのでびっくりした。

　同時に、この場から逃げ出したい感覚にも襲われていた。

　一緒にいることすら恐れ多いのに、それが二人きりなんてありえない──そう思ってしまうくらいに、彼女と俺の身分はかけ離れているのだ。

　許されるのであれば、そのまま回れ右して帰りたい。

　でも、呼びかけておいて逃げるわけにもいかず、かといって次の言葉を続けることもできなかった。

「えっと、いや。その……！」

　結局はその場で狼狽うろたえるばかりで、霜月さんの反応を待つばかりとなる。

　だけど、いつまで待っても返事はなくて。

「んん……」

　気持ちよさそうな寝息が聞こえてきてようやく、霜月さんが机に伏して眠っていることに気が付いた。

「ふぅ……」

　安堵の息が零れる。とりあえず起こさないように気を付けながら、油断するとすぐに独り言を漏らす口を押さえておく。

　彼女は俺に気付いていない。

　それはいいんだけど……気の抜けたような緩んだ寝顔は、無表情で冷たい印象のある普段の霜月さんとはギャップがあって、見てはいけないものを見た気分になってしまう。

　別にやましいことをしているわけではないのに、なんだか罪悪感がこみ上げてきた。

　さっさと教室から出ていかないと。

　そう思って、自分の机から数学の課題プリントを取り出した。そのまま霜月さんから背を向ける……しかし、ふと足が止まった。

（そういえば……今、何時だ？）

　時計を見る。時刻はまだ十八時を少し過ぎたくらい。

　別に遅いというわけではない。でも、女子が一人で出歩いても安全な時間ではないかもしれない。

（たとえば……たまたま悪い人間が霜月さんを見つけて、襲われたとしたら──）

　ネガティブな思考のせいで不要な心配までしてしまうのが、俺の悪いクセだ。

　でも、そんな不安を感じてしまうほど、霜月しほという少女の容姿は人目につきすぎる。

　だから、放っておくことができなくなってしまったのだ。

（起こした方がいいよな？　でも、いきなり話しかけられたら怖がられるか──なんて、うだうだ考えてても意味なんかないだろ……！）

　いつまでも臆病で、逃げるための言い訳ばかりする自分にうんざりしてくる。

　こんなんだから、あの子たちとも良い関係を続けていくことができなかったんだ。

　いいかげんに自分を変えなければならない。

　そう決意して、俺は勇気を振り絞った。

「お、おーいっ」

　霜月さんの席へと歩み寄り、少し距離を空けて声をかける。

「すぅ……んゃ」

　だけど声は届いていなかった。ひときわ大きい寝息しか返ってこない。

「霜月さん！」

　今度は少し強引に呼びかけてみた。

　らしくないことをしているせいか、今の俺は少し掛かっていたのかもしれない。

　声をかけるだけじゃなくて、無意識に彼女の肩を揺すっていた。

　普段なら絶対に他人に触れるようなことはしないのに。

（ま、まずい……思わず触ってしまった……）

　すぐに気付いて、慌てて手を引っ込めようとする。

　しかしその前に霜月さんの目がパッと大きく見開かれたので、身動きが取れなくなってしまった。

「…………え？」

　空色の瞳に、ポカンと口を開けた冴えないモブ顔が浮かんでいる。

　明らかに見られていた。

　霜月さんと、目が合っていた。

「ご、ご、ごめっ──」

　寝顔を見たこととか、触れたこととか、寝言を聞いたこととか、そもそも声をかけたこととか、全てに謝ろうとしたけれど、言葉がつっかえてうまくしゃべることができない。

　一方、霜月さんはあたふたする俺を、ぼんやりと見ていた。

「えっと……中なか山やま幸こう太た郎ろうくん？」

　不意に名前を呼ばれて、心臓が飛び出そうになる。

　俺の名前を知っていたことに驚きながらも、とにかくまずはこの状況の説明が先かと思って、しどろもどろになんとか言葉を返す。

「う、うん。クラスメイトの中山だけど、別に寝ている霜月さんにイタズラしていたとか、そういうわけじゃなくて、ただ起こそうとしただけで、その……っ！」

　しかし、冷静じゃないせいか言葉がうまく出てこない。

　こんな説明では霜月さんを怖がらせてしまうと思って、それが余計に焦りを生む。

「だ、だから、ごめん！」

　そんな俺にできたことは──逃げ出すことだった。

　もう霜月さんは起きたし、これ以上の会話は不要だ。そこまで暗くないのですぐに帰宅するのであれば不審者に襲われる可能性も低いはず。

　それに、そもそも俺みたいなモブキャラが話しかけていいような相手でもないし、俺と話ができなかったところで、霜月さんが何か思うこともないだろう。

　そう考えて教室から飛び出そうとしたのだが。

「ま、待って！」

　でも、信じられないことに、霜月さんが俺を呼び留めた。

　一瞬、足が緩む。立ち止まりかけて、しかし自分の立場を思い出して、申し訳ないがやっぱり逃げることを決意する。

　でも、まるで見えない力が背中を引っ張っているかのような。

　どうしてか、この時は普段よりも異常に臆病になっていた。

　ちょうど、そんなタイミングだった。

「ちょっと──あっ!?」

　バタン！と背後で大きな音が鳴る。

　それが霜月さんの転んだ音だと気付いて、すぐに足を止めた。

（まずいっ）

　振り返って彼女の席の方を見ると、うずくまっている霜月さんが見えた。

　きっと、俺を追いかけようと慌てて立ち上がったから、足がもつれたのだろう。

　つまり……俺のせいで彼女は転んでしまったのだ。

　さすがに放っておくことなんてできなかった。

「だ、大丈夫か!?」

　即座に駆け寄ってしゃがみこみ、霜月さんに手を貸そうとすると、彼女は俺の手をギュッと握って、こんな言葉を口にした。




「──捕まえたっ」
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　…………え？

　予想外の言葉に、ポカンと口を開けてしまう。

「な、なんで？」

「逃げるから捕まえたの。転んだふりをするなんて、わたしもなかなかの策士だわ」

「じゃあ、転んだのはわざと？」

「……わ、わざとよっ。確かにちょっとだけ痛かったけれど、結果的に中山くんを捕まえられたし、計算通りということにしたっていいと思わないかしら？」

「なるほど……？」

　──いや、なるほどじゃなくて。

　これはいったいどういうことなんだ？

　なんで霜月さんが俺なんかに話しかけてるんだ!?

　意味が分からない。

　いや、そもそも彼女がこんなに言葉を発しているところを、俺は見たことがない。

「ちょっとだけ待ってね。少し、確認したいことがあるわ」

　更に言うと、白くて小さな手が俺の指を握っている理由も、まったく分からなかった。

「ふむふむ、これはこれは……ふーん、やっぱりそういうことかしら？」

「……ど、どういうこと？」

「あのね。わたし……やっぱり『緊張』してない！」

「……きんちょう？」

「うん！　わたし、ちゃんとオシャベリできてるわ！」

　もしかして霜月さんは……緊張せずにオシャベリできていることを喜んでいる……？

　事実をありのまま言葉にするなら、そういうことになるのかもしれない。





◆






　霜月しほという少女は、とにかく『無口』なことで有名である。

　幼なじみの竜崎龍馬に話しかけられても『うん』『いいえ』『なに？』など、三文字以内の返事しか発さないくらい口数が少ない少女だった。

　しかも、霜月さんは笑わない。

　いわゆる『無表情』が彼女にとっての通常なのだと思っていた。

　何もせずとも視線を集めるような美貌を持っている上に、その内面はとてもクールで落ち着いている。だからこそ近寄りがたく、どんな人間の熱でも溶けることのない冷たい少女として周囲に認知されていた。

　でも──事実はまったく異なっていたようだ。

「中山くん！　ちょっと聞いてほしいお話があるのだけれど、聞いてもらえるかしら？」

　先程は足がもつれて転んでいたけど、大した怪我はしていないようで安心した。

　痛みもないようで、霜月さんは何事もなかったかのように俺に話しかけている。

「実はわたしね、人前だとすごく緊張しちゃうクセがあって、学校でうまくオシャベリしたり、笑ったりすることができなかったの。でもね、中山くんにだけは、なんでかよく分からないけど緊張しないみたい！」

　あの冷たくて無口な美少女はどこにいったのだろう？

　霜月さんは信じられないくらいにしゃべっていた。

　興奮しているのか、ほっぺたが少し赤らんでいる上に、ほのかに汗ばんでいる。

「不思議なことがあるものね……って、あら？　中山くん、なんだか面白い顔をしているわね。そんなにびっくりした顔をして、どうかしたの？」

「いや、えっと……霜月さんがこんなにオシャベリだなんて知らなかったから」

「た、たしかに学校ではあまり話さないわ……でもそれはね、友達がいないからお話する機会がないだけだもの。あと、その……ちょっとだけ人見知りかもしれないけれど、こうやってオシャベリするのは大好きよ？」

「そうなんだ……びっくりした」

　霜月さんは人見知りで、それでいて気を許した相手には饒じょう舌ぜつになるようだ。

　しかし、だとするなら気になる点が一つ出てきた。

「でも、竜崎によく話しかけられているのに、なんで今まであまり話さなかったんだ？　俺なんかよりも、あいつの方が話しやすいと思うけど」

　正直なところ、霜月さんを見ているとどうしても竜崎の存在を思い出してしまう。

　幼なじみでお似合いの二人に見えるからこそ意識してしまうのかもしれない。

（付き合ってる……とまではいってなかったとしても、たぶん竜崎とは親密な関係のはずだよな。だとしたら、違う男と二人きりでいることを、あいつは好ましく思わないかもしれない）

　霜月さんが話しかけてくれるのは嬉しい。

　でも、俺と話しているせいで、幼なじみの竜崎との仲がこじれてしまったら──そう考えただけで申し訳なくなってしまう。

　だから、このあたりでそろそろ会話を打ち切ろうとも思っていた。

「竜崎龍馬」

　でも……返ってきたのは予想外の反応で。

「────」

　その名前を口にすると同時に、霜月さんの表情から色が消えた。

　さっきまでニコニコ笑っていたのに、一瞬で『無』になったのだ。

　まさしく、俺がいつも見ているような透明で冷たい少女に戻ったのである。

「実は……わたし、あの人がとっても苦手だわ。やけに話しかけてくるし、幼いころからずっと近くにいるし、なんだか不気味だもの」

「え？　ど、どういうこと？」

　幼なじみだし、ずっと一緒にいるし、竜崎は霜月さんに対してとても親しそうだったし、関係は良好だとばかり思っていた。

　でもそれは俺の勘違いだったみたいである。

「あの人は、イヤな『音』がする」

　放課後の教室で、白銀の少女が静かに言葉を紡ぐ。

　もうすっかり日は暮れて空も暗くなっている。当初の目的は、暗くなる前に霜月さんを家に帰すことだったのに……いつしかその目的を忘れてしまっていた。

　それくらい霜月さんの話に聞き入っていた。

「わたしね、実はとっても耳がいいの。生まれつき、普通の人には分からないような音が聞こえちゃっていたわ」

　そう言って霜月さんが耳に手を当てた。そんな何気ない仕草すら可憐で、ついついジッと見つめてしまいそうになる。

　そんな自分を戒めながら、気を引き締めて彼女の話に集中した。

「普通では分からない音って……どういうこと？」

「うーん、どう説明すればいいのかしら？　……人間ってね、一人一人発する『音』が違うの。優しい人間からは澄んだ音色が聞こえるし、怖い人間から黒板をひっかいたみたいに変な音が聞こえたりするわ」

　表情を変えないまま霜月さんは淡々と語る。

　先程とはまるで違う無機質な語り口調は、まるで人工音声みたいでもあった。

「竜崎くんからはね、言葉にするのも難しいような歪いびつな音が聞こえるわ。その音がものすごく不快だから、彼が隣にいたらなるべく何も聞かないように気を付けているくらいよ？」

　独特の感性から構成される説明は、平凡な人間である俺からすると、全てを理解できるような話ではない。

（つまり、先天的に聴覚が鋭いから、普通の人間には聞こえない音が聞こえていて……霜月さんにとっての『音』は、俺にとっての『見た目』とか『リアクション』みたいに、他人を評価するための指標になっている──ってことか？）

　たとえば『共感覚』というものがある。

　有名な具体例をあげると、音を聞くと色が見えるという『色調』がその一つだ。

　これと同じなのだろうか。

　霜月さんも人間に対する評価を『音』で表現しているのかもしれない。

「それに……ほら、彼ってとっても女の子に好かれるでしょう？　なのに、彼女たちの思いには気付かないで、わたしにばっかり話しかけるし……そのせいで『嫉妬』みたいな感情を向けられることも多くて、散々だったわ」

「……たしかに竜崎はモテるよな」

　そのくせ、鈍感なのか好意には気付かない。

　義妹の梓、元友人のキラリ、幼なじみの結月があいつに恋をして、しかしまだその想いが誰も実っていないのは……竜崎が鈍感だからである。

　あいつは女の子たちの想いに報いることはせず、無責任な優しさばかり振り回す。

　まさしく『ハーレム主人公』のように。

　おかげでどれだけの女の子が恋をして、失恋したのか……霜月さんの話を聞いた限りだと、よっぽどみたいだ。

「わたし、耳がいいから……なんとなく、相手がどんな感情を抱いているのかも、『聞こえる』の。みんながわたしを邪魔に思っていることだって、気付いちゃうわ」

「それはまた、たいへんそうだ……」

「ええ、とってもたいへんよ。三歳のころからずっとそうなの……家が近所で、学校も一緒で、彼はなぜかわたしの隣にずっといたわ。だから、すごく居心地が悪かった」

　常日頃から不満をため込んでいたのだろう。

　彼女の竜崎に対する愚痴が止まらなかった。

「子供のころからそんな感じだったから、おかげですっかり他人に見られることが苦手になっちゃって……気付いた時には人見知りになっていたの。ちょっとでも誰かの視線があると体が動かなくなるから……本当に、うんざりするわ」

　どうやら霜月さんは、竜崎に対して好ましい感情を抱いていないみたいだ。

「もちろん、なんとかわたしの気持ちだって伝えようとしているのよ？　話しかけられても反応を薄くしてるし、彼の前ではあんまり笑ったこともないし、不愛想でつまんないリアクションばっかりしてる。あんまり関わらないで──なんて強い言葉を彼の前では言えないけれど、それなりに態度で示そうとしていたわ」

「……幼なじみだから仲が良いと思ってた」

「『幼なじみ』なんて関係ないわ。たまたま家が近所で、たまたま保育園と小学校と中学校と高校が一緒で、たまたま席替えとかでも近くばかりで、たまたま何かとセットにされがちだけれど、たったそれだけだもの」

　たったそれだけ、で説明するには運命的すぎる関係だとは思う。

　だというのに、モテモテな竜崎に対して霜月さんが好意的じゃないという事実は、衝撃的だった。

「そういうわけで、わたしは少しだけ人見知りなのだけれど……だからこそ、まったく緊張しないあなたの存在こそが、とても運命的に思うわ」

　そして、今度は違う意味で衝撃を受ける。

「『殺し屋さんか！』ってくらい気配に敏感なわたしが、同じ空間に他人がいるのに眠り続けるなんて、普通なら有り得ないわ。しかも、触られても緊張しないなんて、そんなの初めてだった……これを運命と言わないでなんと言うのかしら？」

「いやいや。運命なんて……言いすぎだと思う」

「言いすぎじゃないわ。だって、中山くんの『音』は緊張しないもの……小鳥のさえずりとか、小川のせせらぎとか、そういうのにすっごく近いかも？　とっても安らぐわ」

　と、ここでようやく霜月さんの表情に色が戻る。

　俺のことを話し始めてすぐに、彼女の白いほっぺたが仄ほのかに赤くなった。

　瞳にも光が戻って、爛々とした輝きを放っている。

「パパやママとかの音にも似ているけれど、やっぱり家族とはちょっと違くて……なんだか不思議な感覚ね」

　初めてだった。

　中山幸太郎という人間に対してこんなにも真っ直ぐに関心を示している人がいる。しかも、それが霜月さんだなんて信じられなかった。

「それに、中山くんってずっとドキドキしているでしょう？　わたしが動いたり、しゃべったりしただけで、ビクビクしちゃって……そういうところが、愛らしいわ」

　霜月さんは耳がいい。

　だから、俺の鼓動や息遣いから、なんとなく感情を読み取っているのかもしれない。

「だけど、わたしのことをイヤがったりはしてない。むしろ……なんか嬉しそうな感じもするわ。わたしはね、わたしのことを受け入れてくれる人が、好き」

　好き。

　その一言が、更に俺の胸を打った。




「だから、中山くん……あのね、わたしとお友達になってくれる？」




「と、ともだちっ!?」

　彼女の申し出は、もちろん嬉しくて。

「あ、えっとっ……！」

　だけど、その喜びの感情をうまく表現できずあたふたとしているうちに、頭に浮かんできたのは親しかったあの子たちの言葉だった。

『おにーちゃんって、何を考えてるかよく分かんない』

『こーくんってなんかロボットみたいだね』

『幸太郎さんは……感情があまり見えないですね』

　息が止まりそうになった。

　何か言わなきゃ。じゃないと、彼女たちみたいに……霜月さんも俺に失望してしまうかもしれない。

「…………」

　でも、その考えが余計に焦りを生んで、言葉が出なくなる。

　まただ。また、俺はこうやって何も言えずに──！

「イヤだなんて、言わせないわ。ちゃんと、中山くんが喜んでる音だって聞こえているんだからね？」

　でも、彼女は言葉にならない俺の気持ちにも、気付いてくれた。

　スッと、小さな手が差し出される。

　握手を求めるように伸びた手は、問答無用で俺の右手をギュッと握った。

「これからよろしくね、中山くん！」

　……その一言で、なんだか全身の力が抜けた。

　言葉にはできない喜びの感情が、体の奥から湧き上がってくる。

　そして、目の前の無邪気な笑顔を見ているうちに、はっきりと自分の気持ちを言葉にすることができた。

「……うん、よろしく。霜月さん」

　今度はしっかりと、俺からも手を握り返す。

　……こうして、俺に友達ができた。

　正直なところ、モブキャラみたいな人間の俺は、友達ですら相応ふさわしくない相手である。

　だけど、そんなことは関係なく、霜月さんは俺に価値を見出してくれた。

「ふふっ……やっと笑ってくれた」

　どうやら俺の頬は自然に緩んでいたらしい。

　こうやって気持ちよく笑えたのは、すごく久しぶりだった──。
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　寝て起きて、しかしまだ気分は夢心地で。

「……霜しも月つきさんと、友達になった」

　昨日はすべての出来事がウソだったのではないかと思うくらいに、とても嬉しい一日だった。一日経った今でも未だに幸福感が残っている。

「よしっ」

　いつもよりも清々しい朝。

　らしくないけれど、頬を『パチン！』と勢いよく叩いて、自分に気合を入れる。

　なんとなく今日は良い一日になりそうな気がした。

　気分よく準備をして、登校する。

　教室に到着すると、無意識の内に彼女の姿を探していた。

　霜月さんは……まだ来ていないみたいだ。

　それを少し残念に思いながら席に座る。廊下側最後尾、教室で最も日当たりが悪い席が俺の定位置だ。

「よっ、中なか山やま。おはよう」

　すると、すぐ前の席の男子生徒が声をかけてきた。

　彼の名前は花はな岸ぎし壮そう馬ま。丸坊主の好青年で、野球部に所属している。

　そして俺の数少ない友人でもあった。

「うん、おはよう花岸。朝から勉強なんて偉いな」

「いやいや、課題やってんだよ。まぁ、分かんないから眺めてるだけなんだけどな」

　花岸の机には数学の課題プリントが置かれていた。

　空白ばかりのプリントは、乱雑に記された名前だけが目立っている。

「教えようか？」

　昨日、霜月さんと友達になって、夜道は危険だからと彼女を送った後に、家でちゃんと課題を解いた。ある程度なら教えられるだろうし、なんなら写させてあげてもいいと思ったけれど、花岸は諦めたように首を振っていた。

「もう諦めた。こうなったら気持ち良く白紙で出してやるよ。先生もその方が怒り甲斐があって喜ぶだろ？」

「そっか」

　潔く覚悟を決めているのなら余計なお世話はしないでおこう。

　と、軽く朝の挨拶を交わしていたら、彼らが教室に到着した。

「おい、暑いからあんまりベタベタすんなよ！」

「え〜？　ちょっとくらい触らせてよ〜」

「でも、梓さんは触りすぎですよっ。ずるいです」

「あずちゃんは甘え上手だね〜。だから今度はアタシの番にしてよ？」

「お、俺の意思は尊重しないのかよっ」

　竜りゅう崎ざきハーレム御一行が教室に入ってくる。

　その瞬間、騒々しさが一気に増した。相変わらず目立つグループだ。

「おー、朝からお盛んなことで……羨ましい限りだねぇ」

　花岸はそれを見て声のボリュームを下げる。

「竜崎って本当にモテるよなぁ。顔はそこそこイケメンだと思うけど……だからって芸能人レベルでもないし、なんであんなに好かれるんだ？」

　その答えは俺だって知りたい。

　竜崎は確かにいい奴に見える。顔も悪くないし、運動や勉強もそこそこできるらしい。

　でも、何かが突出しているわけじゃない。

　少なくとも、ハーレムなんて形成できるようなステータスではないと思う。

　何か見えない力で女の子たちの心が操作されている──と説明された方が納得できるくらい、異常にモテモテなのである。

　もしかしたら、本当にラブコメの『主人公』だったりするのかもしれない。だとするなら、ご都合主義のおかげで好かれているんだなぁと納得できる。

　まぁ……小声で陰口をたたいたところで意味なんてない。

　なので、花岸の言葉には曖昧な笑顔を返して、話題を受け流す。

　ちょうど、その時だった。

「──ぁ」

　不意に、白銀の少女が視界に映った。

　教室の前方にある扉から入ってきたのは、霜月さんだ。

「ん？　どうかしたか？」

　俺の視線につられて、花岸も霜月さんに目を向ける。

「ああ、霜月か。今日も本当にヤバいな」

　彼女を見て花岸は呆れたように笑っていた。

「あの顔は異常だろ……告白とかそんなことを考えられないくらいに、かわいすぎる」

　それが、霜月しほという少女に対する一般認識。

　俺や花岸みたいな普通の男子生徒にとっては、あまりにも恐れ多い存在。

（でも、あんな子と俺は友達なんだよなぁ）

　一瞬、そのことを伝えようかと考えて、しかしすぐに気付いた。

（いや……それだと、目立ちすぎる。浮かれて言いふらすなんて俺らしくもない）

　しっかりと自分を戒めておく。

　昨日、彼女は『人見知り』だと打ち明けてくれた。

　人の視線があると普段通りに振る舞うことができなくなるらしい。

　こんなモブキャラみたいな人間が霜月さんと会話をしていたら、それだけで目立ってしまうのだから、気を付けたいと思った。

　欲を言えば自由にオシャベリしたいけど、迷惑をかけるなら話は別である。

（教室で霜月さんと話すのは、やめた方がいいかな）

　そう決意してすぐに霜月さんから視線を外した。

「……ふぅ」

　ため息が無意識にこぼれてしまう。

　起きた当初こそ、気分は良かったけど……冷静に考えてみたら、俺と霜月さんはそもそも住んでいる世界が違うのだ。

　それを改めて理解して、少し気分も沈んでいた。

　今日もまた、モブキャラみたいな日常を送ることになりそうだ。

　……そうやっていつものように自分で勝手に落ち込んでいた。

　でも、彼女はそんな俺のネガティブさが許せなかったようで──。





◆






「あ、のっ……！」

　昼休み。購買で買った菓子パンを自分の席で食べようとしたら、廊下側から声がした。

「え？　あ、霜月さん？」

　そこには彼女がいて、何か伝えたいことがあるのか口をパクパクとさせていた。

「きき……き、きてっ」




[image: ]




　来て。そう言って、彼女はすぐに教室から離れどこかへ向かう。

　とりあえず言われた通り後についていくと、霜月さんが階段の方で俺を待っていた。その手にはちょうど弁当箱が収まるくらいのきんちゃく袋がある。

（これは……一緒にお昼ごはんを食べよう──ってことか）

　このシチュエーションならそうなってもおかしくはない。

　俺なんかとごはんを食べているところは見られない方がいいとも思ったけれど、声をかけるには少し距離が空きすぎている。

　歩み寄ると、間隔を維持するように霜月さんが更に前へと進む。おかげで話しかけるタイミングもなくて、誘導されるように外に出た。

　そうしてやってきたのは、人の気配がまったくしない校舎裏だった。地面には砂利が敷き詰められているし、居心地がいいとはお世辞にも言えない場所である。

　生徒がたくさんいる日当たりのいい校庭と違って、ここは陰になっているせいか、とても静かだ。

　こういう場所なら二人きりでも目立たないし、ごはんを食べても大丈夫かもしれない──なんて考えていたら、ふと霜月さんの様子がおかしいことに気付いた。

「…………」

　先程から押し黙って、ジトッとした目で俺を見ている。

「えっと、どうかした？」

「…………ええ、どうかしてはいるみたいだけれど」

　話しかけても反応は冷たい。昨日のような無邪気な仕草は見せてくれず、今の霜月さんはいつもの無表情でクールな女の子だった。

　ただ、人がいないおかげか人見知りは発動していない。先程、声をかけた時とは違って口調もスムーズだ。

「中山くん。わたしはちょっと怒っているわ」

　感情の一切ない、氷点下の冷たい声が誰もいない校舎裏に響く。

「どうして怒っているか、分かる？」

　淡々と問いただすような口調が、ちょっとだけ怖い……いや、かなり怖い。

　息が止まるくらいに綺麗な顔立ちをしているから、畏怖めいた感情を覚えてしまう。

「中山くん。あのね、わたしたちって『お友達』でしょう？」

　それは事実なので小さく頷いてみる。

　すると彼女は、予想していなかったことを言い放った。




「じゃあなんで、話しかけてくれないの？」




　…………ん？

　もしかして、怒っている理由って……そういうこと？

「酷いわ。お友達なんだから、話しかけてくれてもいいのに。というか、わたしはずっと待っていたわ。中山くんが子犬みたいにしっぽをふりながら『霜月さんおはよう！』なんて言ってくれることを期待してたのに、まるで他人みたいに無視するなんてありえないもの。中山くんってお友達の自覚が足りないんじゃないかしら？」

　まるで、悪いことをした幼児に言い聞かせるみたいに。

　霜月さんは冷静な口調で叱責する。

「ちなみに、どうして中山くんは他人行儀だったの？　いい子なんだからちゃんと教えてくれる？」

　良かった。霜月さんは弁明のタイミングをきちんとくれるタイプのようだ。

　もちろん、何も理由なく話しかけなかったわけじゃない。

「霜月さんって、ほら……人見知りだから、人前で話しかけない方がいいかなって思ったんだよ」

　俺が話しかけることで目立つのは避けたかった。

　それを伝えると霜月さんは悩ましそうに唇を尖らせる。

　ずっと無表情だったけど、ようやく感情を表に出してくれたのである。

「そ、そういうことだったのね……そんなにわたしのことを考えてくれていたのなら、あんまり怒ることなんてできないわ」

　どうやらちょっとだけ怒りが緩和したみたいだ。

　俺の言葉足らずの説明でも、この子はきちんと意図を読み取ってくれる。

「だけどね？　目立っちゃう怖さよりも……中山くんとオシャベリできない寂しさの方が辛いのよ？　だから、できれば話しかけてくれると嬉しいわ」

　言いながら、次第に表情が溶けていく。

　さっきは怒りに支配されていたみたいだけど、こちらの意図を理解した途端に彼女は嬉しそうに頬を緩めたのだ。

「でも、良かった……せっかくお友達になったのに、もしかして嫌われたのかな？って不安になっちゃったの。だから、変な怒り方をしちゃったわ」

「……たしかに、霜月さんって怒るとこんな感じになるなんて、知らなかった」

　無表情で、淡々としていて、氷みたいに冷たかった。

　普段の霜月さんみたいに近寄りがたく感じた。

　だけど、

「ご、ごめんね？　わたし、ちょっとだけめんどくさいかもしれないわ。なんだか、中山くんが相手だと自分が抑えきれなくて……そんなわたしでも、お友達でいてくれる？　嫌いにならないでくれる……？」

　俺の前でだけ、霜月さんは素直になる。

　年相応の……いや。少し幼いくらいに無垢で、素直で、明るい少女になるのだ。

　そんな霜月さんを嫌いになんてなれるわけがない。

「ううん、大丈夫。俺だって色々と至らない点があるかもしれないけど、友達でいてくれると嬉しいよ、霜月さん」

　改めて、自分の思いを伝える。

　そうしてあげると、霜月さんは照れたようにほっぺたを押さえた。

「──やっぱり、中山くんは優しくて素敵だわ……わがままなわたしを受け入れてくれるなんて、とってもいい子ね？」

　……若干、子ども扱いされているのは少し気になるけれど。

　少しお姉ちゃんぶっているところも、素の霜月さんらしくて微ほほ笑えましかった。

「でも、あれだわ。お友達なんだから、名字で呼び合うのも少し冷たいかしら……下の名前で呼び合ったら、もっと仲良くなれたりするかも？」

　もうすっかり怒りはなくなったらしい。

　霜月さんはかまってほしいと言わんばかりに俺の服を引っ張っていた。

「ねぇねぇ、中山くん。わたしのこと、下の名前で呼び捨てにしてみて？　親しいお友達みたいで素敵だと思うの」

「下の名前……うん、分かった」

　お願いされたので、言われるままに彼女の名前を呼んでみる。

「しほ」

「────ダメ」

　でも、なぜか却下されてしまった。

　お願いしたのはそっちなのに。

「ま、まだ早いかしら……顔が熱くなっちゃうわ」

　真っ白い肌に真っ赤な朱が差している。

「お名前で呼び合うのは、もうちょっと先にしましょう？　わたしがもうちょっと、気持ちを落ち着けてから──ね？」

　名前を呼ばれただけで霜月さんは照れてしまっているようだ。

　純粋な子なんだろうなぁ。

　うーん……ダメだ。

　なんだか、こっちまで赤面してしまいそうだった──。





◆






「じゃあ、そろそろご飯にしましょう？　わたし、おなかぺこぺこだわ」

　気分がスッキリしたらお腹が空いていることを思い出したのか、霜月さんは持っていたきんちゃく袋からかわいらしいお弁当箱を取り出した。

「あら？　中山くんのお昼ごはんはパンだけなの？　しかもメロンパンなんて、昼食じゃなくてデザートだわ」

「うん、いつもこればっかり食べてるかな」

「それは良くないわ。栄養はバランスが大事ってテレビで言ってたもの。中山くんが不健康になったら、お友達のわたしが悲しむんだから、ちゃんと元気でいてね？」

　ちょうどいい段差に腰を下ろすと、すぐ隣に霜月さんが座った。

　その距離はほとんどゼロ。太ももと太ももがくっつく程に身を寄せてくる霜月さんを見て、戸惑いがないと言えばウソになるだろう。

「みてみて、中山くん！　わたしのママが作ってくれたお弁当、美味しそうでしょ？」

　でも、霜月さんは楽しそうだ。

　意識しているのは俺だけで、彼女はとても自然体である。

　だから俺もできるだけ平静を装って会話を続けた。

「う、うん……すごい。肉がたくさん入ってて美味しそう」

　霜月さんの持つ弁当箱を見てみると、ハンバーグやベーコン、タコの形をしたウィンナーなどが綺麗に並べられていた。こんがりとした綺麗な焼き目もついていて、一目で市販の加工食品ではないことが理解できるくらいには完成度が高い。

　更に、栄養バランスもちゃんと考えられているのか、グリンピースやパプリカなどの緑黄色野菜もきちんと入っていた。

　手間と時間と、それから愛情も感じるようなお弁当だと思う。

「わたしがお肉大好きだから、ママはいつも多めに入れてくれるの……あ、中山くんも食べてみる？」

「いや、俺にはもったいないよ」

「んー？　お友達に遠慮するなんて、すごく失礼だわ……わたしのママが作った料理が食べられないとでも？　そんなの絶対に認めないんだから！」

　そう言って、霜月さんはハンバーグを丸ごと一つ持ち上げて、俺の口元に差し出してきた。

「はい、食べて。あーんして？」

　……さて、困った。どうしよう？

　いくら友人だからって、少し距離感が近すぎるような。

　霜月さんにとっての『友達』は、これが普通なのだろうか。

　だとしたら、断ったらもしかすると霜月さんが傷ついてしまうかもしれない。

　そう考えたら「恥ずかしいから」なんていう理由では拒絶できなかった。

「中山くん、早くしてっ」

　ハンバーグの重量に指先がたえられないのか、お箸の先っぽがプルプル揺れている。

　これ以上待たせることはできなそうだ。

（俺も普通の感じでっ）

　ドキドキしながらも、表情には出さないように気を付けながら、差し出されたハンバーグを頬張った。

「どう？　美味しい？」

「も、もちろんっ」

　味は、美味しい──と、思う。

　いや、正直なところ、ドキドキしすぎてよく分からない。

　そもそも、女の子にこういうことをされたのは初めてだった。梓あずさ、キラリ、結ゆ月づきとは近しい関係だったけれど、こんな恋人みたいなことはさすがにした記憶がない。

「すごく、あれだ。うん、なんかいい感じな気がする」

　なるべく自然な自分をイメージして感想を口にする。

　一方的にドキドキしていると知られたら、気持ち悪いと思われそうで……そんな不安もあって、必死に自分を隠そうと努力してしまう。

　しかし、彼女には全てお見通しだった。

「……あはっ。中山くんったらそんなにドキドキしちゃって、わたしに『あーん』されたのがそんなに嬉しかったの？」

　霜月さんが、イタズラっぽく笑う。

「ど、ドキドキなんてしてないけどっ？」

　なんとかはぐらかそうとしたけれど、霜月さんを相手にそれは無謀だったようで。

「忘れちゃったのかしら？　わたし、耳がいいから、中山くんの心臓がさっきからドキドキしてたのも、気付いてるわ」

　……忘れてた。

　そういえば彼女は、すごく耳が良かったのだ。

「もう、中山くんったら……そうやって意識されちゃうと、わたしだってなんかおかしくなっちゃいそうだわ」

　俺の肩をペチペチと叩きながら、霜月さんは照れたようにはにかむ。

「ぁ〜！　やっぱりはずかちぃ」

　からかったのは、出来心だったのかもしれない。

　霜月さんも異性にはそんなに慣れていないようで、顔が真っ赤だ。

「でも、こういうことに憧れてたから、体験できてすごく嬉しいわ」

　それから、すごく楽しそうでもあって、からかわれていたのに不思議と悪い気はしなかった。

「……できれば、もうちょっと手加減してくれると嬉しいかな」

「そんなの無理。だってわたし、お友達ができたらやりたかったことがたくさんあるもの。中山くんには、たくさん手伝ってもらうからね？」

　そして、霜月さんは真っ赤な顔を隠すように、弁当を勢いよく食べ始めた。

　小さな口だけど、ほっぺたをパンパンに膨らませてごはんを食べる姿はリスみたいだ。

　そんな姿を見ていると、ついつい頬が緩んだ。

（あ、また笑えてる）

　霜月さんといると本当に気分が明るくなる。

　こんな、モブキャラみたいな俺にも幸せな気持ちを感じさせてくれるのだ。

　高校生になってずっと毎日が退屈だった。

　でも、霜月さんのおかげで、これから先が大きく変わりそうだ。

（教室でも、なるべく話しかけるようにしないと……！）

　良好な関係を続けられるように、彼女にも楽しんでもらえる努力をしよう。

　教室にいた時のようなネガティブな感情はいつの間にか消えて、今はとても前向きになっていた。それも全部霜月さんのおかげだ。

　モブの俺と友達になってくれた霜月さんを、大切にしたい──そう、思ったのである。





◆






　昼休みの時間が半分ほど過ぎたころには、霜月さんがごはんを食べ終えていた。

「ごちそうさま」

　弁当箱をきんちゃく袋にしまいながらも、霜月さんはまだ立ち上がろうとしない。食事は終わったのにオシャベリはまだまだ続けるみたいだ。

　俺なんかと話しても面白くないと思うけど、霜月さんが望むのであれば、がんばらないといけないだろう。

「今日は中山くんのおかげですごく素敵なお昼になったわ」

「いやいや、そんなことないよ」

「いやいや、そんなことなくないわ。だって、中山くんがいなかったら、今日もわたしはひとりぼっちでお弁当を食べていたもの。だけど今日は、あなたがいたから寂しくなかったわ。ありがとう、中山くん」

「──っ」

　まっすぐな言葉が胸を温かくする。

　感謝と肯定の言葉は、もしかしたら俺が心から求めていたものだったのかもしれない。

「中山くんは、嬉しい気持ちになるといい音を奏でるわね。なんて分かりやすい人なのかしら……そういうところも素敵ね」

　照れる俺を見て、霜月さんも笑う。

　言葉にせずとも俺の思いをくみ取ってくれるのは本当にありがたい。

　でも、ちゃんと言葉にして形を残した方が、霜月さんだって喜んでくれるはずだから……俺からも、感謝の言葉を伝えようとする。

　でも、そんな最悪のタイミングで、ついにあいつが登場してしまった。

「──イヤな音がする」

　まるで、俺と霜月さんのやり取りを監視していたかのように。

　俺が自分の思いを言葉にできたら、あるいはもっと関係性が進展していたかもしれない。

　しかしそれが阻まれたのである。

「食べ物を食いちぎるみたいな……聞いているだけで、周囲の人を傷つける音」

　瞬間、霜月さんの表情から色が失われる。

　いや、色だけじゃない。温度までもなくなって、いつもの冷たくて透明な霜月さんに戻ってしまった。

　それと同時に、俺の耳にも聞こえてきた。

　最初は地面の砂利を踏む音で、次は男女の話し声が近づいてくる。

「ったく、こんなところに呼び出して……いきなりどうしたんだよ、梓」

「ごめんね？　龍りょう馬まおにーちゃん……ちょっと、お話したいことがあって」

　それは、不自然なほどにタイミングのいい登場だった。

　校舎裏にやってきたのは──俺のよく知る二人である。

（竜崎と……梓？　なんでこんなところに……）

　一人は黒髪ツインテールが印象的な女子生徒。彼女は義妹の中山梓だ。

　そしてもう一人、黒髪黒目で中肉中背の男子生徒は竜崎龍馬である。

「いつもは誰も来ないのに……」

　聴覚の鋭い霜月さんは、二人の到来を俺よりも早く察知していたようだ。竜崎と梓を見て唇を固く結んでいる。その顔は緊張で強張っていた。

「隠れなきゃ……あの人から、逃げないと……！」

　そう言って、霜月さんはいきなり立ち上がる。

　でも、身動きした際に足元の砂利が大きな音を鳴らしてしまった。

「ん？　なんか音が……って、おい。しほ？　なんでこんなところに──？」

　竜崎は霜月さんを視認すると同時に俺の方を見る。

　そしてあいつは、表情を一変させた。

「誰だ、お前は……しほに何をした？　こんな誰もいない場所に彼女を連れ込んで、何をしようとしていたんだ!?」

　竜崎は普段、女の子たちに振り回されて呆れることはあっても、決して感情的になることはない。

　でも、今の竜崎は明らかに激昂している。

「俺の大切な幼なじみに、何をしていた？」

　まるで、俺が悪いことをしていたかのように。

　霜月さんは被害者で、俺が加害者であるかのように。

（ど、どういうことだ？　ただ二人きりでいただけなのに……どうしてこいつは霜月さんに『何か』があったと思い込んでいる？）

　普通じゃない。認識があまりにも一方的過ぎる。

　こちらの事情はすべて無視して、竜崎は思い込みだけで現実を見ている。

　それがすごく異様だった。

「え？　あ、ゃ……あぅ」

　突然の事態に梓が明らかに困惑している。

　いつもよりも派手な髪留めで結ばれたツインテールも、心なしか少し垂れているように見える。

（人のいない校舎裏に竜崎を連れてきたのは梓だよな……それってもしかして──告白をするため、か？）

　梓の顔を見ていると、なんとなくそんな気がした。

　義理の妹は、ハーレムの一員であることに甘んじようとせずに、好きな人への想いを成就させようと努力している。

　それを目の当たりにすると……心が痛かった。

　梓はこんなにがんばっているのに、竜崎にはもう霜月さんしか見えていないようで。

「しほ、大丈夫か？　お前は体が弱いんだから、無理して外に出ない方がいいのに……この男の誘いを断れなかったのか？　しほは優しいから仕方ないけど、もっと自分の体を大切にしてくれ。幼なじみとして心配するだろ？」

　俺が加害者みたいな竜崎の言い分には納得がいかないけど、ここで言い争いをしてしまうと梓があまりにも可哀想すぎる。

『おにーちゃんは、理想のおにーちゃんじゃないのかなぁ。梓の探していた本物のおにーちゃんは……龍馬おにーちゃんかもしれない』

　高校の入学式。家に帰って梓にそう言われて以来、会話もほとんどなくなった。

　中学までは客観的に見ても仲の良い兄妹関係だと思っていた。でもそれは俺の勝手な思い込みで、梓には多少の不満があったようだ。

　結果、俺と彼女はすっかり疎遠になってしまった。

　俺は彼女の『理想のおにーちゃん』にはなれなかった。

　でも、梓は俺にとってやっぱり大切な家族である。せめて彼女の恋路を邪魔したくない。

　だから俺は、霜月さんと一緒に教室に戻ろうと試みた。

　二人きりにさえなれたら、どうにか取り返しがつくかもしれないと期待したのである。

「別に俺は何もしてないよ。気にしないでくれ……じゃあ、教室に戻るから」

　そう竜崎に言って歩み出す。

「霜月さん、行こうか」

　もちろん彼女も一緒に戻ろうとして……その時になって、彼女の様子がおかしいことにも、ようやく気付いた。

「……うぅ」

　呻くような微かすかな声が聞こえてくる。

　数メートル先にいる竜崎にも聞こえない程の小さな声。

　それを耳にすると同時に──霜月さんが、ふらついた。

「しほ!?」

　慌てて竜崎が歩み寄ろうとする。

　でもその前に、俺が彼女の体を支えた。

「霜月さん、大丈夫？」

「……ダメ。あの人だけは、絶対にダメ」

　熱に浮かされたように……まるでうわごとを呟くように、霜月さんは小さな声で囁く。それを聞いて、彼女がどんな感情を抱いているのかを理解した。

（霜月さんは……本当に、竜崎のことが苦手なんだ──！）

　しかもそれは普通の『苦手』じゃない。

　近くにいたり、意識するだけで、様子がおかしくなるくらいの感情なのである。

　顔色は青ざめていて、唇からは色が抜けていて、瞳も恐怖のせいか揺れており、体も小刻みに震えている。

　遠目からだと分からないような小さい変化は、接近している俺にだけ分かるものだ。

　こんなの普通じゃない。霜月さんは竜崎と関わってはいけないのかもしれない。

　幼なじみかもしれないけど、二人の相性があまりにも悪すぎるように見えた。

　いや、違う。幼なじみ『だから』こそ、霜月さんは竜崎のせいで過去に辛い思いをしたのかもしれない。それがトラウマになって、異変をきたしているのだろうか。

「保健室に連れていくから、どいてくれ」

　近寄ってきて、霜月さんに触れようとする竜崎を牽制する。

　しかし、逆に竜崎は俺の方が邪魔だと言わんばかりに睨んできた。

「しほの体調を悪くしておきながら、ヒーロー気取りか？　お前こそどけよ。弱っているところに付け込んでしほに触れるな」

　掴みかかろうとするかのように、竜崎が敵意を剥き出しにして威圧してくる。

「っ……」

　そして、竜崎が近寄れば近寄るほど、霜月さんは苦しそうに喘あえいだ。耳を押さえて、必死に竜崎の存在を遮断しようとしているように見える。

　一刻も早く、竜崎から引き剥がさないといけない。

「あと、お前には聞きたいことがいくつもあるんだ……逃げるな」

「それどころじゃないだろ！」

　こんな状況になっても竜崎は自分の感情を優先している。

　霜月さんが心配なら、いくら俺に苛立っていようと、まずは彼女のために動くべきなのに……竜崎は俺に怒りをぶつけることの方が大切みたいだ。

「中山くん……大丈夫。わたし、一人で帰るから」

　俺に心配させたくないのか、霜月さんはふらつきながらも自分の足で歩きだす。

　もちろん付き添いたかったのに、竜崎が俺を睨んでいるので動けなかった。

　しかし、霜月さんを一人にするのは、あいつも不安なのだろう。

「梓、しほを保健室に連れて行ってくれるか？」

　そして竜崎は、梓の想いを踏みにじる選択をしたのである。

（せっかく……告白する覚悟を決めて、竜崎を呼び出したのに……！）

　その勇気を出すために、梓はどれほど悩んだことか……それを考えると、やっぱり何も言わずにはいられなかった。

「ちょっと待て。竜崎、彼女と何か話をするんじゃなかったのか？　霜月さんは俺が保健室に連れていくから、話だけでも聞いてあげてくれ」

「だから、逃げようとするんじゃねぇよ。お前には聞きたいことがあるって言ってるんだ……梓、頼めるか？」

「──うん、分かった」

　一方、梓は素直に竜崎の言いなりになっていた。

　聞き分けのいいことが正解だとは思わない。

　でも、彼女は竜崎に言われた通りに動く。そのままこちらを見向きもせずに、霜月さんの背中を追いかけて校舎裏から消えた。

（それでいいんだな、梓……）

　義妹のことは心配だけど、これは彼女が選んだ道だ。俺が何かしようとしたところで、それはただのお節介になってしまう。

　だからこれ以上梓のことを考えても仕方ない。

　それよりも今は、霜月さんを『守る』ことを優先しよう──。





◆






　霜月さんのために俺は何ができる？

　自分の感情を押し殺して、ひたすらそのことだけを考え続ける。

「二人きりなら、落ち着いて話せるだろ？　もったいぶらないで、そろそろ教えてくれてもいいんじゃないか？　どうしてしほと二人きりだったのか……彼女をどうやって連れ出して、何をしようとしていたのか、言え！」

　まるで『俺こそが正義』だと言わんばかりの態度が引っかかる。

　自分のことを正当化している竜崎を見ていると、俺が間違っているのかと考えてしまうくらいだ。

「竜崎が心配するようなことは何もしてないし、そもそもどうして知りたいんだ？　竜崎は霜月さんの彼氏でもなんでもないだろ？」

　まずは竜崎の出方を探ってみる。

「確かに俺はしほと付き合ってないが……でも俺はしほの『幼なじみ』なんだ。あの子を守る役目がある。病弱で、一人が大好きで、誰にも理解されない可哀想な女の子だけど……俺だけはしほを理解してあげられる唯一の存在なんだよ」

　竜崎は語った。

　偏った主張と、思い込みによる責任感を、まるで事実であるかのように。

「だから、弱いあの子を助けてあげられるのは、俺だけなんだ」

　竜崎は自分の思い込みを事実だと認識して、身勝手な正義を振りかざしていた。

　霜月さんが弱い？

　助けてあげられるのは、竜崎だけ？

　……見当違いも甚だしい。あの子はそんなに可哀想なんかじゃない。少なくとも、人の助けがないとまともに生きられないような人間ではないと、自信を持って言える。

　ただ、人見知りなのに見た目が良すぎるせいで目立ってしまい、普段は緊張してばかりなだけで……でも、霜月さんは普通の女の子だ。

　なんというか……正直、竜崎のことが怖いと思った。

　独りよがりで、一人称というフィルターを通してしか物事を見られない性質は、まさしくハーレムラブコメの主人公そのものである。

　反論して、変な疑いを持たれて、霜月さんが余計に付きまとわれたりしたら……そう考えただけで、ゾッとした。

　こいつは自分がヒーローでなければ気が済まないのだろう。自分を中心に世界が動いているからこそ、自分の都合がいいように認識を捻ねじ曲げる。

　今、ようやく彼女の気持ちが分かった気がした。

　竜崎とは、あまり関わりたくないと……本心からそう思ったのである。

「幼なじみだからな……悪い虫から守るのも俺の役目なんだ。しほは優しくて臆病だから、自分の意見を言えないけど……代わりに、俺が言ってやるよ」

　そして竜崎は、どうも俺のことを『幼なじみに手を出す輩やから』と思い込んでいるらしい。

「どうせお前が強引に連れてきたんだろ？　あの子はきっとイヤがっていたはずだ。でも優しいから断れなくて、仕方なくついてきたんだ。そのせいで体調を崩した。もともと病弱だが、お前と一緒にいたことで緊張もしていたんだろうな」

　そんなことはない。

　あの笑顔はウソなんかじゃなかった。

　だけどそれを竜崎に説明したところで、理解なんてしてくれないだろう。

「そもそも、あの子は一人でいることが好きなんだっ。お前の勝手な都合で付き合わせたりするんじゃねぇよ……彼女の優しさに甘えるなよ？　しほの幼なじみとして、忠告してやる。たまたま誘いを受けてくれたからって、勘違いだけは絶対にするな」

　守るって、攻撃することなのだろうか。

　勝手に霜月さんの人格や思想を決めつけて、思い込みだけで他者を排除するような行為は、正しいとは思えない。

　どうしてこんなことができるんだろう？

　いくら俺がモブキャラみたいだからって……失礼とは思わないのだろうか？

　いや、一番失礼なのは俺に、ではない。

　霜月さんに対して、申し訳ないとは思わないのだろうか？

（……きっと、そんなことは思わないな）

　今、ようやく確信が持てた。

　やっぱり、竜崎龍馬は生まれながらの『主人公』なのである。

　そうでないと、こんな人間はありえない。

　理由もないのにモテて、独善的な視点を非難されることもなく、自分がヒーローであることを当たり前に思っている様が、物語の主人公そのものだった。

　それだけで竜崎にとって都合がいいように全て解釈されるし、許されてきた、ご都合主義で治外法権な存在なのだ。

（さて、どうする？）

　なんて答えれば竜崎は満足するのか。

　どんな選択肢を進めば、俺に対する敵意を解除してくれるのか。

（……消せばいいか。竜崎の中から、俺という存在を消し去ればいい）

　求めているのは、霜月さんの平穏。

　そのために、今日を『なかったこと』にすればいいと考えたのである。

　今回、竜崎が取り乱している理由は、全て俺にある。

　中山幸こう太た郎ろうが霜月しほに接近したことで、幼なじみという優位性にあぐらをかいていた竜崎龍馬が、焦っているのだ。

『もし、しほが俺じゃない人間を好きになっていたとしたら？』

　そんな竜崎の不安を解消するために必要なのが、俺という存在を消すことだ。

　俺さえいなければ竜崎は元の日常に戻れる。

　霜月さんも、竜崎にとっては『病弱で一人でいることが大好きな幼なじみ』という立ち位置のまま、あまり干渉されることもないと思う。

　それなら簡単だ。

　自慢にはならないけど、俺は竜崎と違って生粋の『モブキャラ』である。

　唯一のメリットは、存在感が薄いこと。

　それを利用すれば竜崎の意識から消えることなんて容易だ。

「しほに何をしようとした？　しほはなんて答えた？　教えろ……俺は幼なじみだから、知らないといけない。彼女を守らないといけないんだ。だから、言え！」

　──カチッ。

　頭の中で音が鳴る。何かのスイッチが入ったような気がした。

（俺は今から、ヒロインにちょっかいを出す噛ませ犬のモブキャラだ）

　設定を決める。結局、主人公様には敵かなわないということを印象付けるためだけの端役をイメージして、自分を作る。

『この程度なら取るに足らない』

　竜崎にそう認識させることができれば……自然と、あいつの中に生まれた『中山幸太郎』という敵対因子が消滅すると、そう考えたのだ。

　つまりこれは、ただのテンプレイベント。

　序盤によくあるような、メインヒロインにちょっかいを出す噛ませ犬を成敗するという、主人公がカッコいいところを見せ付けるだけのシーンである。

　それを今、作り上げてしまえばいいと思ったのだ。

「そ、そんなこと言われても……本当に何もなかったぞ？　ただ、かわいい子だから告白しようとしただけだよ。まぁ、ガードが固かったから、何もできなかったんだけどな」

　へらへらと笑みを浮かべる。

　軽薄で、中身のないようなバカっぽさを意識した。

「告白？　お前、しほのことが好きなのか？」

「好きっていうか……だってかわいいだろ？　だから、可能性があったら付き合いたいって思ったんだよ！　でも、結局ダメだったなぁ」

　そう言うと、竜崎は安堵したように表情を緩めた。

「なんだ、そういうことかよ……お前は、ただのチャレンジャーだったのか」

　予想通りだ。

　こいつは霜月さんを心配していたわけじゃない。

「なんか、二人きりで弁当を食べていたし、小声で親密そうに話していたからよ……てっきり、お前が強引に口説いたのかと思ってた」

　やっぱりこいつは、霜月さんが誰かに奪われることを恐れていただけである。

「そうだったら良かったんだけどな！　くそっ、竜崎にだけは知られたくなかったんだけど……もういいか。ああ、そうだよ。俺は霜月さんに告白しようとして、脈無しな態度を取られたんだよっ」

　──騙せ。

　──偽れ。

　──欺け。

　中山幸太郎という自我を消して、ただただ竜崎龍馬の認識をごまかせ。

「つまり、俺の予想通り、お前がしほをここに呼び出したんだな？」

「うん。どうにかお願いして、お昼ご飯を一緒に食べてもらったんだ。霜月さん、優しいから……渋々だけど一緒にご飯を食べてくれたよ」

　顔には笑顔を張り付ける。

　心がチクチクと痛むのは、『俺だって竜崎と同じ人間だ』というプライドがまだどこかに残っていたからかもしれない。

　そんなもの、要らない。

　俺はただのモブキャラでいい。

　霜月さんに迷惑をかけるぐらいなら、そんな邪魔な物は捨ててしまって構わない。

「あんなに綺麗な子がクラスにいるんだから、お近づきになりたくてさ……どうにか距離を詰めて仲良くなろうとしてたところで、竜崎が来たんだよ。そのせいで霜月さんも調子狂ったのかなぁ？　いきなり体調不良って言って、帰っちゃったよ」

　身の丈に合わない恋をする噛ませ犬のモブキャラ。

　そうなるように、努力した。

　──媚びろ。

　──へつらえ。

　──尻尾をふれ。

　とにかく、情けない男子高校生を演じる。

　やってみると、不思議とこの役柄は俺に合っているような気がした。

　違和感がないというか……やけにしっくりくる。

「でも、たぶんあれは嫌われちゃったかもしれない……まぁ、仕方ないか。霜月さんは俺にとって高嶺の花だからなっ。失敗の一つくらい予想通りだ」

　竜崎が『敵ですらない』と思えるような、名前のないキャラクターを意識した。

　竜崎も俺に違和感を覚えていないようで、明らかに気を抜いていた。

「そうか……そうだよな。しほがお前なんかを選ぶわけない。なんか、イヤな予感がしたんだけど、ただの勘違いだったか。しほが、幼なじみの俺を無視して、他のやつを選ぶとは思えない」

　良かった。竜崎は都合よく設定を補完してくれている。

　思い込みで自分が理解できるように状況を整理してくれていた。

　簡単に欺けたことにまずは安堵する。

　演技のおかげで、竜崎は明らかに見下したように鼻で笑っていた。

「ふっ……まぁ、がんばれよ。しほは色々とたいへんな女の子だから、たぶん無理だと思うけどな。今までもお前と同じようなチャレンジャーはたくさんいたが、みんな玉砕していった。お前も、あまり傷つかないうちに引けよ」

　いい感じに機嫌も直してくれたのか、やけに饒じょう舌ぜつである。

「あの子を理解できるのは、幼なじみの俺だけだからな……まぁ、片思いは罪なんかじゃない。それもまた青春だ」

　俺はもうすっかり格下になっているようだ。

　竜崎はまるで同情するように激励の言葉をかけてくれた。

「でも、お前みたいなバカは嫌いじゃないぜ」

　それから竜崎は、おもむろに手を差し出してきた。

「せっかくだし、友達にならないか？」

　──この手を握ることに、抵抗がなかったと言えばウソになる。

　だってこの友情は偽りだ。

　同情と嘲笑の果てに結ばれる絆なんて、要らない。

　ただ……そう訴えているのは、俺の中にあるちっぽけなプライドだけである。

　理性は『握手しろ』と言っていた。

　論理では、この握手こそ『自分が格下です』と示す行為だと、理解している。

　だから、感情をねじ伏せて、俺は竜崎の手を強く握りしめた。

「そうだな！　ダメで元々……俺の生き様、見てろよ！」

　心に渦巻く屈辱の気持ちを必死に隠す。

　悔しさを押し殺して、愛想笑いを作り続ける。

　その努力の甲斐あって……竜崎は、俺に騙されてくれた。

「ああ、よろしくな。じゃあ、しほの様子も気になるし……そろそろ教室に戻るかな。お前も次の授業に遅れないようにしろよ？」

　そう言って竜崎は背を向ける。しかしそれは一瞬で、ふと何かを思い出したようにもう一度こちらに振り返った。

「あ、そう言えば……お前って誰だ？　クラスメイトなのは分かるんだけどよ、名前を覚えてなかった」

　──名前すら、覚えられていないとはね。

　まさしくモブキャラとして、完璧な立ち位置に俺はいるらしい。

「おいおい、しっかりしてくれよっ。俺は中山だ。中山幸太郎だよ」

　へらへらと笑いながら名前を口にする。

　それを聞いて、竜崎は悪びれもなく笑いながら、軽く頷いた。

「おーそうか。中なか『川がわ』だな。覚えたぜ」

　たぶん、覚える気なんてないのだ。

　間違えてもそれに気付く様子はなく、そのまま竜崎は校舎裏から消えていく。

　その背中が見えなくなったことを確かめて、ようやく俺は力を抜いた。

「はぁ……」

　ゆっくりと息を吐き出す。

　それから、不意に膝の力が抜けてその場に崩れ落ちた。

「────っ」

　一人になったせいだろうか。

　張りつめていた気が緩むと同時に、言いようのない悔しさがこみ上げてきて、衝動的に地面を殴った。

　──ガッ。

　砂利だらけの地面は、感情をぶつけるには少し尖りすぎていたのかもしれない。

「……痛いな」

　痛みに顔をしかめて、しかしそのおかげでやっと冷静さを取り戻すことができた。

（媚びてしまった。竜崎に、嘲わ笑らわれてしまった……！）

　先程の言動を振り返ると、またしても地面を殴りそうになる。

　自分が許せなかった。竜崎に対してへりくだった自分がみじめだった。

　くだらないプライドだってわかっているが、悔しさはどうしても拭えない。

　……でも、それでいいんだ。

「霜月さんを守るためなら、仕方ない」

　そのためなら自分の感情なんて優先しなくていい。

　そもそも、俺なんかが悔しさを感じることが間違っている。

「モブキャラなんだからな。感情なんて、要らないだろ」

　皮肉を呟いて、無理矢理笑う。

　はぁ……鏡を見なくても分かる。

　きっと今浮かべている笑みは、見るに堪えないくらい歪んでいるだろうなぁ──。
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「モブキャラなんて悲しいこと言ったらダメよ？」







　ずっと違和感を覚えていた。

　幼いころから物事の中心に自分がいたことはないし、いつだって隅っこで大人しかった気がする。要するに、俺はいてもいなくても分からないような存在だった。

　だから、俺はどうしても自分が『主人公』だと思うことはできなくて、誰かの物語の脇役であるかのように、薄っぺらい日常を過ごしていたのだ。

　高校生になってからはそれが顕著になった。親しいと思っていた少女たちとも疎遠になって、孤独に退屈な時間を過ごしていた。

　どうしてそんなつまらない日常を送っていたのか……その理由が、ようやく分かった気がした。

　俺は竜りゅう崎ざき龍りょう馬まが紡ぐ『ハーレムラブコメ』のモブキャラだったのである。

　今までも薄々感じてはいたけど……竜崎とのやり取りを経て確信が持てた。

　俺は、竜崎龍馬という『主人公』を引き立てるための存在なのだろう。先程、噛ませ犬キャラを演じてみて、やけに違和感がなかったのも納得である。

　主人公らしく毅然と振る舞うあいつに対して、俺はへらへらと笑うことしかできなかった。みじめだけど、俺にはお似合いだった気がする。

　モブキャラだからこそ、俺は今までの人生でも大した成功がなかったのかもしれない。一応、人並み以上にがんばったこともあるけど、うまくいかなかったのは、俺が主人公ではなかったからなのだ──と、振り返ってみたら腑に落ちた。

　そんな俺とは違って、竜崎は現在進行形で物語の中心にいる。それが羨ましくないと言えば、ウソになるのかもしれない。

　……竜崎龍馬のラブコメにタイトルをつけるなら、こんな感じだろうか。

（『ハーレム主人公だけど無口な幼なじみだけを俺は愛している』とか？）

　物語としては、ハーレム主人公気質の竜崎があらゆる女の子に誘惑されるが、幼なじみの霜しも月つきさんだけを一途に愛する──という流れになるのかもしれない。

　病弱で、無口で、一人でいることが大好きな幼なじみヒロインは、最初は竜崎にすら心を開かなかったけど、少しずつ仲良くなっていって……最終的には『他のヒロインよりもお前が好きだ！』なんて告白して、見事カップルになるのである。

　他のサブヒロインたちはそのことを悔しく思いながらも、『龍馬が幸せになるなら、それでいい』と自分を納得させて、主人公とメインヒロインを祝福する。

　──そんなテンプレハーレムラブコメがこれから紡がれるような気がして、頭を抱えそうになった。

　物語はカップルになったところで一旦幕を閉じるけど、人生はまだまだ続く。

　ハーレム気質の主人公が普通の結婚生活を送れるか？

　霜月さんにとって……竜崎と結ばれることは、彼女の一番の幸せになり得るのだろうか。もしかしたら、サブヒロインの誰かが愛人になったりする可能性もある……そうなったら、霜月さんはどんなことを思うのだろうか？

　……考えるだけで頭が痛くなってくる。

　しかし、この現実が竜崎龍馬のラブコメなら、そうなってもおかしくない。

　主人公様にはご都合主義という味方がついている。

　何をしても追い風になるし、窮地に追い込まれたら勝手に救いの手が差し伸べられるし、困難を乗り越えたら覚醒して成長する。

　周囲のキャラクターは物語の都合がいいように動かされ、思考を捻ねじ曲げられ、ただひたすらに主人公様を気持ち良くするための人形となるのだ。

　バカバカしい話だと思うかもしれない。

　だけど、俺にはどうしてもその仮説を笑い飛ばすことができなかった。

（思い返してみると、梓あずさたちも変だった）

　高校の入学式。竜崎龍馬と出会った三人は豹変したように見えた。初めて出会った人間をあんなにも好きになるのが俺には不自然に思えてならない。

　しかもそれが三人同時、である。

　何か見えない力が働いているような──そう説明した方がしっくりくるくらいに、おかしかった。

　霜月さんも、あの子たちみたいにいきなり豹変するかもしれない。

　今は竜崎のことを苦手としているけれど。

　ご都合主義によって霜月さんも捻じ曲げられてしまったら、竜崎に好意を持つようになる──そんな不安が頭に浮かんだ。

　これが『竜崎龍馬のラブコメ』であると考えるならば。

　なるべく事件やイベントを起こさないようにして、ストーリーの進行を防ぐ必要がある。間延びさせて、中だるみさせて、停滞させることで、霜月さんを守りたかった。

　そのために、やっぱり教室で話しかけるのは良くない気がしていた。

（霜月さんは「話しかけてほしい」って言ってたけど……仲良くしていたら竜崎に疑われてしまう）

　彼女が俺と話すことで得られる『楽しさ』は、竜崎に敵視されるリスクと釣り合わない。

　午後の授業中。ぽっかりと空いた彼女の席を眺めて、そんなことを思った。

　結局、霜月さんは保健室から帰ってこなかった。荷物もなくなっていたので、恐らくはそのまま帰宅したのだろう。

　竜崎に意識されただけでこんなに異変を起こすのである。

　しかし、霜月さんは話しかけてほしいと言っていたわけで……どうしたら正解なのか、俺にはちょっとよく分からなかった。

　モブキャラが解決するべき問題にしては、少し荷が重すぎる──。
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　そうやって悩んでいたので、翌日も霜月さんとはあまり会話はしなかった。

　とはいえ、昨日と同様に、霜月さんが我慢できなくなって話しかけられることを予想していたけど……体調不良明けのせいか、霜月さんはずっと大人しかった。

　その原因は、やけに竜崎が俺に話しかけてきたから、というのもあると思う。

　つまり、この日は霜月さんと会話したくても『できなかった』のだ。

「中なか川がわ、昼休みはどこで食べるんだ？」

「野球部の花はな岸ぎしと一緒に食べるけど？　あいつ、いつも屋上で食べてるから、今から向かうんだよ。蒸し暑いのに、何考えてるんだろうな」

「なるほど。今日はしほにお願いしなくていいのか？」

「あー……できればそうしたいけどな！　でも、昨日イヤそうだったし、毎日誘ったらしつこいと思われそうだからなっ」

「ああ、それもそうか」

　昼は霜月さんと一緒にいないか確認されて、

「じゃあな中川。また明日」

　帰りはきちんと俺が教室から出ていくのを見送られた。

　明らかにあいつは俺を警戒していたのだ。

　靴箱まで来て、竜崎がついてきていないことを確認してから、肩の力を抜く。

　結局、最後まで名前は間違われたままだったけど、まぁそれはいい。

　とにかく、この一日はどうにかやり過ごすことができた。

　これでたぶん、明日からの警戒は緩む……はず。竜崎だって暇じゃないのだから、こんな退屈なモブキャラの学園生活なんて観察するのはすぐに飽きるだろう。

　そんなことを期待しながら、帰りのバスに乗った。

　結局、霜月さんとの会話もなかった。そのことに寂しさがないわけじゃない。

　でも、彼女に迷惑をかけるわけにはいかないので、仕方なかった。

　そう自分に言い聞かせているうちに、自宅に一番近いバス停に到着する。

　定期券を精算機にタッチしてから、バスを降車しようとする。

　そんな時だった。

「え？　お金？　さ、財布……ない？　わ、わわわ忘れちゃった!?」

　聞こえるはずのない声が聞こえた。

（霜月さん──なわけ、ないか）

　彼女のことを考えすぎて幻聴が聞こえているようだ。

　たぶん、疲労もあるのだと思う。帰って少し眠ろうかなぁ。

「た、たすけてっ。中なか山やまくん、たすけてぇ」

　──いや、幻聴じゃない！

「ウソだろ……？」

　振り返ると、そこには涙目になって俺を見つめる霜月さんがいた。

「おかね、ない……さいふ、わすれたぁ」

　人見知りも発動しているせいか、霜月さんは蚊の鳴くような声で俺に助けを求めている。その隣ではバスの運転手さんが穏やかに笑いながら霜月さんを待っていた。

　温厚そうな人で良かった。慌ててバスに戻って、ポケットから財布を取り出した。

「えっと、券はある？」

「う、うんっ。これ」

　震える手で差し出されたのは、しわくちゃの乗車券だった。緊張で握り潰しちゃったのかもしれない。

　でも、きちんと取っていてくれて良かった。

「すみません。どうぞ」

　乗車券とお金を精算機に投入する。

「はい、ご乗車ありがとうございました」

　運転手さんは最後までイヤな顔せずに見守ってくれた。優しい人で本当に良かった。

「とりあえず、降りよっか」

「っ！　っ！」

　焦っているのか、霜月さんは何度も頷いている。

（な、なんで霜月さんがここに？）

　正直なところ、俺だって混乱している。

　だってここは学校じゃない。俺の家から徒歩三分のバス停である。

　ありふれた住宅街の一角。何の変哲もないこの場所に、絵本から飛び出してきたお姫様みたいな少女がいる。それが不自然に思えてならない。

　しかも今、彼女は俺にしがみつくようにくっついている。

「さ、財布がなくてびっくりしたぁ……バスに乗ったのは初めてだったけど、お金が必要なのは噂に聞いてたから、もちろん払おうとしたのよ？　でもね、慌てて中山くんを追いかけたから、教室に忘れちゃってて……！」

　そういうことだったのか。

　とりあえず、気付いてあげられて良かった。

「お金は明日にはちゃんと返すから、安心してね……と、とにかく、助けてくれてありがとう！　中山くんったら、いざという時に頼りになるわ」

「いやいや、それはちょっとほめすぎだから……」

　バスの料金を払ってあげただけである。普通のことをしただけなのに、霜月さんはやけに俺のことを評価してくれていた。

「またまたっ。そういう奥ゆかしいところも素敵ね」

「でも、本当に大したことなんてしてないよ」

「そんなことないわ。困っている人をちゃんと助けられるなんて、当たり前のようで当たり前じゃないんだからね？　それはとっても素敵なことだもの」

　それから、霜月さんは唐突に俺の頭に手を伸ばした。

　何をされるのかと見守っていると……彼女は俺の髪の毛をくしゃくしゃにするように撫でたのである。

「でも、中山くんはわたしを助けることはできても、自分を褒めてあげることはできないのね。だったら、わたしが代わりにそれをしてあげようかしら？」

　またしても、年下の子を扱うように。

　身長が小さいせいか、つま先立ちになる霜月さん。

　背伸びしてまで撫でられるのはかなり恥ずかしい。

「え、えっと……あ、ありがとう」

　でも、その優しさまでは拒めなかった。

「ふふっ……背が低いわたしに撫でられるなんて、どういう気分なのかしら？　恥ずかしそうに顔を赤くしちゃって……そんなところを見ちゃうと、なんだかこっちまで照れちゃうわ」

　いや、霜月さんも恥ずかしいなら、やめてほしいんだけど。

「それでっ。霜月さんはどうしてここにいるのか、教えてくれる？」

　いつまでも撫でられていると、頭がおかしくなりそうな気がした。

　だからこのあたりで、本題に入らせてもらったのである。

「ストーカーしたわ」

　なんの悪びれもなく霜月さんはそう言った。

「……なんで？」

「だって、今日もしゃべりかけてくれなかったもの。だから、後ろから中山くんを追いかけていたのだけれど、他人が見てたから話しかけられなくて……そのままここまで来ちゃったわ」

「……そういうことか」

「で、でもね、バスの中だったらさすがに気付いてくれるかな？って思ったのに、全然気づいてくれなかったわ」

「ご、ごめん」

　まさか同じ車内にいたなんて。

　霜月さんは目立つから気付かないなんておかしい。

　でも、今日の俺は、自分で思っている以上に疲れていたみたいだ。

「まぁ……中山くん、ずっとぼんやりしていたし、気付かなかったのは仕方ないのかしら。学校でもなんだか様子が違っていて、どうしたのかな？って心配していたの」

「そんなにおかしかった？」

「ええ。音がね……うーん、なんて言えばいいのかしら。ギザギザしてたから」

　相変わらず感性が独特なので理解は難しい。

　でも、ついてきた理由の一つに、俺を心配していたから──というものがあるのかもしれない。

「もし元気だったら、お友達を放置したことのお説教をしようと思っていたのだけれど……体調もあまり優れないみたいだし、バスでは助けてくれたから、怒る気分ではなくなっちゃったわ」

　それはありがたい。昨日みたいに無表情で怒られるとやっぱり怖いので、霜月さんにはニコニコと笑っていてほしかった。

　ほんの少しだけオシャベリすぎる気もするけど、俺があまり話し上手ではないので、バランスがちょうどいいのかもしれない。

「あー、そろそろ立ち話も疲れてきたわ。ジュースでも飲みながら一息つきたい気分なのだけれど、どこかで都合よく休憩できる場所がないかしら？　ねぇ、中山くん……どう思う？　たとえば、あなたのお家とかちょうどいいと思わない？」

　そう言って、彼女は俺の背中を両手でグイッと押した。

「そういうことだから、行きましょう？　わたしね、お友達の家で遊ぶことが夢だったの！　だから、絶対に中山くんの家に行くんだからね？」

　そんなことを言われては、断ることなんてできなかった。
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　二階建ての４ＬＤＫ。大して特徴もない一軒家が俺の自宅である。

「おお！　ここが中山くんのお家なのね」

　でも、霜月さんはやけに物珍しそうに玄関から家の中を見渡していた。

「別に面白いものは何もないよ。普通の家だから」

「そんなことないわ。お友達の中山くんが暮らしているお家なんだから、わたしはとても興味津々だもの」

　俺みたいにつまらない人間に興味を持つなんて、霜月さんは不思議な人だと思う。

「どうぞ。家族は今いないから、楽にしていいよ」

「はーい。おじゃましまーす」

　中に招き入れると、霜月さんはお行儀よく靴を並べてから家に上がる。

　案内したのはリビングとして利用している部屋である。

　ソファとテレビが置かれているだけの退屈な部屋だけど、来客の対応に向いた場所はここしかないので、我慢してもらおう。

「お茶とジュース、どっちがいい？」

「ジュース！　わたしね、体に悪い食べ物とか飲み物が好きなの……それで、ご両親はいつ帰って来るのかしら？　これから末永くお付き合いする友人として、ご挨拶させてもらいたいのだけれど」

「人見知りなのに、ちゃんと挨拶できる？」

「も、もちろんよ！　バカにしないでくれるかしら？　わたし、年が離れていたら大丈夫なタイプだもの……まぁ、それでもちょっとだけ人見知りするかもしれないけどね？　まったく、失礼しちゃうわ」

　分かりやすくむくれて怒っているアピールをする霜月さん。

　ごめんと笑って謝った後、我が家の家庭事情についても軽く説明することに。

「両親は海外に出張中だから、気にしないで」

　旅行関連の会社を経営している両親はかなり多忙である。

　おかげであまり顔を合わせることもなかった。

「それは残念だわ。でも、お仕事なら仕方ないのかしら……うーむ、だったら中山くんは基本的に一人ぼっちなのね。やっぱり、ちょっとは寂しいって思ったりする？」

　……いや、実は義妹の梓がいるので一人ではないのだけど。

　でも、最近の梓はあまり家にいないし、一人ぼっちという表現はあながち間違いではないのか。

　梓は竜崎と出会って以来、日中は基本的にあいつの家で遊んでいるようだ。キラリと結ゆ月づきも同様に竜崎の家に入り浸っているらしく、ハーレム状態だと噂で聞いた。

　一応、夜の九時くらいには梓も帰ってくるけど、そのころにはもう俺は部屋にいるので、大した会話もしていなかった。

「一人で過ごすのはもう慣れちゃったかな」

　梓のことは説明が長くなりそうなので、あえて黙っておくことにする。

「そうなのね……いつも一人なんて、わたしだったら寂しくて死んじゃうわ」

　なので、彼女は俺のことを『ひとりっこ』と認識したようだ。

「甘えたくなったらいつでもわたしに言ってね？　ほら、わたしってお姉ちゃんっぽいでしょう？　たぶん、甘やかす才能もあるはずだから、頼りがいがあると思うの」

　……申し訳ないけれど、霜月さんはどちらかというと妹っぽい気がする。

　でも、お姉さんぶって背伸びする霜月さんを見ているのは嫌いじゃないので、反論はせずに頷いておいた。

「じゃあ、寂しくなったらお願いしようかな」

　そう言うと、彼女はとても嬉しそうに目を細めた。

　それから、霜月さんは空っぽのコップを差し出してくる。

「おかわり！」

　……その姿が、数年前の梓と重なった。

　中学生の梓も、こうやってよく俺をこき使っていたなぁ。

「ねぇねぇ、ついでだから肩もマッサージしてくれるかしら？　昨日、ゲームをしすぎて肩こりしてるの。モンスターをハンターしてたら五時間経過していて、さすがのわたしも自分の集中力に驚いたわ。ママはそんなわたしを見て呆れていたけれど」

　甘えてきてというわりに甘えてくる霜月さんは、やっぱり妹みたいで微ほほ笑えましかった。
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「さて、休憩も終わったところで……お約束の『あれ』をやろうかしら」

「あれ？」

　意味深に何かを匂わせる霜月さん。

　ソファから立ち上がった彼女は、目をキラキラと輝かせていた。

「お友達の家で遊ぶ際のお約束と言えば、お部屋訪問に決まってるじゃない？　アニメではお約束の展開だもの。わたし、ずっと憧れてたわ」

「うーん……でも、あんまり面白いものなんてないよ？」

　正直なところ、自分の部屋を見せたいとは思わなかった。

　なんというか……謙遜とかではなく、本当に退屈な部屋なのである。

「どこにあるのかしら？」

「一応、二階の手前が俺の部屋だけど……」

「なるほど。だったら、突撃っ！」

　霜月さんは子供みたいに家の中を走り出す。

　リビングのドアを開けて二階へと上がっていった。

「ちょっ、あぁ……」

　止める間もなかったので、諦めて俺も彼女の後ろを追いかける。

　自分の部屋に入ると中には既に霜月さんがいた。

「すごーい！　本がたくさんあるわ」

　俺の部屋を見渡して彼女は目を丸くしている。

　それも無理はない。だってこの部屋には本と机とベッドしかないからである。

「ごめん。ちょっと散らかっていて……」

　壁一面にある本棚だけでなく、地面にも本が無数に散らばっていた。

「中山くんは本が好きなの？」

「好き、というか……これしかやることがなかったって感じかな」

　趣味というよりも日課と表現した方が適切な気がする。

　幼いころから人付き合いが得意ではなかった。だから時間潰しに本を読んでいて、それが今でも継続しているような状態である。

「あー！　このライトノベル知ってるわ……アニメ化してた作品だもの！」

「そうだったんだ……アニメは見ないから、知らなかった」

　霜月さんが手に取った作品を見て、不意に懐かしい気分になる。

　そういえばその作品はキラリも好きだった。

　たしか、なんの特長もない冴えない主人公が、学校の美女に気に入られて仲良くなるような内容の作品だったと思う。ライトノベルでは割とありふれたジャンルだけど、キラリはやけに思い入れを持っていたことを、ふと思い出した。

　この一冊をきっかけにキラリとはライトノベルの感想を言い合う仲になった。

　文芸作品しか読まなかった俺にライトノベルというジャンルを教えてくれたのが彼女で、ここにあるライトノベルのほとんどは彼女からもらったものだ。

　もう、キラリとは話すこともなくなったけれど……中学時代を思い返すと、少し懐かしい気分になる。

「中山くんは本だけを読むタイプなのね。わたしは逆に文字を読むのが嫌いだから本とかマンガは読まないの。アニメとかテレビとかゲームばっかり楽しんでいるわ」

　霜月さんは俺の部屋を物色するようにそわそわと歩き回っている。

「それで、ゲーム機はないのかしら？　わたし、お友達と一緒にゲームをするのが夢で……あ、もしかして中山くんってゲームをやらない人だったりする？」

「うん。ゲームは……やらない」

　俺の部屋には本しかない。ゲームはもちろん、テレビもないので、アニメを見ることもできない。そもそも話題になる物が少ないのだ。

　だから霜月さんを部屋に入れることに対してあまり積極的じゃなかったのである。

「つまらない部屋でごめん」

　思わず、謝ってしまう。

　部屋とは、個性を映す鏡みたいなもので……退屈な俺の部屋は、即ち中山幸こう太た郎ろうという人間性でもあるのだ。

　せっかく霜月さんが来てくれたのに、楽しませてあげられない。

　そのことが本当に申し訳なかったのである。

「どうして謝るのかしら？　つまらないなんてありえないのに」

「いや、でも……退屈だと思うから」

　失望されないだろうか。不安がさっきから頭の中でぐるぐると回っている。

　そのせいで、普段は心の中に止とどめているネガティブな思考が、不意に口から漏れてしまった。

「こんな『モブキャラ』の部屋、見ていても面白くないよ」

　その瞬間、部屋の気温がグッと下がった。

「──それは、どういうことかしら？」

　さっきまであんなにニコニコしていた霜月さんの笑顔が急に凍りついたのである。

　声も、まるで他人と接しているかのように冷たくなっていた。

「中山くん。そんな寂しいこと、言わないで」

「え？　でも、俺なんて……」

「その『俺なんて』っていうのも、やめて」

　怒っている──というよりは、悲しんでいるような。

　無表情で分かりにくい顔だけど、なんとなくそんな気がした。

「わたしの大切なお友達のことを悪く言うのは許せないわ。たとえそれが、あなた本人だとしても……中山くんをバカになんかさせないわ」

　気付けば、彼女は俺の手を優しく握っていた。

　まるで『不安にならなくて大丈夫だよ』と、伝えるように。

「わたしはね、中山くんに興味があるの。あなたがどんな人間で、何が好きで、どんな考えを持っているのかが知りたいだけなのに……部屋の面白さとか、そんなことはどうでもいいわ」

　ずっと、霜月さんに対して『身の丈に合わない』と思っている。

　劣等感に囚われていた。特別な存在感を放つ彼女と比較して、自分なんて……と卑下してばかりいた。

　だけど霜月さんにとってはそれが引っかかっていたようだ。

「だいたい、中山くんは否定が多すぎるわ。褒めたり感謝した時に『でも』とか『だけど』ばっかり言って、全然わたしの気持ちを受け取ってくれないし……あれって結構寂しいのよ？　褒めた時は喜んでほしいわ」

「……そうだったんだ」

　言われてから、初めて気づいた。

　卑屈であるあまり、俺は霜月さんに対してものすごく失礼なことをしていたらしい。

「『モブキャラ』なんて、悲しいこと言ったらダメよ？」

　そう言ってくれた霜月さんを見て、自分が失敗していたことを理解した。

　彼女の迷惑にならないように……と言動を選んでいたのに、それが逆に霜月さんにとって好ましくないものだったなら、意味がない。

「ごめん。これから言わないよう努力する」

「じゃあ、約束。ほら、小指出して？」

　またしても、幼い子供に言い聞かせるみたいに、霜月さんは小指を差し出してきた。

　細くて小さな指は、握ると折れてしまいそうな気がする。

　いつもだったら「恥ずかしいから」とか言って逃げようとしていたかもしれない。

　でも、これからはちゃんと、向き合っていきたいと思ったから。

「うん。約束する」

　素直に頷いて、霜月さんの小指と自分の小指とを結んだ。

　その時になってようやく、霜月さんが表情を緩めてくれた。

「分かってくれたら、それでいいわ。聞き分けのいいところも中山くんの魅力ね。悪いことをしたらきちんと謝って、反省すればいい。当たり前のことだけれど、それがちゃんとできる人って結構少ないもの」

「そういうものかなぁ」

　自分がすごい、なんてやっぱり思えない。

　でも、霜月さんが褒めてくれているのだ。そんな自分を少しだけ大切にしたいと思った。

　その決意が伝わったのかもしれない。霜月さんは元の表情に戻って、いつも通りニコニコと笑いながら俺と会話してくれた。

「それにね、『つまらない部屋』と思うのなら、楽しくすればいいじゃない？　わたしがゲーム機とか色々たくさん持ってきてあげるわ」

「それはいいかも。俺も楽しみ……でも、二週間後に中間テストがあったような？　ゲームばっかりしてたらダメだと思うけど」

「テストなんて関係ないわ！　学生のお仕事はゲームだもの。あんなつまらない作業、一人で何時間も続けられる方がどうかしてるわ。あ、でも……中山くんが教えてくれるなら、やってあげないこともないかしら」

「……じゃあ、一緒に勉強しよっか」

『俺なんかと一緒に勉強しても楽しくない』

『モブキャラなんかがメインヒロインみたいな霜月さんに指導するなんておかしい』

　そんな卑屈な思考を取り払ってみると、会話は思ったよりも長く続いた。

「いいの？　じゃあ、これで中山くんとたくさん一緒にいられるわ……！　あ、学校でもちゃんと勉強を教えてね？　今日みたいに無視するのはイヤよ？」

　そういえば、竜崎との件についても悩んでいるわけで……どうしたらいいか分からなかったけど、ようやく気付いた。

　こういう話も、ちゃんと伝えればいいのだ。

「あー、えっと……学校だと竜崎がやけに絡んでくるから、俺としてはちょっと控えた方がいい気がする」

『俺なんかが相談するなんて恐れ多い』

　そんな卑屈な思考のせいで、相談するという選択肢を除外していた。

「えー？　どうしてもダメかしら……？」

「ごめん。その代わり、お昼は一緒に食べよう。放課後も俺の家ならいつでも来ていいから、これでどうにか許してくれないかな？」

　竜崎の件に関しても包み隠さずに本音を打ち明ける。

　そのおかげで、霜月さんも俺が積極的に話しかけなかった理由を分かってくれたみたいで、ちょっとだけ安堵したように表情を緩めてくれた。

「そういうことだったのね……つまり、中山くんは、あの人のことがあるから学校でわたしに話しかけてくれなかったのかしら？」

「うん。霜月さんに話しかけると、竜崎がちょっと怖くて」

「なるほど……そうね。わたしも、彼はあまり得意ではないけれど……でも、あの人にわたしの楽しみを邪魔されるのは、あまり納得できないわ」

　不服そうに唇を尖らせているけれど、こればっかりは俺も折れることができない。

　霜月さんを傷つけないためにも、竜崎は徹底的に警戒する必要があるのだから。

「ほら、霜月さんって学校だと人見知りになるし、どうせ話しかけても普通じゃいられないから……大して変わらないんじゃないかな？」

「た、確かに人見知りだけれどっ！　ハッキリ言われたらなんだかムカつくかしら……でも、からかわれるのって、友達同士の会話みたいで楽しいかも？　中山くんも、ちょっとずつ心を開いてくれているのね」

　──ほんの少しではあるけれど。

　霜月さんが叱ってくれて、視界が広がっているような気がした。

「そういうことなら、仕方ないからそうしてあげるわ」

　ほら、思ったよりも簡単に悩んでいたことが解決した。

　卑屈なあまりにふさぎ込んでしまうことは、逆に霜月さんに失礼だったのかもしれない。そういう未熟な部分を、きちんと直したいと思った。

　そうすればもっと、霜月さんと仲良くなれる気がしたのだ。

「本当は、学校でも中山くんとオシャベリしたいけれど、我慢する。その代わり、放課後はたくさんかまってね？　わたしは中山くんが思っている何倍も、寂しがりやなんだもの」

　……それにしても、こんなに信頼されていることに改めてびっくりする。

　そして、彼女自身も俺を慕っていることに、驚いているようだ。

「本当に、中山くんって不思議だわ……どうしてあなたの隣にいるとこんなに落ち着くのかしら？　それに、どうしてこんなに甘えん坊になっちゃうのかしら……中山くんの音がすっごく心地良くて、ついつい心が緩んじゃうの」

　どんな人間よりも『特別』に生まれた少女が、俺という人間に特別な感情を抱いている。

　その事実に、ちょっと前の俺なら『そんなことない』と否定していたかもしれない。

　でも今は、素直にその気持ちを受け取った。

「理由はなんでもいいよ。とにかく、俺は霜月さんがそう思ってくれて嬉しい」

「そう？　それなら、良かった」

　迷惑なんて、ありえない。

　普段は無表情な女の子なのに、俺の前でだけ無邪気な笑顔を見せてくれる。

　それが嬉しくないわけ、ないだろう──。





◆






　部屋には椅子が一つしかない。勉強机に付属しているもので、それには俺が座っていた。もちろん霜月さんに座ってもらおうとしたけれど、彼女はどうやらお気に入りの場所を見つけたようでそこから動かなかった。

「このお部屋にはモニターがないから、ゲームをするならリビング？　ゲーム機はわたしが持ってくるから、中山くんも一緒に遊びましょうね？」

　霜月さんはベッドの上に座って、枕を胸に抱きかかえながら、ずっとしゃべっている。

「ここってインターネットは繋がってる？　え、固定回線!?　我が家はママがゲーム反対派だから、ネットも繋いでくれなくて……ずっとソシャゲかオフラインゲームしかできなかったけど、ここでならオンラインの対戦ゲームができるわ！　すごい、わたし、水鉄砲でインクを撃つシューティングゲームがやりたくて──って、あれ？」

　いきなりのことである。

　俺の十倍くらい色々なことを語り続けていた霜月さんが、不意に動きを止めた。

　……いや、止まってないか。唯一、ほんのりと赤みを帯びた耳だけが、ぴくぴくと動いている。

　まるで、何か物音を感知したように。

「中山くんって、ひとりっこよね？　え、じゃあこの足音は、つまり……？」

　不意に、恨めしそうな視線が向けられる。

「ど、どういうこと？」

　ジトッとした視線の意味が分からずに困惑していたら、ようやく彼女の聞き取ったであろう『音』が俺にも届いた。

　聞こえてきたのは、階段を上がる足音。

「ただいまー」

　それと、血の繋がっていない妹の声だった。

「浮気だわ。恋人がいるなんて知らなかった……」

　同時に、霜月さんがふてくされたようにそっぽを向く。

　その発言で彼女が何を勘違いしているのか、ようやく分かった。

　耳がいい彼女は俺よりも早く梓の足音を察知して、しかもそれが女性特有のものだと判断したようだ。

　それで、こう思ったのかもしれない。

（霜月さんには梓のことを言っていないから……もしかして、梓が俺の『彼女』だと疑われてる!?）

　今日は珍しく梓が早めの時間帯に帰ってきた。

　彼女のことは言わないつもりだったのに、これでは打ち明けざるを得ないだろう。

「霜月さん、落ち着いて……ちゃんと紹介するからっ」

「うぅ……お友達に恋人がいると、こんなに心がモヤモヤするのね……」

　様子を見る限り、霜月さんは怒っているわけではないと思う。でも、目には大粒の涙が浮かんでいて、声も震えていたので、悲しんでいることは分かった。

　一刻も早く勘違いを解いてあげて、元の霜月さんに戻ってほしい。

「梓、ちょっといいか？」

　扉を開けて、部屋に入ろうとしていた梓に声をかける。

　すると、黒髪ツインテールを揺らして、小さな少女がこっちを振り向いた。

　いきなりだったからなのか、ビー玉みたいに目を丸くしている。

「え？　あ、うん……別にいいけど、どうかした？」

　しかし、その目はちゃんと俺を見ている。

　竜崎と出会って以降、恋に浮かれた梓は家で話しかけたとしても上の空だったのに、今日はどこか冷静に見えた。

　まぁ、普段ならこの時間帯は竜崎の家で遊んでいるわけだし……帰ってきたのは何か理由があるのかもしれない。

　それも気になるけど、しかし今は霜月さんの誤解を解くのが優先だ。

「友達が部屋に来てるんだ……梓のこと、紹介してもいいかな？」

「おにーちゃんの友達？　珍しいね……いいよ、分かった」

　俺の言葉に首を傾かしげながらも梓は了承してくれた。

　数歩歩いて、こちらの部屋を覗き込む梓。

「どうもー……って、ウソっ。なんで霜月さんがここにいるのっ？」

　それから、霜月さんの存在に今度は目を点にして分かりやすくびっくりしていた。

「お、おにーちゃんのお友達にしては、意外だねっ」

「……クラスメイトの中山梓さんだわ。そうだったのねっ……中山くんは、わたしを差し置いてこんなかわいい子を引っかけていたの？」

　梓が現れた途端、霜月さんは一気に声が小さくなる。

　人見知りが発動しているのかもしれない。しかし、それでも無口にならないでボソボソと呟いているのは、やっぱりこの状況に思うところがあるからだろう。

「え？　き、聞こえないよ……なんて言ってるの？」

　部屋の入口にいる梓には霜月さんの声が届いていないようだ。

「別に変なことは言ってない。ただ、びっくりしたって言ってる」

　通訳……というか意訳してあげながら、頭の中でどうしたらいいかを考えてみる。

　とにかく俺と梓が普通の義兄妹だと説明するしかないんだけど。

　でも、気付かないかなぁ。同じ家にいて、しかも同じ苗字で、呼び方も『おにーちゃん』なんだから、つまりそういうことなのに。

「霜月さん、落ち着いて……梓は義理の妹なんだ。血は繋がってないから年齢と学年は同じだけど、家族だよ」

「ぎ、義理の妹!?　なによ、その羨ましい関係性は……つまり彼女ってことなのね？」

　関係性を打ち明けても誤解はまだ継続している。

　確かに、ライトノベルとかだと義妹もヒロインの範囲内に入っているけど……俺と梓はそういう関係性じゃない。

「ねぇ、おにーちゃん。霜月さん、なんて言ってるの？」

　梓もこちらの会話が気になっているらしい。

　こうなってくると、霜月さんは俺だけの言葉で納得してくれないような気がした。

　なので、梓からもちゃんと説明してもらうために、霜月さんの懸念を教えることに。

「同級生なのに同じ家にいるなんて、付き合ってるんじゃないか？って思ってるらしい」

「えぇ……違うよ？　梓、別におにーちゃんの彼女じゃないよ？　ただの家族だもん」

「……え、本当に？」

　梓の言葉で、霜月さんもようやく自分の勘違いを自覚したらしい。

「た、確かに、二人ともなんだか冷たい音がするわ……え、じゃあ、本当にただの義理の兄妹なの？」

「うん、さっきからそう言ってる」

　苦笑しながら頷く。

　霜月さんは感受性が強いから、俺がウソをついていないことも察知しているだろう。

「……し、しにたいっ」

　爆発するんじゃないかっていうくらい顔を真っ赤にしたかと思えば、今度は抱きかかえていた枕で顔を隠した。

「ごめんなさい、失礼しました！」

　勘違いしたことがあまりにも恥ずかしかったのか、霜月さんは顔を枕に押し付けたまま立ち上がり、そのまま部屋を飛び出していく。

　梓の横を足早に通り抜けて、そのまま階段を下っていった。

「ま、前をちゃんと見て！　転ばないように！」

　慌てて後ろから追いかけると、玄関の方で彼女に追いついた。

「見ないで！　今、見られちゃったら恥ずかしすぎて死んじゃうわ」

　なおも枕で顔を隠したままである。そのせいで声もくぐもっていた。

「顔は見せなくていいよ。でも、帰るんだったらちゃんと送っていく。お金もないんだったら、バスにも乗れないだろうし……そもそもバスに乗れるかも、ちょっと不安だし」

「そ、そこまでポンコツじゃないもん！」

　いやいや。俺としては心配なので見送りたかった。

　しかし、彼女は問題ないと首……じゃない。枕を横に振る。

「大丈夫、ママに電話して車で来てもらうわ」

　……まぁ、親に電話するのなら大丈夫か。

「じゃあね、中山くん！　また明日もここに来るからね？　でも今日はバイバイ！」
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　靴を履いて、逃げるように霜月さんは扉から出ていく。

「あ、枕……」

　さすがに外に出る前に枕を返してもらえると思ったのに、霜月さんはそのまま持ち出してしまった。

　今日の夜は、霜月さんのせいで少しだけ寝つきが悪くなるかもしれない──。





◆






「おにーちゃんって、霜月さんと交流があったんだね」

　部屋に戻ると、まだ梓が残っていた。こちらの事情が気になっていたのだろうか。

　俺に興味を示すなんて、随分と久しぶりかもしれない。

「そういえば、お昼休みも一緒にいたよね。あの時もびっくりしたなぁ」

「うん……おととい友達になったんだ。それで、昼休みも一緒にごはんを食べてた」

「ふーん。そういうことだったんだ」

　椅子は梓が座っていたので、立ったまま言葉を返す。

　しかし、約二カ月ぶりとなる兄妹の会話は、前と比べてかなりぎこちなかった。

「「…………」」

　すぐに沈黙が訪れて微妙な空気が漂い始める。

　早めに会話を打ち切ってあげた方が、梓も気を遣わなくて済むかもしれない……そう考えたころに、ふと梓がこんなことを呟いた。

「このこと、龍馬おにーちゃんは知ってるのかなぁ」

　──盲点だった。

　いや、むしろどうして気付かなかったのだろう。

　現状、竜崎は霜月さんに熱を上げており、梓たちサブヒロインがいくらアプローチしてもなびかないような状況なのだ。

　そんな停滞した状況で、霜月さんが竜崎以外の異性と仲が良いのである。

　梓の立場からすると『絶好のチャンスだ』と捉えて、このことを竜崎に伝えてもおかしくなかった。

　俺と霜月さんの仲がいいことを知って、竜崎が諦めるのならそれでいい。

　でも、あいつなら諦めない気がする。むしろ、逆境に燃えて、更に霜月さんに関わっていく可能性がある。

　それだけはどうしても阻止しなければならない。

「ごめん、梓……俺と霜月さんのことは、内緒にしてくれないか？　どうしても、竜崎に知られるわけにはいかないんだっ」

　だから俺は、梓に懇願した。

　失敗はもう取り返せない。梓は俺たちの関係性を知ってしまったのだから、後はもう彼女に秘密にしてもらうことを約束してもらうしかないのだ。

「頼むっ。どうか、お願いだから……」

　あまりにも必死だったからだろうか。

　無意識に梓に詰め寄っていて、しかもその両肩を掴んでいた。

「お、おにーちゃん？　落ち着いて……なんでそんなに動揺してるの？」

　梓も俺の態度に困惑していた。でも、その理由を詳しく教えるのは難しいだろう。

　だって、竜崎の異常性は梓に理解できない。

　あいつに惚れている当事者なのだから、当たり前である。

「ごめん。何も言わずに、どうか……頼む」

　ただただ頭を下げ続ける。

　……正直なところ、梓がお願いを聞き入れてくれるのは難しい気がしていた。

　梓にとっては、大好きな男子に近づく大きなチャンスなのだから。

　だけど、

「──うん、分かった。じゃあ、秘密にしておく」

　想定していたよりも、あっけなく。

　拍子抜けするくらいあっさりと梓は首を縦に振ってくれた。

　こんなに簡単に俺のお願いを聞き入れてくれるとは思わなかったので、今度はこちらが戸惑ったくらいである。

「事情はよく分かんないけど……おにーちゃんがそうしてほしいなら、そうする」

「……いいのか？」

「大丈夫だよ？　むしろ、おにーちゃんがそんなに申し訳なさそうにする方が、意味わかんないや」

　そう言って梓は小さく微ほほ笑えむ。

　久しぶりに見た、梓らしい人懐っこい笑顔だった。

「別に、霜月さんのことを言っても、言わなくても、梓のやることは変わんないもん。一生懸命、龍馬おにーちゃんに好きになってもらうためにがんばる──ただ、それだけ」

　その言葉からは信念を感じた。

　……もしかしたら俺は、梓の恋を軽んじていたのかもしれない。

　これは憶測にすぎないのだけれど。

　たとえば、俺と霜月さんのことを竜崎に伝えたとしよう。それで竜崎が落ち込み、梓がその隙に乗じて関係性を進めたとして……だけど、そんなやり方で付き合えても、梓はあまり嬉しくないのかもしれない。

　そう思ってしまうくらい、梓は正々堂々と竜崎にアタックしている。

　だから、勘違いしていた自分を恥じて、反省した。

「ごめん」

「んー……なんで謝ってるの？　おにーちゃんはほんと、分かりにくいね。昔からずっと、おにーちゃんのことはよく分かんないなぁ」

　そう言いながら、梓は肩に置かれた俺の手をそっと外す。

　話はこれで終わり、と言わんばかりに。

「じゃあ、部屋に戻るね……梓もがんばるから、おにーちゃんもがんばって」

　最後にそう口にして、彼女は部屋を出て行った。

（……やっぱり、俺と霜月さんの間で何かがあるのは、察しているんだろうなぁ）

　なんとなくそんな気がする。

　でも、気付いていないふりをして、俺たちを見逃してくれたのかもしれない。

　そんな義妹の優しさに感謝した。

「ありがとう……梓も、がんばれ」

　もう聞こえていないのは分かっているのに、思わず口に出してしまう。

　俺からもちゃんと応援の言葉を送りかったのだ。

　本当は応援だけじゃなくて、手も貸してあげたい。でも、竜崎龍馬のラブコメには介入できる力がないから、見守ることしかできずにいる。

　無力でごめん。だけど、今でもずっと梓の幸せを願っているよ──。





◇






　兄の部屋から出る。扉をきちんと閉めたことを確認して、しかし梓はしばらくその場から動くことができずにいた。

（おにーちゃんは、怒ってないんだ……）
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　久しぶりに兄と会話をした。

　しかし彼は相変わらず優しくて……それがすごく不思議だった。

『おにーちゃんは、理想のおにーちゃんじゃないのかなぁ。梓の探していた本物のおにーちゃんは……龍馬おにーちゃんかもしれない』

　高校の入学式、竜崎龍馬と出会った後のこと。

　家に帰って、梓は思わずそんなことを言ってしまった。

　彼女はその時のことをよく覚えている。

　言った直後に、普段はあまり感情を見せない幸太郎が辛そうにしていたことも、忘れられなかった。

（あんなに酷いことを言ったのに……今でも『おにーちゃん』でいてくれるんだ）

　もう嫌われていてもおかしくないと思っていた。

　家の中で話しかけられずにいたのも、幸太郎がイヤがると思っていたからである。

　でもそれは梓の思い違いだった。

「ありがとう……梓も、がんばれ」

　不意に部屋の中から、やけに大きめの呟き声が聞こえてくる。

「っ……」

　最初、幸太郎は梓がまだ扉の前にいるのが分かっているのかと思って、驚いてしまった。

（どうしよう？　何か、返答した方がいいのかな？）

　兄の部屋に戻れば、また優しい言葉をかけてくれるかもしれない。

（昔みたいに……おにーちゃんが甘やかしてくれるかなぁ）

　ふと、過去が恋しくなる。

　また、前みたいに戻りたいと思った直後、しかし彼女は自分を恥じた。

（──そんな都合がいいこと、したらダメっ）

　ドアノブを回そうとしていた左手を、右手で強引に制する。

　しばらく待っても幸太郎は出てこない。なので、さっきの一言は梓に向けられたものではなく、やっぱり単なる独り言だった。

　そのことを確認してから、梓は足早に自分の部屋へと戻っていった。

（おにーちゃんの優しさに甘えるなんて卑怯だよっ）

　ベッドに飛び込んで目をギュッと閉じる。

　弱い自分に気付いて、不意に泣きそうになってしまった。

（龍馬おにーちゃんとうまくいってないからって、こんなのずるいよね）

　いつもなら、この時間帯は龍馬の家で遊んでいた。昨日もそうだった。でも、楽しめなかった。

　さらに今日は龍馬と顔を合わせる勇気が出なくて、久しぶりに学校から家にそのまま帰ってきたのである。

（告白……失敗しちゃったからなぁ）

　昨日の昼休み。幸太郎としほに遭遇したあの時、何事もなければ梓は龍馬に告白しようとしていたが、結局うまくいかなかった。

　そのせいで少なからず落ち込んでいたのである。

（そういえば、あの時もおにーちゃんは助けようとしてくれてたっけ）

　それから思い出したのは、またしても兄の優しさだった。

　しほが体調を悪そうにしていて、介抱のために梓が付き添うように龍馬から指示をされた。その時、幸太郎はこんなことを言っていた。

『ちょっと待て。竜崎、彼女と何か話をするんじゃなかったのか？　霜月さんは俺が保健室に連れていくから、話だけでも聞いてあげてくれ』

　止めようとしていた。明らかに、梓と龍馬を二人きりにしようとしていた。

（おにーちゃんはたぶん、梓のことを助けようとしてくれてた……よね？）

　幸太郎は梓が告白しようとしていることを察していたように見えたのだ。

（こんな妹を、助けようとしてくれるなんて……）

　結局、告白はできなかった。

　しかし、そんな幸太郎の優しさに梓は少しだけ救われたのだ。

（せめて、おにーちゃんの邪魔はしないよ）

　感謝している。だから、幸太郎の恋路を遮るようなことはしないと、梓は決意した。

（霜月さんとのこと、龍馬おにーちゃんに伝えるのも……考えたけど、やっぱりそんな卑怯なことはしたくない）

　考えなかったと言えばウソになる。二人の仲を龍馬に伝えたら、梓の恋路が楽になる可能性があることだって、ちゃんと分かっている。

　でも、わざと知らないふりをして、幸太郎としほのことを心にしまい込んだ。

（ごめんね、おにーちゃん）

　これは、彼女なりの贖しょく罪ざい。

（なんで梓は……あんなに酷いこと言っちゃったのかなぁ）

　いくら竜崎龍馬が、亡くなってしまった実兄に似ているからといって、幸太郎のことが嫌いになったわけではない。

　むしろ『おにーちゃん』で在ろうと努力していた幸太郎に、感謝もしていた。

　しかし、龍馬と出会ってから梓は自分が制御できなくなったのである。

（なんでこんなに龍馬おにーちゃんのこと、好きになっちゃったんだろう？）

　周囲が何も見えなくなるくらい、梓は龍馬に夢中になった。

　理由は本人でさえも分からない。何か見えない力で引き付けられたみたいに、梓は龍馬に恋をした。そのせいで、龍馬と幸太郎を比較してしまって、挙句の果てには傷つけるようなことまで言ってしまったのである。

（自分が自分じゃないみたい……）

　彼女も自らの異変に気付いている。

　でも、だからっておかしくなった自分を元に戻すことはできなかった。

（これが、恋するってことなのかなぁ）

　どんなことよりも、龍馬を優先していた。

　だから、家族を傷つけてでも龍馬を肯定してしまうのだ。

（初恋だもん。また明日からがんばらないとっ……やっぱり梓は、龍馬おにーちゃんのこと、大好きだから）

　もう彼女は後戻りできない。竜崎龍馬という主人公の毒に冒されてしまった。

　まるで、麻薬のように。

　中山梓は、竜崎龍馬に依存してしまっているのである──。
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　五月末の中間テストまで残り十日を切った。

　真面目な生徒ならテストに備えて勉強に集中する時期でもある。

「学校のお勉強なんて将来の役に立たないわ」

　でも、霜しも月つきさんはシャーペンを放り投げてスマホでゲームをしていた。

「つまりね、お勉強なんてしたところで無意味なの。だからわたしはおウマちゃんを育成するわ。同じ無意味な時間なら、楽しい方がマシだものね」

　ポチポチと画面をタッチしている霜月さん。

　時折頭を振って前髪を払う仕草がやけに様になっていて、油断するとついつい見み惚とれてしまう。

　これで文学作品でも読んでいたら画えになるんだろうけどなぁ。

「えぇ!?　確率３パーセントのトレーニングで失敗!?　ゴミ乱数ね、ふざけてるわ……あぁ、勝手にやる気下げないでっ。練習下手にもならないでー！」

「……そろそろ勉強しよっか」

　熱くなっているところ悪いけど、さすがに一時間の休憩はちょっと長い気がした。

　場所は俺の自宅。大きめのテーブルがあるリビングで、二人で向かい合って教科書を広げていた。

　前に約束したとおり、数日前からテストに備えて勉強している。しかし霜月さんはなかなかの気まぐれで、暇さえあればすぐにスマホで遊んでしまうのだ。

「勉強ならしてるわ」

「その割にはスマホばかり見てるようだけど？」

「当然よ。強いおウマちゃんを育成するために攻略サイトを見て学んでるもの」

「そっちの勉強もいいけど、学校の勉強もがんばろうよ」

「やっ。わたし、おべんきょーきらい！」

　子供みたいに分かりやすくほっぺたを膨らませて、霜月さんはそっぽを向いた。

　霜月さんはいかにも「勉強くらいできますけど？」みたいな雰囲気を醸し出しているけど、意外に勉強は嫌いらしい。

　授業中に受けた小テストなどを見る限り、ちゃんと勉強しないと赤点を取りそうだ。

　一方、俺は勉強と読書しかやることがなかったおかげか、成績は中の上くらいである。教えられることもあると思う……しかし、今は勉強の気分じゃないようだ。

　まぁ、だてに放課後に毎日遊んでいないので、彼女のやる気の上げ方は分かっている。

「勉強をがんばったら、後でおやつ休憩にしよっか。今日はケーキがあるよ」

「ケーキ!?　も、モンブランとかある？　もしくはショートケーキでもタルトでもティラミスでも、何ならなんでもいいけれどっ」

「それは食べるときのお楽しみということで」

　この子は結構、欲望に忠実だ。

「べ、別に、甘い食べ物に釣られたわけではないのよ？　そんな、おやつに釣られるワンちゃんみたいに単純だとは思ってほしくないわ」

「はいはい、分かってるよ」

「本当に？　中なか山やまくん、わたしのことだらしない人間と思ってない？」

「大丈夫だから、気にしないで」

「大丈夫ってどういうことかしらっ。だらしない人間とは思っているの!?　それなら誤解なんだからねっ。わたしのこと、嫌いになったりしないでね？」

　今更強がらなくても、霜月さんがだらしない人間だというのは知っている。

　むしろ、完璧な見た目とのギャップが、親近感を感じさせてくれた。

　もちろん嫌いになることもありえない。

「どこか分からないところある？」

「……全部」

「じゃあ、最初から一緒に解いてみようか。分からなかったら遠慮しないで聞いていいよ。ちゃんと答えるから」

「い、いいの？　ごめんね、中山くん……」

「いやいや。霜月さんに教えるのは、俺の復習にもなってるから」

「そう？　だったら、いいけれど。でも、ありがとう……中山くんって本当に素敵だわ。わたしに気を遣わせないためにそんなことを言ってくれるし、しかも覚えの悪いダメ人間でも見捨てないでいてくれるものね。お友達として鼻が高いわ」

　そう言われると、少し照れくさい。

　でも……言葉にしなくても俺の気持ちは霜月さんに伝わっている。自分の感情を言葉にするのが苦手なので、それがすごく嬉しかった。

「あ、ありがとう。そう言ってくれたら、俺もやる気が出るよ。何時間でも付き合うから、一緒にがんばろう」

「え？　あ、じゃあ今のなしっ。お勉強時間はなるべく短くていいんだからねっ。あ、でも、長時間だらだら勉強するのはなんだかお友達っぽくて素敵かも？」

　──そんなやり取りを交わしながら、二人で勉強をしていた。

　数日前から始まった勉強会は思ったよりも充実している。勉強嫌いの霜月さんも、なんだかんだ俺と一緒にがんばっていた。

　この調子なら赤点も回避できそうな気がする。

（梓あずさも、約束通り俺たちの関係を秘密にしてくれているし……おかげで竜りゅう崎ざきも大人しいから、霜月さんも元気そうだなぁ）

　ここのところ平穏な毎日を過ごしている。

　教室では俺と霜月さんはほとんど会話をしない。だからなのか、竜崎も俺に対する警戒を薄めていた。

　あいつとの会話もほとんどなくなっている。せいぜい、朝の挨拶くらいだ。

　一応、昼休みは霜月さんと人目につかない校舎裏で昼食を食べているのだけど、竜崎はそれに気付いていなそうだ。

　前に俺が『野球部の花はな岸ぎしと屋上で食べる』と言ったので、それが今でも継続していると思っているのかもしれない。

「……こうかなぁ？　ねぇ、中山くん。これであってる？」

「お、すごい。正解だよ」

「本当!?　良かった……嬉しいわ」

　褒めてあげると、霜月さんは素直に喜びを表現する。

　満面の笑みを浮かべて体を揺らす彼女を見ているのは楽しかった。

　ともすれば、退屈と表現していいくらいに何もイベントの起きない穏やかな日々。

（そんな日々がずっと続けばいいのに）

　そう思うと同時に、嵐の前の静けさのようでもあって、少し怖くもあった。

　大きなイベントが起こる直前ほど物語には停滞が生じるものだから。

　何事もなければいいんだけど──。





☆






　彼女がこんなに勉強したのは受験以来だった。

（入学したらもう勉強なんてしないと思ってたのにっ）

　数学の試験用紙とにらめっこしながら、ふと真剣に問題と向き合っている自分を客観視して、思わず苦笑してしまう。

（がんばるなんて、わたしらしくないわ）

　楽しいことしかやりたくない。

　我慢とか、忍耐とか、努力とか、根性とか、そういう精神論がしほは苦手である。

　でも、なんだかんだがんばったおかげで、いつもよりも試験の感触は良かった。

（あ、ここ……中山くんに教えてもらったところね）

　数学の問題を解きながら、ふと友人のことを思い出す。

（こんな感じでいいかしら。よしよし、これなら中山くんに褒めてもらえるかも？）

　答案用紙にはまだまだ空白もあったが、自分にしてはがんばった方なので、まだ時間もあるのに彼女はシャーペンを置いた。

（ふぅ……よーし、試験が終わったら中山くんとお疲れパーティーでもしようかしら？）

　放課後のことを妄想してつい頬が緩みそうになる。

　それくらいしほは幸こう太た郎ろうのことを気に入っていたのだ。

（本当に……不思議な人ね）

　最近、暇さえあれば彼のことを考えている。

（どうして中山くんだけは緊張しないのかしら？）

　他人がいると体がすくむのは小学生のころからのクセだった。

　その例外になった幸太郎は、しほにとって『異質』な存在である。

（なんで彼は、わたしに対してすごく穏やかでいられるのかしら？）

　良くも悪くも、生まれつき容姿が整っていた彼女にとって、他人とは恐怖の対象となることも多かった。

　異性からは下心を、同性からは嫉妬を向けられ続けた。

　生まれつき聴覚が鋭いこともあり、感受性の高いしほは他者の悪い感情をイヤでも読み取ってしまう。それが辛くて、他人を避け続けて生きてきたのだが……その弊害で、今では重度の人見知りになってしまった。

　彼女が自然体でいられるのは母親と父親の前でだけである。

　でも、幸太郎には意図せずして無防備になってしまう。

（中山くんからは危険な音がまったく聞こえないわ）

　下心とか、悪意とか、欲望とか、そういう気配が幸太郎にはない。

　だからついつい心を開いてしまう。本当の自分をさらけ出してしまう。防御という概念を忘れて、ただの『霜月しほ』になれてしまう。

（うーん、でも……それって、やっぱりおかしいかも）

　いや、違う。

　穏やかだから。危険じゃないから。緊張しないから──そんな理由だけでこんなに気になってしまうことを、しほは不可解だと断じた。

（中山くんは、わたしにとって……もっともっと『特別』だもの）

　彼のことを考えていたせいか、無意識に幸太郎の方に視線を向けていた。

　しほの席は窓際後尾から二列目で、幸太郎の席は廊下側最後尾である。

　視線に気付かれない程度には離れているのだが、しかし幸太郎と目が合った。

（あら？　中山くんも解き終わったのかしら？）

　シャーペンを置いてこっちを見ている彼は、しほの視線にほんの少し表情を緩めた。

　それから、幸太郎は不意に唇を動かした。

　もちろんテスト中なので音は出ていない。誰にも聞こえないし、もしかしたら幸太郎も伝わるとは思っていなかったのかもしれない。

　だが、聴覚の鋭いしほは、漏れ出る吐息と唇の動きから、幸太郎の言いたいことを読み取った。

（えっと……『がんばれ』って言ってる？）

　テスト中でも、ずっと気にかけてくれていた。

　というか、よくよく思い返してみると、幸太郎はしほが見るとすぐに視線に気づき、目が合った。それは即ち、彼がずっと自分のことを意識していた、とも考えられるだろう。

（テスト中も応援してくれてる……！）

　親身になって、しほの努力が実ることを願っている。

　こんなに他人のことを一番に考えてくれる人間を、しほは知らなかった。

（うぅ、中山くんはやっぱり変だわ）

　ふと、ほっぺたが熱くなっていることを自覚する。

（バカ。不意打ちで嬉しいことしないで……て、照れちゃうじゃない！）
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　内心で文句を言いながらも、幸太郎を見ていられなくなって、しほは俯いてしまう。

　そのせいでまた答案用紙と向き合うことになった。

　そして今度はなんだか空白が無性に気になってしまって、彼女はシャーペンをもう一度手に取った。

（……もうちょっとだけ、がんばってみようかなぁ）

　幸太郎のエールがしほの背中を押してくれる。

　今までずっと、何もしたくないと思っていた。

　どうせ他人とは上手く接することができないし、がんばったところで無意味だと感じていたのだ。

　でも、今は違う。

　幸太郎が褒めてくれる。認めてくれる。かまってくれる。遊んでくれる。一緒にいてくれるし、しほのことを思ってくれる。

　だから、ついつい彼女はがんばってしまったのだ。

（どうせなら、すごい点数を取って中山くんをびっくりさせてやるんだからっ）

　内心で彼の驚く顔を想像して、更にやる気を燃やす。

　結局、しほは時間いっぱい使って問題と向き合った。

　その成果もあって、テストの点数は──見事に幸太郎の想像を超えたものだった。




（72点!?　す、すごい！　やっぱりわたしはやればできる子だわ！）




　数日後、返ってきた答案用紙には平均点を少しだけ上回る点数が書かれていた。

　その点数を見てしまうと、しほはもう我慢ができなかった。

　一応、学校では幸太郎となるべく話さないという約束を交わしている。

　しかし、そんなことはすっかり忘れていて、とにかく『見せたい！』と直情的に思ってしまったのである。

　テストを返された後、休み時間になるとすぐに彼女は幸太郎の席に向かっていった。

　人の気配があるので大きな声を出すことはやっぱりできない。だから、彼のすぐ後ろに回り込んでから、小さな声で呼びかけた。

「中山くん、こっち見て？」

　トントン、と肩を軽く叩く。

　そうすると、幸太郎は予想していなかったのか、驚いたような顔でこっちを振り向いた。

　すかさず答案用紙を見せつけるしほ。

「し、霜月さん？　学校ではあまり話さない方が……って、72点!?」

　最初は注意しようとしていたのかもしれない。

　だけど、しほの点数に幸太郎もびっくりしたようで、目を丸くしていた。

　おかげで約束のことも頭から吹き飛んでしまったらしい。

「おめでとうっ。すごい……！　てっきり赤点かと思ってた」

「そ、そんなにバカじゃないもん！　でも、わたしもびっくりしたわ」

「うん、よくがんばったよ」

　笑いながら幸太郎が褒めてくれる。

　つられてしほも笑っていた。

「あははっ」

　無意識に自分の手で頭に触れてしまう。最近、幸太郎と話している時のクセが出ていた。

　褒められると、ついつい頭がウズウズしてくるのだ。

（撫でてほしいなぁ──って、そんな恥ずかしいことお願いできるわけないわ……！）

　心の中で、どんどん幸太郎の存在が大きくなっていく。

　褒められるだけでは物足りないと、そう感じている。

　それくらい、しほにとって幸太郎は『特別』なのだ。

（でも、いつか……！）

　もっともっと、幸太郎と仲良くなった未来を妄想する。

　そんな未来が待ち遠しいと思えるくらい、しほは幸太郎に夢中だった。

　時間が進むたびに、二人の関係も深まっていく。

　しかしそれは、ストーリーが進行していることと同義でもあることを忘れてはならない。

　幸太郎もしほも、彼の存在が頭から抜け落ちていた。

　この物語は誰のものであるのか。

　主人公様を差し置いて、脇役ごときがメインヒロインと仲良くなる禁忌とその代償を……次に二人は味わうことになるのだ。

　平穏パートもそろそろ終わりを告げようとしていた──。
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　珍しく教室で霜月さんが話しかけてきたかと思ったら、数学のテストですごい点数を取っていた。クラスの平均が70点ちょうどだったので、それよりも２点上回っている。

「帰ったらお祝いしましょうねっ。なんてったって、72点だもの！」

　小声ではあるけれど、霜月さんもテンションが上がっているみたいだ。

　今だけは周囲の視線もいつもより気にしていないように見える。

「わたしって本当にやればできる子だわ……そうだ、ママにも自慢しなくちゃ！　ちょっとお電話してくるね！」

　そう言って霜月さんは教室を出て行った。

　今日の授業は残すところあと一つだけ。すぐに放課後はやってくる。

（えっと、まずは帰宅して荷物を置いてから買い物に出かけて……って、あれ？）

　頭の中で予定を立てていると、ふと教室が静まり返っていることに気付いた。

　短いとはいえ、今は休み時間である。普段なら騒がしいのに、みんな動きを止めてこっちを見ている。

　普段、地味な俺が見られることなんてほとんどないので、その視線がやけに引っかかった。

　なんだかイヤな予感がする。

　そんなことを思った時、前の席の花岸がこちらを振り向いて話しかけてきた。

「中山……お前、いつの間に霜月と仲良くなったんだ？」

　そう言われて、ようやく気付いた。

（──まずい。俺と霜月さんが話していたから、目立っていたのか!?）

　懸念していたことではあった。

　俺のような冴えない男子生徒が、霜月さんのような高嶺の花とオシャベリをしていたら、やっぱり不自然だったのだろう。

　浮かれていた。そのことが頭から抜け落ちていた。

「やけに親しそうだったけど、いったいどういう関係なんだよ」

　恐らく、花岸の問いはクラスメイトたちの思いを代弁している。

　みんな、俺と霜月さんの関係性に困惑していた。

「いや、別に……普通だけど」

「普通？　そんなわけないだろ。普段は無表情の霜月が笑ってたんだぞ？」

　やっぱり見られていた。

　しかも俺と霜月さんの関係は周囲から見てもかなり異質に感じたみたいだ。

「あんなにかわいい子と仲良くなるなんて、中山もなかなかやるじゃん。いいなぁ、俺もいつかああいう人と付き合いたい」

「付き合ってなんかないよ」

「そうなのか？　ふーん、じゃあ勘違いだな。すまん」

　花岸はあっさりした性格をしている。

　だから、俺があまり話したくなさそうにしていることを察して、すぐに話題を打ち切ってくれた。

　それはすごくありがたい。でも……気にするべきことは、もっと他にある。

（竜崎にも、見られていたよな？）

　恐る恐る、あいつの席に視線を向ける。

　運が良ければ見られていないかもしれない。そのわずかな可能性に賭けた。

（──そんなわけないか）

　淡い期待は、こちらを睨んでいる竜崎を見てすぐにしぼんで消えた。

　普段は鈍感そうな竜崎でも、こうも目立っていては気付かないわけがない──。
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　授業が終わると、霜月さんはすぐに俺のところにやってきた。

　先程と同じように霜月さんは俺の耳元に顔を近づけて、小さな声で話しかけてくる。

「中山くん、今日はちょっとお家に帰ってママからお小遣いをもらってくるわ。高得点を取っちゃったからいっぱいおねだりしようかしら？」

　霜月さんはまだ浮かれているようだ。それは微ほほ笑えましいけれど、心の底から笑えないのは、竜崎のことが引っかかっているからだろう。

「あら？　中山くんったら、何をそんなに心配そうにしているの？」

　そして、感受性が鋭い霜月さんは俺の異変にも気付いていた。

　ただ、何を思い詰めているかまでは分からなかったようで。

「あ、もしかして……わたしがちゃんとバスに乗れるかどうか気になっているのかしら？　大丈夫よ、わたしは数学で72点を取った天才なのよ？　バスの乗り方くらい覚えているに決まってるじゃない」

　少しズレたことを胸を張りながら言っていた。

　もちろんその心配はしていない……こともないけれど、もっと大きな不安があるので、バスの乗り方に関しては彼女の言葉を信じよう。

「じゃあ、中山くんのお家で合流しましょうか。また後で！」

　手を振って霜月さんは足早に教室から去っていく。

　はしゃいでいるのか、その足取りは軽い。羽が生えているようにふわふわしていた。

　対して、俺の体は鉛のように重たい。

　この直後のことを考えて憂鬱になっていたのである。

「中なか川がわ、ちょっといいか？」

　ほら、そろそろくると思っていた。

　休み時間は時間が少なかったおかげか見逃してくれたけど、やっぱりすぐに帰してはくれないらしい。

（一応、切り替えておこうかな）

　もうごまかせる気はしないけど、小さな可能性を信じて自分の意識を『噛ませ犬のモブキャラ』に切り替えておく。

　──カチッ。

　頭の中でスイッチが入る。その時にはもう、いつもの自分は消えていた。

「い、いきなりどうしたんだ？　怖い顔してるけど……な、何かあったのか!?」

「ああ、何かがあったんだろうな……俺の知らないところで、何かが起きていたんだよ。それをお前はうまく利用して、しほと仲良くなったんだろ？」

　……やっぱり警戒されている。

　俺と霜月さんの関係性を目の当たりにして、竜崎は怒りをにじませていた。

「ちょっと付き合えよ。ここだと人が多すぎる……男同士の話をしようぜ」

　俺に選択権はないようだ。一方的に言い放ってから、竜崎は荒々しい足取りで教室を出ていく。

「おいおい、竜崎っ。いきなりどうしたんだ？　落ち着けって……あ、もしかしてテストの点数が悪かったのか!?　別に中間テストくらい気にしなくてもいいだろ！」

「そんなのはどうでもいいから、黙ってついてきてくれ」

「あ、ああ、うん。なんかごめん……怒ってるのか？　あんまり怖がらせないでくれよ。俺は真剣な空気とか、そういうの苦手なんだよ〜」

　キャラクターに合わせて能天気な言葉を並べながらついていくと、やってきたのは使われていない空き教室だった。物置として利用されているようで、中には余っている机や椅子などいろいろな備品が無造作に並べられている。

「入れよ。誰もいないから、ここなら腹を割って話せる」

「ほこりっぽいなぁ。外がいいんじゃないか？」

「いいから、入ってくれ」

　──モブキャラに拒否権があると思うなよ？

　そう言わんばかりの威圧感に口角が上がった。

（やっぱりこいつは俺を下に見ているんだなぁ）

　まぁ、そう思われていたところで、今更怒りなんてないけど。

「しょうがないなぁ。手短にしてくれよ？　テストの後だから疲れてるんだよっ」

「じゃあ、単刀直入に聞くとしよう。しほに何をした？」

　さて、どう答えるのが適切なのか……こうなったら、なるべく穏便にしたい。

「何をした、って……テストの点数を聞いたんだ。そしたら、霜月さんはすごくいい点数だったみたいで、機嫌が良かったんだよ。だから、教えてくれたんだ」

　偶然を装う。

　俺程度の人間が彼女と話せたのはただの奇跡である、と説明を試みる。

「普段は話しかけても無視されるのに……いやぁ、運が良かったなぁ！」

「──はぐらかすなよ？」

　ただ、前みたいに竜崎は簡単じゃなかった。

「偶然話しただけなら、どうしてしほが笑っていたんだ？」

「はぁ？　それは、まぁ……テストで高得点取れたら誰だって笑うと思うけど？」

「その程度で？　そんなのありえない」

　霜月さんが笑ったのは、俺の説明では納得できないくらいの出来事らしい。

「あの子は感情を表現するのが苦手なんだよ。心を許した相手にしか笑えないんだ……俺だって、出会った時に一度しか笑いかけられたことはない。でも、俺にだけは笑ってくれたんだ。幼なじみで、特別な俺だからな……それなのに、お前に笑いかけるなんて、そんなの普通じゃない！」

　……竜崎にとって、中山幸太郎は対等な存在じゃない。

　だからこんなことが言えるのだろう。

『俺と同じようにお前が笑いかけられるなんてありえない』

　まったく、こいつは本当に……根っからの主人公様である。

　自分が霜月さんの特別であると、そう信じて疑っていなかった。

「つまりな……中川、お前の努力は実ったんだよ。しほは確かに素っ気なかったかもしれない。でも、何度も話しかけたお前を、あの子は信用しかけているんだ」

「え？　そ、そんなわけないだろっ！　だって、竜崎が見ていないところでは無視されてばっかりなんだぞ？」

「俺はしほの幼なじみだ。あの子のことなら、誰よりも理解している」

「そんなに分かり合っているのか!?」

　はぁ……俺らしくない過剰なリアクションをしていると、すごく疲れる。

　でも、ようやく話の全容が見えてきた。

（竜崎は、俺を認めている──のか？）

　会話を聞いている限り、竜崎は俺を糾弾している感じではない。

　てっきり、前みたいに怒りをぶつけられると思っていたのに。

「じゃあ、なんで怒ってるんだ？　怖いからもっと優しくしてくれよ……」

「別にお前に怒ってなんかねぇよ。俺は……俺に、怒ってるんだ」

　その問いを耳にした瞬間──背筋が凍った。

（まずい）

　もしかしたらそれは、モブキャラだからこそ知覚できたものかもしれない。

（竜崎が、覚悟を決めた）

　すごみを感じた。

　普段の竜崎は穏やかで、一見するとごくごく普通の男子高校生にしか見えない。でも、今のこいつからは、まるで霜月さんみたいな『特別さ』を感じたのである。

「今まで、俺は油断していた。しほは俺にしか理解できない女の子だとばかり思っていた。だって、顔はかわいいけど、難しい性格をしているからな……あの子は誰にも心を開かないと思っていたんだ」

　静かに、竜崎龍りょう馬まは語り出す。

　その穏やかな口調が逆に不気味だった。

「でも、幼なじみの俺だけは、誰よりも特別だと思っていた。他人と比べたらゆっくりだが、それでも着実にしほと関係を深めていけるはずだと思って、今まであの子にはあまり口出しをしなかった。でもそれは、間違っていたんだ」

「ど、どういうことだ……？　別に、竜崎は間違ってないだろ？　幼なじみなんだから、俺よりも霜月さんと親しいからな！」

　勘違いしたままでいろ。

　自分の思い込みが正しいと信じろ。

　そうじゃないと……困るんだ。

　強く願って、竜崎を肯定する言葉を並べる。

　でも、その甘い言葉を竜崎は笑い飛ばした。

「ははっ。お前もそう思っていたのか？　中川、でもそれは違うんだよ……お前を見て気付かされた。俺は、幼なじみという立場にあぐらをかいていただけで、何も努力しなかった。だから今、中川に出し抜かれてしまったんだ」

「出し抜いた？　俺が？　そ、そんなこと……っ」

「『そんなことない』なんて、言わせないぞ？　小賢しく負けている振りはやめろ。俺を油断させて、その隙にしほと更に仲良くなろうとしているな？　ずるいとは言わないが、なかなかやるじゃないか。中川、俺はお前を舐めていたよ」

　ダメだ。竜崎はもう、愚かなままではいてくれないようだ。

（くそっ。ハーレム主人公様の日常パートはもう終わりか……）

　主人公という生き物は、困難に直面してこそ覚醒する。その準備段階が今なのだ。

　ここから、竜崎龍馬は真の主人公へと姿を変えていく。

　格下の俺を認め、自分の弱さと向き合って受け入れたのだ。

「もう『幼なじみ』という関係で満足するのは終わりだ。一人の男として、しほにアタックする。もちろん『本気』で、な。中川……俺も、しほのことが好きなんだ」

　──ついに、言ってしまった。

　今まで曖昧にしていた感情を、竜崎龍馬という主人公が言葉にしたのである。

「今からお前は、友人じゃない──敵だ」

　明確な敵対意志も告げられてしまっては、噛ませ犬を演じても無意味だった。

「そ、そんな、敵だなんて……」

「とぼけても無意味だぞ。お前はまぎれもない敵だ……いや、ちょっと違うか。敵と書いて、ライバルと読む関係かもしれないな」

　そう言って、竜崎は俺に手を差し出してくる。

　二度目の握手は、俺に選択権を与えてくれずに強引に握られてしまった。

　もちろん、前よりも力強く。

　ともすれば、痛いほどの力で竜崎は俺の手を握りしめる。

「……ん？　お前、『中川』って名前じゃなかったのか」

　握手できるほどに接近したからだろう。胸元にある名前の刺繍が目に入ったようで、竜崎はようやく俺の名前を間違っていたことに気付いたらしい。

「中川じゃなくて『中山』だな。うん、覚えた……今度こそ、しっかりと」

　この時、初めて俺は竜崎龍馬に真の意味で認識されてしまったのである──。
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　物語が加速していく。

　これから、俺のようなモブキャラには追い付けない速度で、目まぐるしく状況が変わっていくことだろう。

　いや、現在進行形でもうすでに物語は進み始めていた。

「……そういえば」

　空き教室で竜崎と握手した後。

　一方的に語り終わってスッキリしたのか、何も言わずに帰ろうとしていた竜崎だが、ふと何かを思い出したように立ちどまった。

「来週には宿泊学習があるみたいだな」

　俺達の通う雪ゆき乃の白しろ高等学校では、一学年次に宿泊学習を行うことになっている。

　六月の上旬。入学から二カ月が経過するこのころ、中間テストを終えた生徒たちへのご褒美として毎年の恒例行事になっているらしい。

「中山、一緒のグループになろうぜ。もちろんしほも一緒に、な」

　……なるほど、そうきたか。

「どっちがしほに選ばれるのか、宿泊学習で白黒つけよう」

「つまり、霜月さんに告白するってことか？」

「そうだ」

　自信満々の態度で頷く竜崎。

（告白される相手がどんなことを思うのかなんて、関係ないんだな）

　正々堂々とした告白なら霜月さんは受け入れてくれると、そう思い込んでいるのだ。

『俺に告白されて喜ばない女子なんていない』

　竜崎がそう言っているようにも見えてしまって、なんだか怖かった。

　もし、霜月さんが竜崎に告白されたら──その未来を想定してみると、やっぱり身震いしそうになる。

　まず大前提として、霜月さんは竜崎のことを苦手としている。

　だから竜崎の気持ちを受け入れることはないはずだ。

　告白されたところで断って、それで終わりになる。

　ただし、大きな問題がある。

　それは、霜月さんが極度の『人見知り』であることだ。

（彼女が自分の気持ちをちゃんと言葉にできるのか？）

　竜崎はきっと、振られたらその理由を求めるはず。あいつはそんなに簡単に諦めるような男じゃない。

　だって、主人公として生まれた人間なのである。

　諦めの悪さは折り紙付きだろう。

　それこそ、『振られたのはしほが俺のことをまだ知っていないだけだ！』なんて思考になって、より霜月さんにアプローチするかもしれない。

　そうなることが怖いから今まで噛ませ犬を演じていたのに。

（油断した……くそっ、俺のミスだ）

　認識されてしまった。

　敵として認められてしまった。

　その危機感が竜崎龍馬を主人公として成長させてしまったのである。

（俺がなんとかしないと）

　俺みたいな何もない地味な人間と友達になってくれて、嬉しかった。

　感謝していた。恩も感じている。代わりに何か返してあげたいけれど、俺には何もないから、せめて霜月さんに迷惑をかけたくないと思っていた。

（もっと警戒していたら……教室内では話さないというルールを徹底していたら……！）

　いや、後悔しても遅い。

　今はとにかく、竜崎の物語を阻止しなければ。

「……おい、どうした？　急にぼんやりして」

　竜崎も急に考え込んだ俺を見て困惑していた。キャラクターに似合わないことをしたからだろう。

「い、いや、びっくりしちゃってさ。そんな、告白するとかいきなり言うなよっ」

　なんとかごまかしながらも、思考を巡らせる。

　でも、頭の中には霧のようなものがかかっていて、うまく考えをまとめられなかった。

　そのせいだろうか。

　今の俺は、いつもより様子がおかしくなっていた。

「告白って……いやいや、まだ早いって。今はまだ、もうちょっと……時間をかけて、ちゃんと仲良くならないと、意味がないというかっ」

　冷静だったら、もっとうまくやれていたはずなのに。

『勘弁してくれよ〜。竜崎に本気を出されたら勝ち目なんてないんだ！　頼む、手加減してくれ！　どうかこの通り！』

　情けなくそう言って、土下座でもしてみせれば、もうちょっと竜崎は俺のことを舐めてくれていたかもしれない。しかし、今の発言には俺の本音も少し交じっていて、それが逆に警戒される要因となってしまった。

「まだ早い？　ちゃんと仲良くなってから？　はは、そうだな……もうちょっと時間をかけたら、『ずっと一緒にいた』という俺のアドバンテージが弱くなるからな。だからこそ、今なんだよ」

　思考の鈍い俺とは対照的に、竜崎は冴えているようだ。

　痛いところを突かれてしまった。

　筋の通った理屈を語られては、反論のしようがなかった。

（──反論のしようが、ない？　いや、待て！　ここで抗わなかったら、手遅れになるぞ？　諦めるなよ……なんで俺は、自分を納得させた？）

　自分の独白は、あまりにも物分かりが良すぎて。

　なんだかそれが、竜崎の都合のいいように動かされている気がしてならなかった。

　というか、そもそもの話……卑屈と言っていいほどに慎重で臆病だった俺が、気を抜くなんておかしすぎる。

　中山幸太郎らしからぬミスは、竜崎龍馬という主人公の背中を押す『ご都合主義』によって発生した──と、そう説明された方が納得できるくらいに不自然なのだ。

　そう考えると同時に、言葉にできないような『強制力』を感じた。

（止めることなんて──できない）

　霜月さんのおかげで影を潜めていたネガティブな思考が、再び顔をのぞかせる。

（『モブキャラ』なんかには、どうしようもない）

　何を言っても、どう行動しようと、今の俺には何も変えることができない。

　だってもう、竜崎にとって都合がいいようにしか、動けなくなっている。

　そう考えてしまったせいで……不意に、抵抗の意思が消えてしまった。

「えっと……でも、だけどっ」

　次の言葉を探しても何も思い浮かばない。

　頭の中の霧が広がって、もう真っ白になってしまっていたのだ。

「……もう騙されねぇよ。中山、俺はお前を認めたって言っただろ？　手加減なんてしない。俺も本気で、しほと向き合う。だからお前も正々堂々と勝負しろ……これ以上、男らしくないズルなんてするなよ」

　ピシャリと俺の言い訳めいた言葉を切り捨てる竜崎。

　これ以上の会話は不要と判断したのか、今度こそ空き教室から出て行った。

　何も言わずに去っていく後ろ姿を見るのは、これで二度目である。

　そして、その背中は一度目よりも大きくて、遠かった。

「何も、できなかった……」

　身の程を思い知らされた気がした。

　やっぱり俺はモブキャラである。

　主人公にとって都合がいいようにしか動けない、物語の奴隷だった──。
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　霜月さんに合わせる顔がない。

　竜崎について、なんて言えばいいのか分からなかった。

　もっと最善の選択肢はあったはずなのに、それを選べなかった自分が不甲斐ない。

　失望していた。誰よりも、俺が……俺自身に、うんざりしていたのだ。

『おにーちゃんは、理想のおにーちゃんじゃないのかなぁ。梓の探していた本物のおにーちゃんは……龍馬おにーちゃんかもしれない』

『りゅーくんは、アタシの運命の人かもしれないっ。こーくんと一緒にいた時より、りゅーくんの方がドキドキするから』

『幸太郎さんには、もうわたくしなんて必要ないです。でも、龍馬さんには……わたくしみたいな人が、きっと必要ですから』

　高校の入学式。竜崎龍馬と出会った後、梓、キラリ、結ゆ月づきからこう言われた。

　しかも同じ日にである。やけに鮮明に覚えていて、一字一句ハッキリ思い出せた。

（あの時みたいに……また、疎遠になっちゃうのかなぁ）

　せっかく友達になれたのに。

　霜月さんも、情けない俺に対して失望してしまうのではないかと、怖かった。

　そんな暗いことを考えていたせいだろう。

　放課後に何をするのかを、すっかり忘れてしまっていた。

「──あ、中山くん！　やっと帰ってきたっ」

　バスから降りて帰宅すると、玄関の前に霜月さんが立っていた。俺に向かって手をブンブンと振っている。

（そうだ……そういえば今日は、パーティーをするんだ。ちゃんと、切り替えないと）

　勉強をがんばった霜月さんを労う時くらい、暗い顔をしたらダメだ。

　そう思って、俺はすぐに笑顔を作った。

「ごめん、ちょっと色々あって遅くなっちゃった」

「もう、中山くんったら……せっかく『数学で72点も取ったしほちゃんすごいすごいパーティー』を開催するのに、遅刻なんて許せないわ。罰としてわたしになでなでされながら顔を真っ赤にするという罰ゲームを──って、あら？」

　上機嫌に声を弾ませていた霜月さん。

　しかし途中で、彼女は唇を尖らせながら首を傾かしげた。

「んー？　なんだかおかしな音がするわ……聞いているこっちが泣きそうになるくらい、悲しい音ね」

　それから、小さな耳をピクピクと動かしながら、彼女は俺に体を寄せた。

　触れてはいないけど、その距離はわずか数センチしかない。

「またわたしがいないところで落ち込んでたの？」

「──え？」

　気付かれた。

　はしゃいでいて、テンションが上がっていたのに、近づいただけで霜月さんは俺の状態を把握したらしい。

「まったく、ダメな子ね」

　静かに、それでいて仕方ないと言わんばかりに肩をすくめる。

「しゃがんで？」

「……な、なんで？」

「いいから、しゃがみなさい」

「あ、うん。分かった」

　有無を言わせない態度だったので大人しく言う通りにすると、霜月さんは俺の頭をコツンと叩いた。

　もちろん、痛くはない。でも、その衝撃はやけに大きく響いた気がした。

「おバカさんね。わたしに隠し事するなんてナマイキだわ……反省しなさい。あと、安心していいからね？　何があったか知らないけれど、わたしはあなたの味方だもの」

　──まだ、何も言っていないのに。

　もうすでに、霜月さんは俺が一番言ってほしい言葉を口にしてくれていた。

「…………」

　呆然としてしまった。

　同時に、不意に泣きそうになってしまって、息がつまった。

　どうしてこの子は、言葉足らずな俺の気持ちを理解して、寄り添ってくれるのだろう？

　その優しさが、卑屈になっていた心を癒してくれたのだ。

「パーティーはまた後にしないとね……とりあえず、中に入りましょう？　何があったか、聞かせて。中山くんの苦しみを、わたしが半分だけ背負ってあげるわ」

　そして彼女は、優しく微笑んでこう言った。

「お友達なんだから、遠慮なんてしなくていいんだからね？」

　言い聞かせるような。

　もしくは、叱るような口調に、ついつい表情が緩んでしまう。

　霜月さんはやっぱり恩人だ。

　いつもいつも……この子は俺が苦しい時に、手を差し伸べてくれる──。
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　家に入って、リビングのソファに腰を下ろす。

　それから俺は先程のできごとを話した。

「実は、霜月さんが帰った後に竜崎と話をしたんだ。それで、ほら……週明けに宿泊学習があってさ、その時に……えっと」

『竜崎が霜月さんに告白しようとしている』

　それを本当に伝えてしまっていいのかどうか、まだためらいがあった。彼女にとって苦手な竜崎による告白なのだ……取り乱してもおかしくない。

　そう思っていたけど、

「んー……もしかして、竜崎くんがわたしに告白しようとしている、とか？」

　驚いたことに、霜月さんは俺の言葉を予想していた。

「な、なんでそう思うの？」

「だって、中山くんがとても言いにくそうにしていて、竜崎くんがわたしに何かをしようとしていることと言えば、告白くらいしかないわ……中山くんったら、びっくりしすぎよ？」

　そして、返ってきたのは想像以上に淡泊な反応だった。

「あ、まさかわたしが泣きじゃくるとでも思っていたのかしら？　おバカさんね、わたしはそんなに繊細な乙女じゃないわ。むしろ、中山くんが思っているよりも……わたしは、そういうのに慣れてるもの」

　なぜなら、と彼女は自分の耳をちょこんとつまむ。

「耳がいいから、クラスの男の子たちがわたしに好意を持っていることだって、なんとなく聞こえているわ。もちろん、竜崎くんの感情にだって気付いているもの……わたしを彼と同じ鈍感とは思わないで」

　そのセリフはいつもより温度が感じられなかった。

　諦めたような、疲れたような、それでいてうんざりしたような感情を孕はらむ言葉は、霜月さんらしくないようにも感じてしまう。

「昔からずっとそうだったわ。ちょっとナマイキって思うかもしれないけれど……下心ばかり向けられているもの。それが一番強いのが、竜崎くんね。だからいつか、告白されることだって覚悟していたわ」

「そうだったんだ……」

　俺は少し、彼女を見くびっていたのかもしれない。

　そんな自分がなんだか恥ずかしかった。

「ごめん、霜月さんは竜崎と関わったら不幸になると思っていて……だから、守ろうとしたけど、守れなかったって落ち込んでた」

　正直な思いを伝えると、今度は嬉しそうに霜月さんは笑ってくれた。

「そうなの？　落ち込んでいたのはわたしのことを思ってだったなんて……中山くんは、そんなにわたしのことを大切にしてくれているのね。それはすごく、嬉しいわ」

　やっぱり、言葉にせずとも霜月さんは俺を分かってくれている。

「心配してくれてありがとう。でも、大丈夫よ……いつかは向き合う必要があると思っていたわ。いいかげん、逃げ続けるのにも限界があるものね」

　それから、霜月さんは自分を奮い立たせるようにこぶしを握りしめた。

「告白されちゃっても、がんばってちゃんと言いたいことを言ってみせるわっ。じゃないと、いつまで経っても中山くんを心配させちゃうもの」

「何か、手伝えることはある？　俺にできることは、ちゃんとやりたい」

　友達として。恩人として。やれることはなんでもしてあげたかった。

「じゃあ……そばにいて」

　でも、霜月さんが求めていたのは、俺にとって当たり前のことだけだった。

「そんなことでいいの？」

「『そんなこと』だからいいの。中山くんが隣にいてくれたらとても安心するから……それだけで、わたしにとっては十分だわ」

　──こんなに嬉しいことを言ってくれる人は、世界でこの子だけだ。

　不意にそんなことを思って、胸が温かくなった。

　竜崎の主人公性を目の当たりにして、卑屈な自分が出てきていたけど……霜月さんのおかげで、どうにかマシな自分を取り戻せたのである。

　思考もさっきよりだいぶクリアになってきた。

「宿泊学習、竜崎と俺は一緒のグループになりそうで……霜月さんも誘われると思うけど、大丈夫？」

「そうなの？　じゃあ、仕方ないわ……でも、やっぱり気乗りはしないかも。いつもはこういう行事は休んでいるのよ？」

「……確かに、休んだ方が安全ではあるのか」

「でも、それだと中山くんとの素敵な思い出ができないわ」

「うん、俺も……霜月さんが一緒だと、嬉しいよ」

　やっといつも通りに会話もできるようになった。

　宿泊学習は心配だけど、怖がって逃げてばかりだと何も解決できない。

　確かに俺はモブキャラで、できることは限られている。

　でも、そんな俺でも、霜月さんのそばにいることならできるのだ。

　それをきちんとやり遂げよう。

「竜崎くんのことはちょっと不安だけれど……それ以上に、中山くんと一緒に宿泊学習に行けるということを楽しみにしてるわ」

　そして、今度は俺の手をギュッと握りしめる。

（……温かいなぁ）

　その熱が心の温度を上げるように、不意にドキドキした。

　この感情は、かつて梓たちに抱いていたものとはまた違う気がする。

　やっぱり俺にとって、霜月さんは特別な人なのかもしれない──。
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　かくして、物語は『転』じた。

　ここからストーリーは一気に佳境へと進んでいくことだろう。。

　もしかしたら、モブの俺にはもう役割はないかもしれない。ただの傍観者でしかなくなるかもしれないけど、それでもいい。

　これは、そういう物語。

　モブキャラが語り手の、竜崎龍馬のラブコメなのだから──。
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　六月上旬。梅雨真っ盛りにも拘かかわらず、この日の天気は快晴だった。

　雲一つない青空がどこまでも広がっている。たった一つ、ぽつりと浮かんでいる太陽が空を独り占めしているように見えた。

「暑いわ……太陽さんったらやる気を出しすぎてないかしら？　わたしはもっと大人しい性格の方が好きなのだけれど。本当に、暑苦しくてだいっきらい」

　校庭の一角。霜しも月つきさんは木陰でうんざりしたようにしゃがみこんでいる。

「ほら、わたしってお肌が弱いでしょう？　日に当たったらすぐに赤くなって火傷やけどみたいになっちゃうもの。まったく、ママから麦わら帽子を借りてなかったら、今頃吸血鬼ちゃんみたいに燃えちゃってたかもしれないわ」

　愚痴を言いながら麦わら帽子に手を当てる霜月さん。
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　そんな彼女を眺めていると、なんだか不思議な気分になった。

（こんなに麦わら帽子が似合う人がいるんだな……）

　綺麗な銀髪が隠れるのはもったいない気もするけど、霜月さんのあどけない性格と麦わら帽子が合っているような気がした。

「麦わら帽子、いいね」

　素直に思ったことを伝えると、霜月さんは嬉しそうにほっぺたを緩めた。

「まぁ、ママもわたしの麦わら帽子姿を褒めてくれたし？　『こんなに麦わら帽子が似合うのは海賊王になりたい船長さんとしーちゃんくらいだよ』って！」

　最近、霜月さんは学校でも笑顔が増えた気がする。

　それは嬉しいけど……同時に、不安でもあった。

（竜りゅう崎ざきの視線が痛い……）

　少し離れたところからこちらを睨むあいつが、イヤでも気になった。

　宣戦布告から三日が経過して、しかし竜崎は目立ったアクションを見せずにいる。

　告白することに緊張している──なんて可能性は低くて、恐らくは宿泊学習に勝負をかけようとしているのだろう。

「それにしても、先生たちが遅いわ……早くクーラーの効いたバスに乗りたいのに」

　霜月さんがうんざりした口調でぼやく。それはたぶん、待機している生徒全員の意見とほとんど同じだろう。

　これから俺たちは宿泊学習へと向かう。

　場所は学校からバスで二時間ほど離れた場所にある自然公園だ。

　今は校庭で先生方の到着を待っている時間だった。

　ただし暑いので、俺と霜月さんはみんなから少し離れた木陰で休んでいる。そのせいでぽつんと浮いてしまっていることもあり、少し目立っていた。

　人に見られていると居心地が悪い。

　以前までなら、そういう視線を誰よりも気にしていたのは、霜月さんだったのに。

「中なか山やまくん、バスの座席って自由かしら？　もしそうだったら一緒に座りましょうね？　そうじゃないと、こういう時は大抵あの人と一緒に座らされるのよ」

　彼女は今、緊張せずに俺に話しかけている。

　その目はまっすぐに俺を見ていた。

　……まるで、俺『しか』見えていないように。

　まさかこんなに慕われるなんて思わなかった。

　それは本当に嬉しい。だけど……それは同時に、竜崎龍りょう馬まが『追い込まれている』という意味でもあって、純粋に喜ぶことはできなかった。

　なぜなら、主人公は窮地になればなるほどに成長して『覚醒』する存在だからである。

　……もちろん、現実においてこんな創作みたいなことが起きるなんてバカバカしいと思われるのは理解している。考えすぎならそれでいいけど、今までのこともあるので、どうしても気になってしまうのだ。

　一方、霜月さんの方は俺みたいな心配は何もないようで。

「中山くん、素敵な思い出をたくさん作りましょうね？」

　無邪気な笑みを浮かべている。

　その笑顔を見ていると、ネガティブな自分が浄化されていくような気がして、気分がすごく楽になった。

　まぁ、心配していても仕方ないか。

「うん、もちろん」

　頷くと、彼女も俺の真似をするように大きく頷いてくれた。

　ちょうどそのころに先生方がやってきたので、このあたりで会話も打ち切りとなる。

　そして、物語の佳境となるイベントの『宿泊学習』が始まった──。
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　結局、バスの座席は班ごとに先生方が振り分けていた。

　自由なようで自由ではなく、担任の鈴すず木き先生から配布された座席表のプリントを見たところ、霜月さんは竜崎と隣り合わせになっていた。

（運命力というか……ご都合主義だよなぁ）

　担任の先生が勝手に決めたということにして、竜崎は意図せずともメインヒロインと隣になっていた……そんなことが、過去に何度もあったのだと思う。

「あら、やっぱり竜崎くんが隣なのね」

　霜月さんも対応に慣れているのか、すぐに鈴木先生に話しかけていた。

「あ、あのっ……鈴木先生？」

　年が離れていたら多少は人見知りも軽減するらしく、言葉もしっかり発音できている。

「バス酔いする、から……」

　なるほど……体調不良になりやすいことにして竜崎から逃れる作戦か。こういうところをあいつもよく見てたから、霜月さんが病弱だと勘違いしていたのかもしれない。

「ああ、霜月さんは車酔いしやすいんだ。じゃあ、前の方で先生の近くに座る？」

「は、はいっ」

　鈴木先生は気の利く優しい人なので、若干挙動不審の霜月さんのこともめんどうくさがらずに丁寧に対応してくれていた。霜月さんのことは任せても大丈夫そうだ。

（さて……俺はいったい誰と座ることになるんだ？）

　宿泊学習で一緒に活動する班のメンバーは、竜崎と霜月さん、それから俺に加えて、義妹の中山梓あずさ、元友人の浅あさ倉くらキラリ、幼なじみの北ほう条じょう結ゆ月づきもいる。

　男子四人、女子四人の合計八人構成なので、残りの男子二人には俺の友人である花はな岸ぎし壮そう馬まと伊い倉くら太た郎ろうもいる。この二人のいずれかだと気が楽なんだけど……仮に三人の女子のうちの誰かと隣になったら、少し気まずかった。

　はたしてどうなるのか。恐る恐る座席表のプリントを見てみると……中山幸太郎の隣に『中山梓』という文字が記載されていた。

　まぁ、梓なら少し前に話しているので、多少は気が楽かもしれない。

　そういうわけなので、さっさとバスに乗り込んで指定座席に座った。

　位置は車内の後方窓際である。まだ竜崎御一行は来ていないので、何もせずに窓の外を眺めながらぼんやりしていた。

　時間にして十分くらいだろうか。そろそろ出発するというタイミングで、ようやく竜崎たちがやってくる。

「あ、隣っておにーちゃ……じゃなかった。中山くんなんだ」

　梓は学校で俺のことを兄と呼ばないことにしている。竜崎に変な誤解をされないように、名字が同じ他人という設定らしい。

「梓、窓際がいいから席交代して？」

　しかし、当たり前のように自分の思いを優先する梓の態度は、妹らしくも見えてしまう。この子は兄に対してわがままというか、横暴な一面があるので、少し前までは家の中でもこんな感じだった。

　そのことを懐かしく思いながら、窓際の席を譲ってあげた。

（霜月さんはどんな感じかな？）

　彼女の様子を窺うと、鈴木先生が座る座席の真横にある一人席で窓にもたれかかっていた。目隠しの代わりなのか麦わら帽子をまだかぶっている。

　そしてようやく、バスが出発した。

「みんな、おはよー。これから宿泊学習だけど元気？　目的地まで暇なので先生が面白いお話でもして時間を潰してあげようかな〜」

　道中、鈴木先生の気まぐれでバスガイドが始まる。

　とはいえ、他の生徒たちはみんなオシャベリに夢中だ。

　おかげで車内は賑やかで、耳を澄ませても隣の人の話し声すら聞きづらい。

「……ねぇ、おにーちゃん」

　そんなタイミングで梓が話しかけてきた。

　ふと、竜崎が気になって斜め後方を見てみると、あいつは窓にもたれかかって目をつぶっていた。賑やかなことも考慮すると、俺と梓の声も聞き取れないだろう。

　そこまで確認してから梓に返答した。

「どうした？　竜崎が近くにいるのに話しかけるってことは……よっぽど言いたいことがあるってことか」

「まぁ、そんな感じ」

　目線が合うことはない。窓に映る俺に向かって梓は話しかけている。

「最近さ、龍馬おにーちゃんの機嫌が悪いの」

　会話の内容は、やっぱり竜崎龍馬についてだった。

「話しかけても素っ気なくて……悩んでいるっていうか、迷っている感じがするんだよね。そのせいで、あんまり構ってくれないの」

　慕っている竜崎に冷たくされるのは、梓にとってショックだったのだろう。

「原因は分かってるの。最近、霜月さんがおにーちゃんと仲良しでしょ？　それが龍馬おにーちゃんにとってすごくイヤみたいだね」

「……そんなに仲良くしてたか？」

「自覚ないの？　教室内でうわさになっているよ……だって霜月さん、ずっとおにーちゃんのこと見てるもん。気付かない方がおかしいくらいに」

　懸念していた通り、クラスで目立っていたようだ……。

「やっぱり龍馬おにーちゃんにとって、一番大好きな人は霜月さんなんだろうなぁ──って、改めて梓は気付いちゃったの……でもさ、梓だって龍馬おにーちゃんのこと、大好きなんだよ？　もうこれ以上、一方的に恋するだけっていうのも、疲れちゃった」

　報われない想いの虚しさに梓もいよいよ限界が近いらしい。

「だから、梓ね──龍馬おにーちゃんに、告白するよ」

　ついに、その思いが溢あふれだしたみたいだ。

「なんでこんなに好きなのか分からないくらい、大好きなんだもんっ。こんな気持ち、我慢できないよ……」

　梓は一方的に言葉を続けていた。まるで『一人では背負いきれないから吐き出させてほしい』と、そう言っているように見えて、胸がキュッと痛くなった。

（がんばってるんだな）

　梓は、自分の恋愛に対して全力で向き合っている。

　だとするなら……話を聞くことくらいは、してあげたい。期待に応えられなかった不甲斐ないおにーちゃんでも、それくらいならできるのだから。

「実はね、宿泊学習には『キャンプファイヤーで告白したら必ず成功する』ってジンクスがあるんだって」

「そうなのか？」

「うん。代々受け継がれる雪ゆき乃の白しろ高校の伝説らしいよ？　あとね、神社でもお祈りしたし、今日の占いは運勢が良かったし、恋愛成就のお守りも持ってきたし、ラッキーカラーのアイテムも、全部ちゃんと用意したよ？」

　できることはすべてやったと、梓は教えてくれた。

「だから、梓……大丈夫だよね？」

　それでも不安だから、兄である俺にも背中を押してほしいと、そういうことかもしれない。もちろん、断る理由なんてなかった。

　だって梓は、俺の妹だから。

「ああ、きっと大丈夫だ」

　そう言ってあげたら、梓がついにこっちを見た。

　つられて俺も梓を見ると、彼女は昔みたいに笑ってくれた。

「ありがとうっ」

　人懐っこい笑顔が、不意に昔の梓と重なる。

　そういえば、小学生のころから梓はずっとツインテールのまま変わらない。

　体つきも小さくて、身長もたぶん当時からほとんど変わっていないはずだ。そのせいか性格も高校生にしては幼い傾向があり、同級生に対しても年下のように振る舞うクセができてしまっている。

　そんな姿を見ていると……まるで、時が止まっているような気がした。

　俺と義理の兄妹になる以前、彼女は肉親を事故で亡くしている。

　もしかしたら、それ以来彼女の時間は止まっているのかもしれない。

（今日をきっかけに、進みますように……）

　義理の『おにーちゃん』としてささやかに願う。

　幼なじみだけが恋愛相手なんかじゃない。竜崎……お前のことを本当の意味で愛している人は、ずっと近くにいる。

　梓の純粋な愛情が竜崎の歪みを直してくれたら、その先には二人の幸せな未来だって、あるかもしれない。そのわずかな可能性を信じた。

　こうしてバスは目的地へと進んでいく。

　路面が悪いのか、普段乗っているバスよりも揺れは大きかった──。
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　宿泊学習の行われる自然公園に到着したのは午前十一時。

　ちょうど昼食の時間ということもあってか、スケジュールでは『野外炊飯』を行うことになっていた。

　到着してすぐに荷物を部屋に置いて、そのまま広場へと集合する。炊事場も併設しており、かまどや水道はもちろん、調理器具などもテーブルの上に並べられていて、既に準備は整っているように見える。

　花岸と伊倉と一緒に集合場所に来たのだが、まだ竜崎たちはいなかった。霜月さんもいないので、ちょっと急ぎすぎたのかもしれない。

「料理とかやったことないんだが……伊倉、お前もそうだろ？」

「部活バカの君とは違って少しはできるよ。一緒にしないでくれるかな？」

　班のメンバーが集合するのを待つ間、花岸と伊倉が雑談を交わしていた。

　それをぼんやり聞いていると、二人が俺にも話しかけてきた。

「そういえば中山は料理できたっけ？　お前は伊倉よりできそうだな」

「花岸君にとっての僕はどんな印象なんだ？　まぁ、中山君はたしかにできそうだけど」

「いや……普通かな。できないこともないけど、そんなに得意ではないよ」

「じゃあ、料理は女子にお任せってことになるなぁ」

「いや、竜崎君は僕たちと違ってできるかもしれないぞ。彼って結構なんでもできるからね……運動しかできないバカの花岸君と違って」

「うるせーな。トランペットを吹くことしかできない七三もやしメガネのくせに」

「トランペットじゃない。ユーフォニアムだ。丸坊主筋肉バカには分からないのか？」

　そんないつものやり取りは曖昧に笑って聞き流しておく。

　野球部の花岸と吹奏楽部の伊倉は普段からこんな感じである。犬猿（？）の仲なのだ。

（竜崎は……たしか、できるって言ってたような？）

　教室で結月とそんな会話をしていたことを思い出す。

　竜崎は一人暮らしなので自分で料理を作るようになったらしい。元々センスも良かったのか、料理も上手だと話していた気がする。

　少し前の出来事だけど、普段は大人しい結月も、料理好きという共通の趣味があってテンションが上がっていたので、よく覚えていた。

　それから待つことしばらく。数分ほど経過して、ようやく竜崎たちもやってきた。

「中山、すまない。遅くなった」

「え？　……ああ、うん。大丈夫」

　空き教室で敵と宣告されて以来、竜崎はやけに冷たかったのに……今は普通に話しかけてきたので、違和感を覚えた。いったいどういう心境の変化なのだろうか。

「じゃあ、ぼちぼち始めるか」

　やる気があるのは何よりだけど、まだ始めるには一人足りない。

「……いや、霜月さんが来てないから、もうちょっと待った方がいいよ」

　さっきから横目で銀髪を探しているけど、一向に姿が見えない。そのことを指摘すると、竜崎はわずかに苛立つように眉間にしわを寄せて、俺を睨みつけた。

「いるだろ。さっきからずっと、すぐそこに」

「え？」

　後方を見るように促されたので、慌てて振り返ってみる。

　するとそこには、俺の背中に張り付くように立っていた霜月さんがいた。

　なるほど。霜月さんがそこにいたから、竜崎の態度も大人しかったのか……って、そんなことは今はどうでも良くてっ。

「い、いたの？」

　びっくりした。まったく気づかなかった。

　一方、驚く俺を見ている霜月さんは、やけに楽しそうだった。

「……ふふっ。中山くんは殺し屋さんにはなれないわね。隙だらけだからあなたの背後を取るなんて簡単だわ」

　竜崎の前であるにもかかわらず、霜月さんが言葉を発している。

　しかもその声は、教室にいるときよりもほんの少しだけ大きくて……竜崎に届いてしまっているようだった。

「っ……！」

　動揺したように。それでいて、悔しそうな顔で、竜崎は俺を睨む。

　まるで『こんなにしほが心を許しているなんて知らなかった』と、言わんばかりに。

「し、しほ、今日は暑いから、あんまり太陽の下には出るなよ？　すぐ日焼けするんだし、気を付けてくれ。料理の時も何もしなくていいからな？」

　負けじと霜月さんに語りかける竜崎。

　しかし、霜月さんは話しかけられた途端に、分かりやすく無表情になった。

「…………平気」

　俺とは露骨に態度を変えている。

　それを目の当たりにしては、鈍感な竜崎でもショックを受けたようだ。

「お、おい……俺は、お前のためを、思って……！」

　焦るような顔つきで、なおも会話を試みようとあがく。

「中山くん、ちょっとあっちに行ってるわ」

　でも、霜月さんは逃げるようにその場を去ってしまった。

「……くそっ」

　思い通りにいかずに悪態をつく竜崎は、俺を見て歯を食いしばる。

「まだまだ、これから……勝負は終わってない。勝ったなんて思うなよ？」

　そう言い捨てて、俺から離れていった。

　どんどん、竜崎が窮地に追い込まれていく。

　その速度は更に勢いを増していた──。
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「と、とりあえず、俺たちはカレーを作るんだが……役割を分けようか」

　自然公園に設けられた炊事場の一角。大きなテントが設置されたその下で、班のメンバーは円を囲むように集合している。

「俺と結月が料理には慣れているから、包丁の扱いや味付けは任せてくれ」

　その中心では竜崎がテキパキと指示を出していた。

　野外炊飯はやはり料理に自信のある竜崎と結月がメインになって行うらしい。

　先程、霜月さんに素っ気なくされた失敗を取り返そうとしているのか、竜崎はやけに気合が入っているように見えた。

「キラリは食器の準備と米を炊いてくれ。梓は野菜の皮むきを頼む。あと、そっちの男子二人は午後のレクリエーション大会の準備に人がいるようだから、手伝いに行ってほしい。それと、中山……お前には火おこしを任せる。もちろん『一人』でやれよ？」

　俺にだけ少し威圧するような物言いになっているのは、それだけ余裕がないからかもしれない。

「しほは……そうだな。梓と一緒に野菜の皮むきを頼もうかな。間違って手を切ったりするなよ？　怪我だけには気を付けてくれ。あと、作業が終わったら休んでいてもいいから、何かあったら俺に言えよ？」

「…………」

　過剰に優しくしてくる竜崎に対して、霜月さんは一貫して冷たかった。

　無表情を維持したまま無言で首を縦に振るだけである。

「じゃ、じゃあ、そういうことだから……始めよう」

　霜月さんの反応が芳しくなかったせいで、竜崎には少し元気がないように見えた。

（さて……とりあえず、薪でも取って来るかな）

　変に反抗しても反感を買うだけなので、大人しく言われた通りにやることにする。

　火おこしのやり方は宿泊学習のしおりに書かれているので、その手順に従って準備を行う。近くの薪置き場から必要な分を取って自分たちの作業場所に戻った。

　かまどに薪をくべて、火種となる着火剤とライターで点火。後は時間が経過したら炎も上がるだろう。これでもうやることはほとんどなくなった。

　作業の間に手が汚れてしまったので流し台に行くことにする。

　近くの所は竜崎と結月が使っていたので、少し離れた場所にある流し台へと向かうと、そこではちょうど、梓と霜月さんが作業をしていた。

「霜月さんはお料理したことある？　梓はあんまりないなぁ」

「……わたしもないわ」

　霜月さんは梓に対してもかなり緊張している。ただ、竜崎を相手にしている時よりは、表情が柔らかいので安心した。

　この様子ならたぶん俺が口を出さずとも大丈夫だろう。

　そう思って、声はかけないつもりだったのだけど。

「じゃあ、梓が野菜を洗うから、霜月さんは皮をむいてもらっていい？」

「…………皮？」

　忘れていた。霜月さんは見た目に反してできないことが多いタイプである。

　もちろん、料理なんてまったくやらないのだろう。

「皮……むく？」

　まるで、野菜に皮がついていることを今知ったと言わんばかりに。

　ニンジンを見て霜月さんは目を丸くしていた。

「うん、このピーラーでお願いね」

　それから、梓に手渡された調理器具を見て、思いっきり首を傾かしげていた。

「ぴーらー？」

　あ、ダメだ。霜月さんが数学の難しい問題を見た時と同じ顔をしている。

　もしかしたらピーラーを見たのも初めてなのかもしれない。

「…………なるほど」

　数秒間無言でピーラーを眺めていたかと思ったら、何やら大きく頷いた後に、勢いよくニンジンをピーラーで叩き始めた。当たり前のように使い方が間違っている。

　何が『なるほど』だったんだろう？

「…………ま、まさか、霜月さんって全くお料理できない？」

　そんな霜月さんを見て梓も察したようだ。

「できるわ。だって、ママのお料理をいつも見てるもの」

「見てるだけじゃできるわけないよっ！　な、なんで認めないの!?」

　そういえば霜月さんの母親は料理上手な人らしい。弁当も毎日のように何かしら食べさせてもらっているけど、どれも本当に美味しかった。

　スキルが高いせいか、たぶん野菜の皮むきもピーラーを使わないのかもしれない。

「ど、どうしよう……霜月さんがお野菜洗う？　いや、でも、この感じだと洗剤とスポンジで洗いそうだし……えっと」
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　珍しく梓がうろたえている。普段は妹っぽく振る舞う子なので、どちらかというと他人を振り回す方なのに、振り回されているところを見るのは新鮮だった。

　そうやってついつい二人を眺めていると、視線をうろうろさせていた梓の目が、不意にこちらに向いた。

　そして彼女は、何かを思いついたように目を見開く。

「あ、おにーちゃんっ……そうだ、霜月さんのこと任せていい？」

「え？　あ、いや、でも……竜崎に怒られるぞ」

　あいつは俺と霜月さんを意図的に離していた。この行動は竜崎にとって快くないはずなのに、梓は肩をすくめて小さく笑った。

「……こんな器の小さいことするなんて、龍馬おにーちゃんらしくないもん。いつもならもっと自信満々なのに、なんか今日は変だったし……気にしないで。梓はあんな龍馬おにーちゃん、認めてないから」

　あの梓が、竜崎を全肯定しなくなっている。

　今まではずっと竜崎のやることなすこと全てを好意的にとらえていたのに。

　その変化は、今後の大きな伏線になるような気がした。

　……まぁ、こればっかりは考えても仕方ないけど。

「いいの？　じゃあ、中山くんのところに行くわね。あずにゃん、がんばって」

　そして、俺が隣にいると分かった途端に、彼女は梓に対する緊張感を失った。

「あ、あずにゃんってなに？」

「わたしが大好きなアニメのキャラクターよ。妹っぽくて、黒髪のツインテールだなんて、とってもそっくりだもの」

　普段の無表情から一転、彼女は柔らかく微ほほ笑えんだ。

　それを見て、梓は同性なのに顔を真っ赤にしていた。気持ちはわかる……それくらい、霜月さんの笑顔は破壊力があるのだ。

「あ、うん。そうなんだ……」

「ええ。じゃあ、申し訳ないけれど、お野菜は任せたわ。わたしにはやっぱりもっとビッグなことがふさわしいもの。中山くんもそう思うでしょう？」

　俺がいると気付くや否や、梓の前でも霜月さんは普通になった。

「それで、中山くんは何をしているのかしら？　わたしが手伝ってあげたら一発で終わると思うから、ぜひ頼ってくれてもいいからね！」

　……こうなったら仕方ないか。竜崎にもイヤな顔されるだろうけど、とりあえず霜月さんとの思い出作りを優先させてもらおう。

「俺は火おこし担当だよ」

「火おこし!?　な、なるほど……わたしにうってつけだわ」

　何をもってうってつけなのだろう？

「まぁ、もう火はついてるから、あとは薪を足していくしかやることないけど」

「あら、そうなのね……残念だわ。炎を操るなんて魔術師みたいで憧れていたのに」

　そんな雑談を交わしながらかまどへと案内する。

「おー、熱いわ……ねぇねぇ、中山くん。すっごく熱い！」

　火に手をかざす霜月さんは、どこかはしゃいでいるように見えた。

「薪ってこれ？　入れていいの？」

「うん、手は入れないように気を付けて」

「そんな子供みたいなことはしないわ──って、熱っ!?」

　期待通り火に近づきすぎた霜月さん。見たところ火傷はなさそうだけど、失敗が恥ずかしいようでモジモジしていた。

「……て、手が汚れちゃった！」

　それから取り繕うようにてのひらを見せ付けてくる霜月さん。そんなに汚れているようには見えないけど、小さな手と指に興味を引かれて、ついつい見てしまう。

　そんな時、彼女は不意にその手を伸ばして、俺のシャツで拭いた。

「えいっ！」

「ちょ、ちょっと！」

　さすがにタオルの代わりにするのはびっくりだった。

「あははっ、冗談よ？　そんなに汚れていないから安心してっ」

　俺の反応が面白かったのか、霜月さんが声を上げて笑う。

　それを見て、確信した。

　やっぱり霜月さんは、はしゃいでいる。

　俺と一緒にいることを心から楽しんでくれている。しかも、普段は他人の気配に敏感なのに……それすらも忘れて、俺『だけ』しか見えていなかった。

　そのせいで、あいつの接近にも霜月さんは気付いていなかったのである。

　まるで、警戒心を解いた小動物みたいに、ふわふわしていた。

「お、おい……なんでしほがここにいる？」

　俺も声をかけられてようやく気付いた。

　振り向くと、そこには竜崎龍馬がいたのである。

「…………はぁ」

　霜月さんも遅れて竜崎に気付くと、露骨にうんざりしたようなため息をついた。

　それで竜崎も歓迎されていないことを察するかと思ったけど、それよりも竜崎は俺の方に意識がもっていかれている。

「中山、一人でやれって言ったよな？　なんでしほと一緒にいるんだ」

　問い詰めてくる竜崎に対して、俺は一歩後ずさる。

　さて、どう説明するべきかと考えていると、

「──梓がそう言ったんだよ？」

　不意に、意識外から言葉が挟まれた。顔を上げると、そこには梓がいた。

　皮むきの途中だろうけど、偶然俺たちの近くにいたらしい。

「あ、梓が？　なんで、そんな……」

「皮むきなんて梓一人でもできるもん。それよりも、火おこしの方がたいへんなのにどうして中山くんにしかさせないの？　薪とか、重そうに運んでたのに」

　こうやって厳しい意見を言う梓は、なんというか……珍しかった。そのせいで竜崎もどう接していいか分からなくなっているみたいで、言葉に詰まっている。

「それは……そうだがっ」

「今日の龍馬おにーちゃん、なんか変だよ？」

　それだけを伝えて、梓はこの場を去っていく。

　竜崎も梓に指摘されて居心地が悪いのか、俺に対する言及も続けられなくなっていた。

「……くそっ。自分が変なことくらい、分かってんだよ」

　ぼそっとそんなことを呟いて、竜崎は俺を睨んだ後に去っていく。

　そこでようやく、霜月さんは再び口を開いた。

「あ、そういえば中山くんって、身長何センチ？」

　どうやら今の出来事はなかったことにするらしい。竜崎のことは無視している。

　明らかにあいつはうまくいっていなかった。

　主人公が更に追い込まれていく──。
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　話しかけても素っ気ないなら、胃袋を掴んで振り向かせる。

　そう言わんばかりに、竜崎はカレー作りに熱を入れていたらしい。

「しほ、どうだ？　市販のルーで作ったカレーだけど、なかなか美味いだろ？　食材の切り方とか、熱の入れ方とかで味って全然変わるからな」

　カレー作りを終えた後。班のメンバーで一緒に食べていると、竜崎が霜月さんの気を引こうと懸命に話しかけていた。

「龍馬さん、お上手ですよ。すごく美味しいです」

「うん！　りゅーくんの料理はいつもすごいよね〜。でも、今日は特に美味しいかも？」

　結月やキラリはいつものように竜崎をおだてているというのに、しかし竜崎は霜月さんに夢中で、二人に対しては見向きもしなかった。

「んー……」

　それを見て梓は不満そうに首を傾げている。今の竜崎に思うところがあるのだろうか。

　まぁ、それでも竜崎は霜月さんに夢中なのだが。

「しほ、感想をくれないか？　一応、しほが好きそうな甘口にしたんだ。美う味まいならそう言ってくれると、俺は嬉しいんだが」

　話しかけられても、彼女はもぐもぐと咀そ嚼しやくしながらも無表情を維持している。

　そのまま無言を貫こうとしていたようだけど、あまりにも竜崎がしつこいので、仕方なさそうに口を開いた。

「…………普通」

　特別美味しくも不ま味ずくもない味、というのが霜月さんの感想らしい。

「ふ、普通？　いや、そんなこと……っ」

　料理の腕には自信があったのだろう。竜崎にとっては予想外の言葉だったようで、瞳を揺らして動揺していた。

（味は、美味しいけど……霜月さんの母親と比べたらなぁ）

　俺の舌は絶賛している。でも、霜月さんの母親は調理師免許と管理栄養士の資格を持つ、いわゆるプロ級の料理人だ。

　さすがにそのレベルの人間と比較されては、学生の竜崎では分が悪いだろう。

　料理に対して霜月さんの反応は芳しくない。

「……ねぇねぇ、中山くん。お水は飲まないの？」

　一方、霜月さんは俺に対しては過剰なくらいに反応が良くて。

「いや、飲むよ？」

「そうなの？　でも、わたしの分は飲んじゃったから、中山くんの一口もらうね？」

　こちらの意思を無視して隣から彼女は俺のコップを奪い取る。言葉通り一口だけ飲んでから、また返してくれた。

　ど、どうしたんだろう？

　中途半端なことをされて意味が分からずに困惑していると、霜月さんがイタズラっぽくニヤリと笑った。

「ちなみに、今から中山くんが口をつけたら間接キスになっちゃうけれど、それを分かった上で中山くんはこのコップを使えるのかしら？」

「…………!?」

　たしかにこのまま口をつけるのは、少し……いや、かなり恥ずかしい。

　まぁ、そうやってからかわれても、霜月さんが相手なら不快ではないけど。

（でも、今はちょっと勘弁してほしいなぁ）

　チラリと向かいの席に座る竜崎を見てみると、こちらのやり取りを見て呆然としていた。

　自分に対しては素っ気なかったのに、俺には表情豊かになる。

　そのことに竜崎はショックを受けているようだ。

　しかしまだまだ、竜崎の試練は終わらない──。
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　野外炊飯と昼食が終わると、少しの休憩を挟んだ後に、レクリエーション大会が行われた。

　大会なんて大仰な名前がついているけど、実はただのクラス対抗ドッジボールである。

　ただし、炎天下の広場で行われることになっていて、運動が好きでも嫌いでもない俺にとってはあまり楽しみではなかった。

　しかし、そんな俺とは違って、霜月さんはなぜかテンションが高い。

「中山くん、この後は男子のドッジボールでしょう？　応援してるからがんばってね！　あそこの木陰から見ているわ」

　少し離れていて、生徒たちがあまりいない場所を指差す霜月さん。

　彼女が見ているなら……まぁ、少しはがんばらないといけない気がした。

「なんとか最後まで残れたらいいけど」

「ええ。期待してるわ！」

　元気いっぱいのエールをもらった後、ドッジボールが始まる。

　結果から言うと──散々だった。

「あははっ……だ、ダメ、お腹が痛いわっ。中山くんったら、当たった時に『ぐへぇ』って言ったでしょ？　わたし、ちゃんと聞いてたのよ？　おかしくてさっきから笑いが止まらないわっ」

　もちろんやる気がなかったわけじゃない。

　しかし、敵チームの一投目でお腹にボールを受けてしまい、情けない声を上げながら倒れ込んでしまった。

　一応、野球部の花岸や、意外と運動もできる竜崎の大活躍もあって勝負には勝利したけど、俺は何もできなかったのである。

　霜月さんはそんな情けない俺を見ていたらしく、戻ってもまだお腹を抱えて笑っていた。しかも笑いすぎて目の端に涙も浮かんでいた。

「最後まで残れたら良かったのにね！　あははは！」

「……そんなに笑ってくれたら逆に清々しいよ」

「あー、面白かった！　なんだか元気が出ちゃったわ」

　ジャージの袖で涙を拭ってから霜月さんは立ち上がった。

　暑い中、それでも日に焼けることをイヤがっているのか、霜月さんは上着を脱いでいない。そのせいで少し汗ばんでいて、頬も微かすかに赤かった。

　いや、その朱色は、もしかしたらいつもより興奮しているせいもあるのかもしれない。

「次はわたしたち女子の番ね？　中山くん、お手本を見せてあげるから見てなさい……わたしが『ドッジボール』を教えてあげるわ！」

　なぜか自信がみなぎっている霜月さんは、意気揚々と広場に向かって駆け出していく。ただ、その走り方はドタドタしていて、あまり運動センスを感じられなかった。

　果たして俺に『ドッジボール』を教えることはできるのだろうか。

　と、霜月さんを遠目に眺めていたら、ふと、コートのそばに竜崎がいるのを見つけた。いつも自分をチヤホヤしてくれる梓たちを応援……するわけはないか。

　今、あいつの目には霜月さんしか見えていない。

　その表情はどこか余裕がなかった。不安そうにも見える。

　そういえば、竜崎にとって霜月さんは病弱な設定みたいだから……怪我や倒れたりしないか心配しているのだろう。

（そんなに心配しなくてもいいと思うんだけどなぁ）

　霜月さんは元気いっぱいである。はしゃぎすぎて、逆にそっちの方向性で危なっかしいくらいだ。

『ピー！』

　進行役を務める鈴木先生が競技開始のホイッスルを鳴らす。

　女子のドッジボールは男子と違ってあまり活気がなかった。運動部の女子も日差しが気になるのか『早く終われ』と言わんばかりにやる気がない。

　そのおかげか、一生懸命にやっていた霜月さんがなんとかボールから逃れていた。身のこなしはやっぱり運動音痴っぽいけど、初手で退場した俺と比較したら大活躍と言っても過言ではないと思う。

　そのままなんと、最後の一人まで霜月さんは残った。

　敵チームも残り一人。ボールは相手側だけど、キャッチして外野に回せば勝利の可能性も高い。

「ここまできたらがんばれー」

　大きい声を出すと目立つので、小声でエールを送っておく。

　声が届くとは思ってなかったけど、驚異的な聴覚を持つ霜月さんは、まるで聞こえているかのように俺の方を見た。

　しかし……運悪く、タイミングが重なって敵チームがボールを投げた。

「あっ!?」

　慌てて捕球しようと手を前に出す霜月さん。

　でも、ボールは無情にも手をかすめて、その間を通り抜ける。

　そして思いっきり霜月さんの顔面に当たった。

「ぐぺっ」

　なんだか面白い悲鳴を最後に残して、霜月さんは地面に倒れ込む。

「えっと……一組の勝利〜」

　とりあえずこれにて勝負は決着したので、鈴木先生の終了のホイッスルが鳴り響いた。

「しほ!?」

　すかさず、ずっと様子を見守っていた竜崎が倒れ込んだ霜月さんに駆け寄っていく。

　まるで大惨事でも起きたような表情をしていた。

（いやいや……そ、そこまでの事態だったか？）

　大してやる気のない、しかも女子の投げたボールなのだから全く速くもなかったのに、竜崎の慌てようを見ていると、なんだかこっちまで心配になってきた。

　思わず、コートの方に近寄ってしまう。視線の先では顔を押さえてうずくまる霜月さんと、その隣にしゃがみこむ竜崎がいた。

「しほは病弱なんだから、やっぱり俺の言う通りこういうことはやらない方が良かっただろっ。まったく、ほら……タオル。怪我とかしてないか？」

　優しく介抱しようとする竜崎。

　しかし、霜月さんはタオルを受け取ろうとしなかった。

「う、うぅ……」

　突然、霜月さんは両手で鼻を押さえて立ち上がる。涙目になりながらも視線を左右に動かした後、俺の姿を見つけるや否や、こっちに駆け寄ってきた。

　周囲のみんなも、ポカンとした顔で俺たちを見ている。

　もちろん、タオルを差し出していた竜崎も……無視されて、呆然としていた。

「中山くん、救急車……！　たいへんだわ、緊急事態なの」

　視線を集めているにもかかわらず、しかし霜月さんは自然体だった。

　やっぱり霜月さんには周囲が見えていない。

　俺が隣にいる時に限定されるけど……その場合において、彼女の人見知りは緩和されるみたいだ。

　とはいえ、見られることが楽しいわけではないので、みんなから離れるように歩き出す。すると、霜月さんはゾンビみたいにのろのろとついてきた。

　先程一緒にいた木陰まで誘導してから、俺は霜月さんの状態を確認してみる。

「鼻にボールが当たったの？」

「ええ。まるで二刀流のメジャーリーガー日本人選手が投げた剛速球みたいなストレートがわたしの鼻をへし折ったの」

　そんなに綺麗にたとえられる余裕があるのなら、大丈夫な気もするけど。

「見せてみて？」

「もちろん！　ほら、きっと真っ赤になってるでしょう？」

　押さえていた手をどけてくれたので確認してみると、たしかに少しだけ赤くなっていた。

　でも、血は出ていないし、腫れているようにも見えない。鼻に当たって痛みはあっただろうけど、重傷ではないように見えた。

「大丈夫そうだけど……一応、鈴木先生に報告する？」

「え、大丈夫？　あら、そうなの……そう言われてみたら、たしかに痛みがなくなってきた気がするかも？」

　少し時間が経過したおかげか、赤みも薄い気がする。この様子なら大丈夫に見えた。ふぅ……とりあえず一安心かな。

「──中山、しほは大丈夫か？」

　ずっとタイミングを見計らっていたのだろうか。

　一通り落ち着いたところで、不意に竜崎が話しかけてきた。

「…………っ」

　途端に霜月さんは警戒するように、一歩後ずさった。まるで、俺の背中に隠れるように、竜崎の視界から逃れようとしていたのだ。

　それを見て、竜崎は悔しそうに唇をかみしめる。

「ああ、大丈夫ならそれでいいんだ……邪魔してすまん」

　それだけを言って、竜崎は離れていった。

　肩を落として歩く姿は、明らかに落ち込んでいるように見える。

　いつも自信満々な竜崎がああなっているところを初めて見た。

　竜崎は限界まで追い詰められている……なんとなくそう感じた。

（ここから、だな）

　転じた物語は地の底まで落ちた。

　山場はもうすぐそこだ。同時に、終幕の時間もそろそろ迫ってきていた──。





◆






　宿泊学習のスケジュールは滞りなく進む。

　レクリエーション大会が終わって、入浴や夕食なども順調に消化していった。

　その間、霜月さんはずっと俺の隣から離れなかった。

　まるで、竜崎に見せつけるように。

　もしかしたらこれは、霜月さんなりの自己防衛だったのかもしれない。

　俺と一緒にいることで竜崎の告白を防ごうとしているようにも見えたのだ。

　そうして、夜。スケジュールも残すところ『肝試し』と『キャンプファイヤー』の二つだけとなった。

「肝試し？　そ、そそそそんなのがあるの？　ふーん……べ、べべべ別に、オバケなんて怖くないわ。というかそもそも、オバケなんて存在しないし？　でも、あれだわ……ちょっと気分が悪くなった、という設定で休みたくなったから、バイバイ！　中山くん、キャンプファイヤーの時にはまた戻って来るから！」

　都合のいいタイミングで体調を悪くする霜月さん。今までもこういうイベントはそうやってズル休みしていたんだろうなぁ……やけに手慣れていた。

　鈴木先生も疑うことなく霜月さんを休憩させたので、肝試しは霜月さん抜きとなった。

　夜の自然公園は結構怖い。都会から離れた位置にあるので、明かりを消すと本当に真っ暗になるのだ。

「りょ、龍馬さん……は、離れないでくださいね？　本当に、お願いしますからっ」

「……ああ、分かった」

「りゅーくん、別にアタシは怖くない……って、キャッ!?　あ、今の悲鳴はウソだからっ。ちょっとかわいこぶっただけだから！」

「……ああ、そうだな」

　肝試しの道中、結月とキラリは竜崎にくっついて女の子らしい反応を見せていた。普段の竜崎ならそのリアクションを楽しみつつ、軽くかっこいいことをしてサブヒロインたちをときめかせていたはずだけど……今はどこか上の空だった。

　返事も素っ気ないし、あれでは結月とキラリが少し可哀想である。

「…………」

　そんな三人を少し後ろから眺めていたのが、梓だ。

　彼女はこの宿泊学習の間、ずっと竜崎のことを見ている。しかしその目は見み惚とれているのではなく、何かを見定めようとしているかのような、そんな視線だった。

　そういえば、梓はキャンプファイヤーで告白するんだよな……こちらはこちらで、なんとなく不穏である。

　そうして肝試しが終わり、いよいよキャンプファイヤーが行われようとしていた。

　そんな時である。

　霜月さんと合流しようと広場で彼女を探していたら、別の人物と遭遇した。

「中山……少し、いいか？」

　その相手は、すっかり意気消沈した竜崎龍馬だった。

　反射的に噛ませ犬キャラのスイッチを入れようとして、しかしもう竜崎を騙す意味がないことを思い出し、結局は素のまま言葉を返した。

「何か用事か？」

「……いつもよりクールじゃねぇか。なるほど、そっちが本当のお前か？　ははっ……見事に騙されたよ。そうだよな、あんな能天気でアホそうな男が俺からしほを奪うことなんて、できないよな」

　何かを察したようにぶつぶつ呟いている竜崎。

（奪うってなんだよ……最初から霜月さんはお前の所有物なんかじゃないのに）

　そのひとりごとめいた言葉すらも、あまり気持ち良い内容ではなかった。

　こいつとはあまり会話したくない。だけど、竜崎はいきなり語り始める。

「何が『本気でしほにアタックする』だよ……とっくの昔に勝負は決着していた。しほの心には既にお前がいて、俺が何をしようともう手遅れだったんだな」

「…………」

「おいおい、何か言えよ……気持ちいいだろ？　あんなにかわいい幼なじみを俺から奪ったんだから、爽快だろ？　だったら、もっと勝ち誇れよ……負け犬の俺を、嘲わ笑らえよ」

　自嘲めいた笑顔には、残念ながら爽快さなんて感じられない。

　だって俺は何もしていない。竜崎と競ってすらいない……お前が勝手に勝負を挑んで、勝手に負けたと、そう勝手に思い込んでいるだけだ。

　どこまでも独りよがりで自分本位な思考に嫌気が差す。

　耳を塞いで無視したいのに、それでも竜崎は語り続けた。

「今日に全てを賭けていた。学校では話しかけても反応が悪いが、一緒の班になって多くの時間を過ごせば、自然に話せるはずだった。なのに……全部、うまくいかなかった。料理も運動もまったく見向きすらされない上に、バスや肝試しでは露骨に避けられて……さすがにこれは、負けたと認めるしかねぇよ」

　その態度は、まるでふてくされたようにも見えた。

「……そうか。じゃあ、もういいか？」

　素っ気なくそう言ってやると、竜崎はまたしても卑屈な笑みを浮かべた。

「負け犬にはかける言葉もないってことか？　余裕があるじゃねぇか……今までの怨うらみや憎しみをぶつけるチャンスをやったのに」

「期待に応えられなくて申し訳ないよ」

「ははっ……人間としても負けた気分を味わわせてくれるとはな。せめて汚く罵ってくれたら、お前の人間性の低さを見て満足できたのに。さすがは、しほに好かれる人間だ」

　どうやら相当参っているようだ。

　聞くに堪えない愚痴をこぼして、とぼとぼ森の方へと向かって歩いて行った。

「じゃあ、しほのことよろしくな。精一杯、イチャイチャしてくれよ……俺がみじめな気分になるくらいに、な」

　──完璧に、今の竜崎は地に落ちていた。

　きっとここが分岐点となるのだろう。

（良くも悪くも、竜崎が変わるのは……今しかない）

　主人公らしく覚醒するのか。

　あるいは、主人公性を失って、一般人になるのか。

　俺としては……このあたりで自分を省みて、異常に自分勝手な部分を直してくれると嬉しい。そうでないと、あいつを好きになった彼女たちが幸せになれない。

　と、そんなことを考えていたら、またしても急に話しかけられてしまった。

「……龍馬おにーちゃん、やっぱり変だよね」

　ハッとして振り向くと、黒髪ツインテールの女の子が竜崎の消えた森の方向をジッと見つめていた。

　小学生と言われても信じてしまう程の幼さを残す少女は、しかし見た目にそぐわない憂いを帯びた表情を浮かべている。

「あんなにかっこ悪いことを言うなんて……絶対に間違ってるよね？」

「……俺たちの会話、聞いてたのか？」

「うん。今日はずっと、龍馬おにーちゃんのことだけを見てたもん……」

　しっかりと観察した上で、梓は今の竜崎がおかしいと断定したようだ。

（それにしても、梓はどうして俺に話しかけたんだ？　まさか、今告白しようとしているのか……？　まだキャンプファイヤーは始まらないのに？）

　その意図が少し読めなくて、梓の求めている言葉を探してみる。

「……今なら、誰にも邪魔されずに龍馬おにーちゃんとも二人きりになれそうだね。まだ火はついてないけど、もうちょっとしたら、うるさくて告白するような空気じゃなくなるかもしれないし」

　……やっぱり、梓はこのタイミングで告白をしようとしているようだ。

　だったら、俺は梓のために何をしてあげられるのか。

　同意して告白の後押しをしてあげればいいのだろうか。

　あるいは、否定して告白を引き留めてほしいのだろうか。

　……いや、この感じはどちらも違いそうだ。

　だって、梓の目には炎が宿っている。まるで、何かを覚悟しているみたいに。

　だったら、その炎を大きくしてあげればいいのかもしれない。

「じゃあ、告白はやめにするか？　あんな情けない男、好きになるだけ無駄だと思う」

　彼女に灯ともる決意の炎が消えないように、こんな言葉をかけてみる。

　すると、梓は人懐っこく笑って、首を横に振った。

「ううん。告白はやめないよ？　情けなくても、かっこ悪くても……梓にとっては『理想のおにーちゃん』だもん」

　……やっぱり、この方向性で正しかったようだ。

　少し、告白のタイミングだけが気になるけど……まぁ、衝動的に告白したくなるくらい、想いが溢れたということか。

「どんな龍馬おにーちゃんでも、好きな気持ちは変わんないのっ」

　宣言するみたいに。

　あるいは、自分に言い聞かせるように、彼女は再度自分の気持ちを口に出した。

「おにーちゃん……ありがと。でも、都合がいい時だけ頼ってごめんなさい」

「……別に気にしなくていいよ。家族にくらい遠慮せず、わがままを言ってくれ」

　君が俺を嫌いになることはあったとしても。

　俺が君を嫌いになることは、絶対にないと断言できる。

「いつまでも梓の幸せを願ってるよ。だから、がんばれ」

　──やっと、本人に向かって応援の言葉を贈ることができた。

　梓は俺の言葉を聞いて、ギュッと胸を押さえた。

「あの……もう一個だけ、わがままを言ってもいい？」

　それは、もちろん。

　無言で頷いて話を促してあげる。

「……見ててくれる？　梓、がんばるから」

　今度の梓は、少しだけ瞳を潤ませながら、震える声でそう言った。

　今から彼女は勇気を振り絞って好きな人に告白しようとしている。

　しかし、根が臆病な子だから、きっと怖いのだ。

「ああ、分かった。ちゃんと見てる」

　俺がいることで、少しでもその恐怖が緩和するのなら、断る理由なんてなかった。

　竜崎……梓は、お前のことを本気で好きみたいだよ。

　かっこ悪いところも、情けないところも、そういうところも含めて、大好きになってくれているみたいだ。

　その梓の想いが、竜崎龍馬の毒を消す『薬』になることを願う。そうなったら未来には、きっと普通のありふれた幸せが待っているはずだから。

　劇的な展開なんて要らない。

　もっと穏やかで、退屈で、だけど幸せなつまらないラブコメだって、いいと思う。

　そんな未来を、梓が掴み取れますように──。





◇






　この日はずっと、龍馬のことだけを見ていた。

　しほに向かってかっこつけるところはもちろん、それがうまくいかずに幸こう太た郎ろうにあたるところも、全部を彼女は観察していた。

『かっこ悪い』

　この日、梓が龍馬に抱いた感情は、これである。

（あんなの龍馬おにーちゃんじゃないっ）

　梓が好きになった龍馬はもっとかっこ良かった。

　いつも自信満々で、大抵のことは涼しい顔でそつなくこなして、余裕のある振る舞いが梓は大好きだったのに、今日は見る影もなかったのである。

　しかし、それでも……梓は竜崎に失望することはなかった。

　むしろ、ダメな部分を見た上で彼のことが『好き』だと、再認識したくらいである。

（なんでこんなに好きになったのかは分かんない……でも、梓の想いは、偽物なんかじゃない。梓は心から、龍馬おにーちゃんのことが大好きっ）

　ずっと、自分の感情に自信が持てなかった。

　いつのまにか好きになったせいで、竜崎を好きな他の女の子たちに気後れしていた。そんな自分がイヤになったこともある。

　少し前に体育館裏で告白しようとしたのは、曖昧な自分の感情をハッキリさせようと試みた結果でもあった。

（たしか……きっかけは、いなくなっちゃった『おにーちゃん』にそっくりだったから、龍馬おにーちゃんが気になったんだっけ？）

　幸太郎と話を終えた後。

　龍馬がいなくなった方向に歩きながら、ふと彼との出会いを回想する。

　高校の入学式。龍馬と出会った梓は衝撃を受けた。

　なぜなら、いなくなった実兄と龍馬がそっくりだったのである。

　梓は小学四年生のころ、実兄を事故で亡くしている。元々父子家庭だった彼女にとって、多忙の父親に代わって面倒を見てくれた実兄は、誰よりも頼れる最愛の人だった。

　当時、幼い彼女は『死』というものを理解できず、実兄がいなくなってしまったのは自分が『悪い子だから』と思い込んでしまっていた。

『いい子にしてたら、おにーちゃんは帰って来てくれるよねっ』

　梓の父親は、その言葉に対して真実を伝えることができなかった。

　そして、梓の時間はこの瞬間を境に止まってしまったのである。

　兄の帰りを待ち続け、いつ再会しても自分と分かってもらえるように、髪形もずっとツインテールのままにしていた。体も心と連動するかのように成長を止めて、大きくなっても幼く在り続けたのである。

　そんな梓に危機感を覚えた父親は、再婚をきっかけに彼女が良くなってくれることを祈ったが……残念ながら梓は同級生の幸太郎を『おにーちゃん』に仕立て上げてしまい、彼もその期待に応えようと『おにーちゃん』を演じてしまった。

　しかし、梓にとって幸太郎は実兄の代替でしかなくて。

　理想のおにーちゃんとは性格も見た目も異なる幸太郎に、彼女はいつしか違和感を持つようになってしまった。

『もしかしたら、おにーちゃんは『おにーちゃん』じゃないのかもしれない』

　そんな疑いを持っていたところで龍馬と出会い、実兄と瓜二つの顔を見て、彼女は彼こそが『理想のおにーちゃん』であると、そう思い込んだのである。

　でも、心のどこかでは分かっている。

　龍馬は実兄ではない。そっくりなだけの別人で、その中身はまったく違った。

　だけど、それを踏まえても、いつの間にか梓は龍馬のことが『異性』として好きになっていたのである。

　そのことを、宿泊学習でしっかりと確認できた。

（もうこれ以上、かっこ悪い龍馬おにーちゃんなんて見たくない）

　最愛の人にはずっとかっこいいままでいてほしい。

　だから──しほに執着する龍馬を引き留めて、潔く諦めてもらいたかった。

　そして、自分を好きになってほしいと、そう願ったのである。

　草木をよけるようにして、自然公園の奥へと歩みを進めていく。龍馬の消えた方向に真っすぐ歩いていると、一分もしない内に彼の姿が見えた。

「くそっ。なんで俺じゃねぇんだよ……なんで、あんな奴に負けたんだっ」

　龍馬は切り株に座ってうなだれていた。梓が来ていることにも気付いておらず、ぶつぶつと小声で毒づいている。

「っ……」

　そんな彼を見て、梓は少しだけ恐怖を覚えた。イライラしていて、優しくない龍馬おにーちゃんなんて、彼女にとってはまるで別人のような存在だったのである。

　回れ右して逃げてしまえば、龍馬と向き合わなくてすむ。でも……姿は見えないが、きっと見守っているであろう幸太郎のことを思い出して、思いとどまる。

（おにーちゃんが、見てくれてるからっ）

　いつまでも想ってくれている家族を支えにして、梓はあと一歩前に踏み出す。

　その時になってようやく、龍馬がこちらに気付いた。

「なんだよ……梓か。こんなところに何しに来た？　今、話すような気分じゃないから、ほっといてくれ」

　どうして梓がここにいるのか。

　どんな気持ちで龍馬と向き合っているのか。

　そんなことを一切考えずに、自分の感情でのみ言葉を選ぶ龍馬に対して、梓は小さくため息をついた。

「今の龍馬おにーちゃん、かっこ悪いね」

　率直に、ありのままの感想を告げる。

　それから続けて、ハッキリと言ってやった。

「そんなんだから、霜月さんにも相手にされないんだよ」

「────黙れ」

　刹那、場の温度が下がる。

　怒りに肩を震わせて梓を睨む龍馬のせいで、空気が冷たくなっていた。

　今、彼が最も言われたくない一言だったのだろう。それを直接ぶつけられたことで、いくら相手が梓だろうと、感情を抑えきれなかったのである。

（やっぱり、怖い……でもっ！）

　何かあっても幸太郎が守ってくれる。

　その安心感があるからこそ、彼女は龍馬の想いに真正面からぶつかっていった。

「ほら、梓にそんな酷いこと言うような龍馬おにーちゃんなんて、本当にかっこ悪いよ。八つ当たりなんかしたって霜月さんは振り向いてくれないのに」

「……お前には、関係ないだろ」

　威圧するように立ち上がり、梓へと一歩詰めよってくる龍馬。

　それに対して、梓はあえて自ら一歩近寄ってみせた。

「関係、あるよ。梓にだって、関わる権利くらいあるもん」

　気丈に胸を張って、歯を食いしばりながら、小さな拳を握りしめる。

　それから、目をギュッと閉じて、彼女は絞り出すように……小さな声で、叫んだ。




「だって、梓は龍馬おにーちゃんのこと、大好きだもん！」




　ついに彼女は、その一言を口にした。

　ずっとずっと内に秘めていた感情を爆発させたのである。

「…………は？」

　一方、龍馬は何を言われたか理解できないと言わんばかりに、ポカンとしていた。

「え？　なんだって？　ごめん、よく聞き取れなかった」

　あまりにいきなりだったせいで、言葉も聞き漏らしてしまったらしい。

　今なら何も言わなかったことにできる……が、梓は更に言葉を重ねて、龍馬が勘違いをしないように釘を刺した。

「大好きって言ってるの！　もちろん、異性としてだよ？　兄みたいに好きとか、そういうことじゃないの。デートしたいし、手を繋ぎたいし、キスもしてみたい……一人の男性として、龍馬おにーちゃんのこと、大好きなのっ！」

　いつもはそれとなく好意を匂わせても、龍馬ははぐらかしてばかりだった。

　今回もそうなることを梓は恐れて、あえて告白の言葉を重ねた。

「だから、もう霜月さんのことなんて忘れてよっ……かっこ悪い龍馬おにーちゃんなんて、見たくない。いつまでも、かっこいい龍馬おにーちゃんのままでいてっ」

　精一杯に想いを伝える。

　心臓はもうウソみたいに激しく鼓動していて、油断すると吐きそうなくらいに緊張していた。握りしめるてのひらからは手汗がにじんでいて、呼吸も先程から浅くて激しい。瞬まばたきもできなくなるくらいに、梓は龍馬に神経を集中させている。

　小さな少女が全ての力を振り絞って、思いを伝えたのだ。

　その真っすぐで純粋な愛情はどんな人間でも癒すような『薬』になり得た。

　当然、竜崎龍馬だって──そうなってもおかしくはないだろう。

「……ありがとう。梓の気持ち、伝わったよ」

　ふっと、龍馬が頬を緩めた。

　嬉しそうに笑ってくれた彼を見て、梓は泣きそうになるくらい歓喜の感情がこみ上げてきた。

「じゃ、じゃあ……！」

　ついに想いが実った。

　大好きという気持ちが、龍馬に伝わった──と、そう思ったのに。




「──でも、ごめん」




　梓の想いは、踏みにじられた。

　愛情は確かに届いていた。しかし、その上で龍馬は梓の想いに報いなかったのだ。

「俺、やっぱりしほのこと、好きなんだ……だから、この気持ちのまま、梓と付き合うことなんてできない。こんなに好きでいてくれる梓に、失礼になっちゃうからな」

　そう言いながらも、龍馬は笑った。

　嬉しそうな笑顔は逆に不気味で、梓の頭は真っ白になってしまった。

「…………そう、なんだ」

　しどろもどろに相槌を打つだけで精一杯で、梓はもうこれ以上何も考えられなくなってしまったのである。

　そんな彼女に、龍馬はなおも語り続けた。

「だけど、ありがとう……梓が好きって言ってくれて、なんだか救われた気分だよ。そうだよな、今の俺ってかっこ悪いよな……梓が好きになってくれた俺はもっとかっこいいよなっ。だから、これ以上みっともない姿は見せない。約束する」

　告白を断ったことすらも自分の糧にした龍馬は、やっぱりどこまでも『竜崎龍馬の物語における主人公』でしかなかった。

　自分勝手で、独りよがり。

　そんな彼だからこそ、平気で少女の恋心すらも『利用』することができたのだ。

　今の彼に迷いはない。先程までは自信を失って落ちぶれていたが、この梓の告白をきっかけに、彼は自分を変えることができた。

「目が覚めた。梓が好きって言ってくれたから、やっと本当の俺を取り戻せた気分だ」

　つまり……竜崎龍馬は、梓の恋心を養分に『覚醒』を果たしたのである。

　純粋な想いは薬として取り込まれたが、しかし龍馬の毒は強かったのだろう。

　薬の抗体を生成して更に凶悪性の増した毒となって、梓を冒したのだ。

　結果、彼に依存していた梓は……麻薬を過剰摂取したみたいに、壊れかけていた。

「りょ、龍馬おにーちゃんが、元気になってくれたら、それでいい……よ」

　心にもないことを言いながらも、その瞳は揺れていた。

　必死に取り繕った笑顔は歪いびつだった。

　だというのに、龍馬はそんな異変に気付かない。

　彼にとって今回のイベントは爽やかな青春の一ページでしかなかった。

「梓……俺はお前のこと、妹みたいに愛しているよ。一人の異性としては見てないけど、これからもずっと『おにーちゃん』として、お前の隣にいるからな！」

　そんな残酷なことを言って、龍馬は梓の頭に手を置いた。

「じゃあ、かっこいい龍馬おにーちゃんを、見ててくれ……ちゃんとしほに気持ちを伝えてくるよ。本当にありがとうな、梓！」

　──俺のためにご苦労。まるでそう労うかのように梓の頭を撫でて、龍馬はやっとこの場を離れて行った。

「…………」

　完全に姿がなくなった後も、しばらく梓はその場で立ったまま動けなくて。

　一歩でも動けば自分が壊れてしまいそうなくらいに、心が軋きしんでいた。

　龍馬に踏みにじられ、ボロボロになった梓の心は、今にも壊れかけている。

　しかし──そんな時に、支えとなってくれる人が彼女にはいた。

「……梓、大丈夫か？」

　優しい声に、意識が引き戻される。

　龍馬と違って思いやりに溢れた言葉が、梓の崩れかけた心を留めてくれた。

「おにーちゃん……梓、がんばったよね？」

「うん。梓はがんばってたよ」

「そうだよねっ。梓、がんばったのに……本当に大好き、だったのにっ」

　遅れて、告白を拒絶されたショックが襲いかかってくる。

　一人では耐えきれなかったから考えないようにしていた。

　しかし、ずっと見守ってくれていた幸太郎が寄り添ってくれたから、やっと向き合えるようになったのである。

「っ……うぅ、ぁ────!!」

　そして彼女は、声を上げて泣き出してしまった。

　うずくまり、嗚お咽えつを漏らしながら、拭っても拭っても溢れる涙に頬を濡らす。

　幸太郎はそんな梓の背中をさすって慰めてくれた。

　かくして一人のサブヒロインのラブコメが終わる。

　あまりにも無残に傷ついたサブヒロインの涙は、見るに堪えないほどに痛々しかった──。





◆






「ひぐっ、ぅぐ……っ！」

　竜崎に振られて今も梓は泣き続けている。

　夜の森に、彼女のすすり泣く声が響いていた。

「……今はとても、辛いかもしれないけれど」

　泣きじゃくる彼女に、精一杯のエールを送る。

「梓なら、きっとその痛みを乗り越えることができる。その時にまた、違った視点で物事を考えられるようになるよ……まだ、全部が終わったわけじゃない」

　竜崎との恋という『ラブコメ』は終わっても人生は終わらない。

　いつかきっと、幸せを掴むチャンスは来る。

　だから、もがけ。這い上がれ。痛みと悲しみを糧にして、もう一度立ち上がれ。

　それだけが、梓が幸せになれるたった一つの道だ。

　ハーレム主人公を愛したサブヒロインが報われるには、多くの痛みを乗り越えて、想いを断ち切り、受け入れるしかない。

　正直な俺の気持ちを言えば、普通の女の子として、普通の男の子を好きになって、普通の幸福で満足してほしい。

　どちらを選択するのかは梓次第だけど。

　ただ、いずれの道を選んでも、俺は君の味方だから。

「がんばれ……おにーちゃんは、いつも見守ってるよ」

「────っ」

　未だに泣きじゃくる梓が、どんな気持ちを抱いているのか分からない。

　でも、きっと……痛みを知った彼女になら、俺の気持ちが届いていると信じた。

「じゃあ、そろそろ行くよ。泣きやんだら、戻っておいで」

　最後に優しく肩を叩いてから、俺は梓に背を向けた。

　もちろん、一人にするのは抵抗があったけど、これ以上は何もしてあげられない。

　梓の恋は、梓が一人で乗り越えなければならないものだ。どうか、立ち直ってくれることを信じて、俺はその場を後にする。

　こうして梓の想いは食いちぎられてしまった。

　竜崎の歪みを治す薬となるはずだった梓の愛情は、しかし竜崎を助長するドーピング剤になってしまったのである。

　おかげで竜崎龍馬は『主人公』として覚醒を果たした。

　普通の少年として、普通の幸せを享受することを受け入れなかったのである。

　その傲慢さが……梓の想いを利用するかのような行為が、どうしても許せなくて。

（せめて、霜月さんは守りたい）

　モブキャラ風情が何を言っているのだ──と、心の中にいる他人事の自分が冷笑しているけど、それを無視して、拳を握りしめた。

（竜崎……これ以上、お前の思い込み通りになんかさせない）

　もう、傍観者でいるのは、限界だった──。
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モブキャラのままではいられない







　広場に戻ると、既にキャンプファイヤーの火がついていた。

　幾重にも組まれた木に囲われた炎が周囲を明るく照らしている。すぐ近くには簡易的な舞台のようなものが設置されていて、マイクを持った鈴すず木き先生が立っていた。

「えー、これより希望者なら誰でも参加可能の余興大会を行います！　眠りたい方は部屋に戻ってもいいのですが、残った方はぜひ見てくださーい。それでは、後は進行お願いしますねー」

　……なんだかイヤな予感がするイベントだ。

　覚醒した竜りゅう崎ざきがどんな行動を起こすのかは分からないので、とにかくまずは霜しも月つきさんと合流したい。

　しかし、彼女の姿を探しても、一向に見つけられなかった。

　もしかしてここに来ていないのだろうか？

　肝試しの間はどこかでズル休みしていただろうから……たとえば、そのまま寝てしまっているとか、そういうことだろうか。

　──いや、そんな竜崎にとって都合の悪いことが、起きるはずがないか。

　楽観的な思考は危険だ……ひとまず、霜月さんの行方を知っているであろう鈴木先生に話を聞いてみるのがいいかもしれない。

「え？　霜月さん？　さっきまでお部屋で休んでたけど、すぐに回復したみたいだから……もしかしたら来てるかもしれないね」

　そういうことなので、会場を歩いて探してみる。

「続いて、三組の田た中なか君によるジャグリングを──」

　その間も時間は進んでいく。

　舞台では既に余興大会が始まっていて、漫才や曲芸などが披露されていた。

　だいたい30分くらいだろうか。信じられないことに、そんなに経ってもまだ俺は霜月さんのことを見つけられずにいた。

　合流できないことに首を傾かしげていると、もうイベントも終了間近となる。

「そろそろラストとなりますが、誰か参加したい方はいますか？」

　そんな時だった。

「……あ、いた！」

　ようやく霜月さんの姿を見つけた。

　彼女は舞台の近くで誰かを探すようにキョロキョロと周囲を見回している。

　ただ、俺のいる位置は舞台から一番離れた最後方。しかもその間には結構な数の生徒がいるので、彼女の許もとへ行くのには少し時間がかかりそうだった。

　でも、ここまできたら大丈夫……なんて、油断した自分がバカだった。

「──一年二組、竜崎龍りょう馬まだ。実は、突然だが……幼いころからずっと好きだった人がいる。この場を借りて、想いを伝えさせてほしい」

　ハッとして顔を上げると、マイクを持って舞台に立っていたのは……やっぱり、竜崎龍馬だった。

（まずい）

　その、決意の表情を見て、息をのんだ。

　覚醒を果たした主人公様は、言葉にできないような存在感を放っている。

　それがみんなの視線を集めていた。

　オシャベリをしていた女子生徒も、会場の隅で寝転がっていた男子生徒も、眠そうにあくびをしていた教員も、例外なく竜崎龍馬に吸い寄せられている。

「みんなの前で言うのは恥ずかしいけどな……まぁ、あれだ。ハッキリ言うと、今から告白をするんだ」

　……まさか、こんな状況でそれをされるとは、思いもしなかった。

　こんなの、考えられる状況の中で最悪のシチュエーションである。

「だから、舞台に上がって来てくれ……しほ！」

　呼びかけると同時に、たまたま舞台の近くにいた少女に視線が集まる。

　その瞬間──霜月さんが、凍った。

「…………」

　彼女はただ無言で舞台を見上げている。

　その体はピクリとも動かない。まるで、本当に氷になったみたいに。

　それも無理はない。だって、霜月さんは……他人が近くにいると何も話せなくなるくらいの『人見知り』だからである。

　今、霜月さんは何かをしようとしても、できない状態に見えた。

『そばにいて』

　約束通りに俺がそばにいられたなら、彼女の人見知りも少しは緩和して、ちゃんと意思表示できたかもしれないのに。

（止めないと！）

　俺のせいで霜月さんが苦しんでいる。

　だから俺がなんとかしなければならない。それは、分かっている。

　でも──喉が、押しつぶされそうなほどに、苦しかった。

「っ！」

　声が、出ない。自分の意思で出そうとしても、何者かが塞いでいるみたいだった。

　だったら、足だ！

　声が出ないのなら、俺が舞台に乱入すればいい。そうすれば竜崎を邪魔できる。

　それは分かっている。分かっているのに……！

（──動けない）

　重い。何者かが俺を押さえつけるような、上からの圧力を感じたのだ。

　もちろんそれらは目に見えないもので、ともすれば気のせいなのかもしれない。

　でも……こんなに露骨にされてしまっては、いくらなんでもおかしすぎた。

（ラブコメの神様は、そんなに竜崎の邪魔されたくないのかよ……っ！）

　いわゆる『ご都合主義』と呼ばれる現象が起こっていた。

　俺が動いたら竜崎のラブコメにとって都合が悪いのだろう。

『もうモブキャラの役目は終わった。そこで大人しくしてろ』

　まるで、そう命令されているかのように、体が思い通りに動かなかった。

（そういうことかよ……梓の不自然なタイミングの告白も、霜月さんとなかなか合流できないのも、全部この瞬間のためかよ！）

　なんだかおかしいと思っていた。

　梓はキャンプファイヤーの時に告白するとバスで言っていたのに、実際のタイミングはその前準備の時だった。

　そんなに広くない広場で霜月さんと合流できないのも、今にして考えるとかなりおかしいと思う。

（やられた……早く、行ってあげないといけないのにっ）

　足あ掻がく。強制力に抗おうと歯を食いしばるが、一歩たりとも前に踏み出せない。

　だから俺は、舞台上を見つめることしかできなかった。

「しほ、来てくれるか？　俺の気持ち、聞いてほしいんだ」

　竜崎が霜月さんを舞台に招く。

　彼女はしばらく無表情でその場に佇んでいたけど、やがてふらふらとした足取りで、舞台へと上がっていった。

　明らかに霜月さんは普通の状態じゃない。

　でも、この場にいる俺以外の誰も、それに気付いている人間はいないみたいだ。

　みんな、告白の結末を待っている。

　何せ『あのモテモテの竜崎がついに告白をする』場面が、今なのだ。

　余計な声を上げて邪魔をする方がおかしいと、そんな空気ができあがっている。

「しほ、突然ごめんな……でも、今じゃないとダメだと思ったんだ。ちゃんと俺の気持ちを言葉にするから、聞いてくれ」

　霜月さんが舞台に上がると、すぐに告白が始まった。

　興奮しているのか、竜崎の顔はすごく明るい。

「…………」

　対して、霜月さんの表情は真っ白だった。

　その透明感が、霜月さんの持つ美しさを際立たせて生徒たちの視線を奪っている。

　綺麗だと、この場の誰もが思っている。

　その顔がただ強張っているだけ、という事実は俺以外に知られることなく……竜崎は告白を続けた。

「物心ついた時には、もう好きだったと思う。綺麗な白銀の髪も、透き通るような空色の瞳も、真っ白な肌も、小さな体も、全部俺にとっては魅力的だった。もちろん外見だけじゃなくて内面もだぞ？　大人しくてあまりしゃべらないところも、一人遊びが好きなところも、病弱でついつい放っておけないところも、そういうところも全部好きだ」

　……なんて酷い告白なんだろう。

　それこそ、幼なじみのくせに、お前は何も霜月さんのことを知っていない。

　梓の告白とは比べ物にならない程の、浅ましい想いである。

　それなのに『竜崎が言った』だけで、その言葉に価値があるように感じてしまうから、不気味だった。

「……ずっと、言わなくても伝わっていると思い込んでいた。幼なじみという立場に俺は驕っていたんだろうな……しほなら分かってくれているって、勘違いしてたんだ」

　違う。霜月さんは言葉にしなくても気持ちを汲み取ってくれる、感受性の鋭い人だ。

　しかし竜崎は、自分の都合がいいように事実を捻ねじ曲げる。

「バカだよ、本当に……俺にとってしほは特別な存在だったけど、しほにとって俺は別にそうでもなかった。だからしほは、俺のことをよく知らなくて、好きになるなんてこともなかったんだ」

『理解した上で嫌われたわけじゃない。しほは俺のことをまだ知らないから、好きになってくれていないだけ』

　竜崎の中ではそういうことになっているようだ。

「しほは気の弱いところもあるし、積極的じゃないから……他人の勢いに押されることがあるよな。だから……あいつの強引な告白を、ついつい意識してしまったんだろ？　断ったことを申し訳なく思っていたんだろうなって……俺には分かっている。そのせいで無視できなくて、最初は嫌々構ってあげてたんだよな」

　……あいつとは、間違いなく俺のことだろう。

「今までは、しほに絡む悪い虫はみんな俺が追い払っていたけど、あいつは狡こう猾かつで、俺の監視をごまかしたから」

　あくまで、霜月さんが俺を慕うようになったのは、偶然だと言いたいのだろうか。

　そうだとしたら……あまりにも、思い込みが激しすぎる。

　でも、それを訂正する者はこの場に誰もいない。

　だから竜崎の話は『事実』として周囲に認識されていくのだ。

「気付いた時には、もう手遅れだった。しほは俺じゃない人間を選ぼうとしていた……幼なじみとして、ショックじゃなかったと言えば、ウソになる。あいつに笑いかけるしほを見ていると、胸が痛かった。俺は負けたんだ──って、ふてくされていたよ」

　そのままでいてくれたらどんなに良かったか。

　まぁ、主人公様がそのままでいてくれるはずなんて、なかったわけで。

「そんな時、とある人に『今の俺はかっこ悪い』って言われたんだ。普段の俺はもっとかっこいいし、素敵だよ──って、嬉しい言葉をかけてくれた。まさかその人が、俺のことをそんな風に思ってくれているとは思わなくて、びっくりした」

　そして、次に語られたのは梓あずさの『告白』のことだった。

「その時に気付いたんだ。人間って言葉にしないと想いは伝わらないんだな──って。つまり、俺の想いはしほに届いてなかったから、ちゃんと告白することを決意したんだよ。うん……俺は負けたと思い込んでいたけど、実際は勝負すら始まっていなかったわけだな。その状態で諦めるなんて、俺らしくないってその子も言うと思う」

　……なるほど。

　竜崎。お前は梓の精一杯の告白を、そんな『美談』に仕立て上げたのか。

　梓の気持ちなんて考慮しないその思考が、不気味さを感じさせるほどに異様である。

「正直、遅かったことは分かってるんだ。しほの心は既に傾いている……というか、今更あいつに失礼だと思ってるだろ？　でも、恋愛ってそういうものだから、ちゃんと俺の気持ちも受け止めてほしいんだ」

　それから、竜崎の告白は酷い展開を見せた。

「今、答えを聞かせてほしい……ダメなら、これから俺のことを好きになってもらえるように努力する。だけど、もし俺の想いを受け入れてくれるなら──幼なじみではなく、恋人になってくれないか？」

　答えはどちらにせよ、今後の竜崎は霜月さんに対して積極的になる。

　自分のことを好きになってもらうために、アプローチを仕掛けるということだろう。

　そうすればきっと、霜月さんが竜崎を好きになると疑っていない。

　でも、彼女は竜崎のことをちゃんと知っている。その上でお前のことを避けていた。

　だから、ちゃんと否定して、断って、迷惑な竜崎の行動を制止したいはずだ。

「…………」

　しかし、霜月さんは何も言い返せていなかった。

　ただただ無言で、瞬まばたきすらできない中、無表情で竜崎の言葉を聞いている。

　たぶんだけど……人見知りしていない時の彼女なら、今の言葉は全て否定していたと思う。それができないのは、この状況がおかしすぎるからだ。

　こんなにも多数の目にさらされた彼女が、言い返すなんてできるわけない。

　たぶん、これすらも『ご都合主義』の仕業なのだと思う。

　だって、彼女がまともなら竜崎の告白が断られて、それで終わりなのだ。

『竜崎龍馬のラブコメは終わらない。そのまま、引き延ばす』

　そんな意思があるような気がしてならなかった。

　たとえば、霜月さんが何も言えないままだったとしよう。

　その後、霜月さんは竜崎の苛烈なアプローチを受けることになるはずだ。その過程で、ジワジワと毒に冒されるみたいに思考が書き換えられていき、やがて竜崎のことを好きになる──そんなシナリオになってもおかしくなかった。

　果たしてその先に霜月さんが幸せになる未来が待っているのか。

　……残念ながら、俺にはそう思えなかった。

　だって竜崎は、霜月さんをまったく理解していない。自分の認識でしか物事を考えられない自分勝手な人間と一緒にいて、幸せになれるとは到底思えない。

（止めないと……このままで終わらせたら、ダメだ！）

　それは分かっている。でも、体はやっぱり動いてくれない。

　何かに押しつぶされるような感覚は、時間を増すごとに強くなっていて……それがまるで、竜崎の主人公性の強さと連動しているように思えて、挫くじけそうだった。

（くそっ！　やっぱり俺には、何もできないのか……？）

　──モブキャラにしては十分がんばった。

　──もう、苦しいことなんてするな。

　心の中にいる他人事の自分がそう言っている。

　そいつは、ずっと俺の人格を支配していた『モブキャラ』の中なか山やま幸こう太た郎ろうだ。

　今までと同じように、こいつの言う通りにすれば楽な道を進める。

　でも、そんなのイヤだ。

　だって、霜月さんと出会ってしまった。

　彼女と過ごした時間の楽しさを味わってしまった。

　もう、虚しい孤独なあの時には戻りたくない。

　だから──動け！

（────っ）

　そうやって、物語の強制力に抗っている時だった。

　ふと、霜月さんの顔が目に入った。

　そして、その唇が微かすかに動いていることに、気付いた。

　もちろん距離があるので声は聞こえない。でも、その動きは……不思議と、彼女の思いを俺に伝えてくれた。

『中山くん』

　俺の名前が、ひたすら繰り返されている。

　その瞬間、不意に体の力が抜けた。

「……うん、聞こえたよ」

　霜月さんほど耳がいいわけじゃない。

　でも、ずっと彼女を見ていたから、分かった。

　霜月さんは俺に助けを求めていた。

　この状況で、一番に俺のことを頼りにしてくれている。

　俺に、期待してくれているのだ。

　だから……応えたいと思った。

　それと同時に、自分が異常に力んでいて、そのせいで体が思い通りに動かなかったことを理解する。

　またしても俺は物語の『奴隷』になっていたようだ。

　自分で自分を勝手に動けなくして、竜崎の都合がいいように動こうとしていた。

　でも……霜月さんが、そんな俺を変えてくれたのだ。

「待ってて。ちゃんと、助けるから」

　舞台に届くわけがないほどに小さな声で、そう囁く。

　でも、耳のいい霜月さんは……ハッとしたように、俺の方を見てくれた。

　空色の瞳が見えると同時に、体に活力がみなぎってくる。




「──バカバカしい。こんな告白、許されると思ってるのかよ」




　そして俺は、ついに声を上げた。

　あまり大きな声ではなかった。

　でも、静寂に包まれている中、場違いな言葉はやけに大きく響いたのである。

　──カチッ。

　頭の中で、音が鳴る。

　それは、自分のキャラクターを切り替えるスイッチだった。

　どうやら俺は、何もできない『モブキャラ』でいることをやめたらしい。

　竜崎龍馬。物語には、バッドエンドという結末があることを知っているか？

　ヒロインたちを不幸にしかできないお前のラブコメに、ハッピーエンドなんて似合わないよ。そんなの絶対に、俺が許さない。

　そのためなら『モブキャラ』じゃなくてお望み通りの『敵キャラ』として、お前のラブコメを阻んでやろう──。





◆






　彼女を守るためならば、俺は何だってできる。

　たとえ、物語をぶち壊す『悪役』にだってなれるのだ。

「竜崎。お前は本当に卑怯な人間だよ……こんな告白、本当に最低だ」

　ゆっくりと、舞台に向かって歩みを進める。

　一方、告白の邪魔をされた竜崎は、しかし好戦的に笑っていた。

「やっぱり出てきたか。中山、お前が黙って見ていてくれるわけないと思ってた。どうだ？　焦っているか？　勝ったと油断していたら、俺がこんな大胆なことをしたから、慌てているだろ？」

　勝ち誇った顔をしているところ悪いけど、問題はそこじゃない。

「……なぁ、どうしてこんな状況で告白なんてするんだ？　お前、霜月さんのことが好きなんだろ？　だったら、ありえない」
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　ステージに上がって真っ向から竜崎を睨みつける。

　当然、観客となっている生徒たちは『いいところで邪魔をするな』と俺に怪け訝げんそうな視線を送っていたけど、それは無視した。

　ただただ俺は、霜月さんを守りたかったのである。

「はぁ？　さっきからなんだよ……お前が何を言いたのか、分かんねぇよ。告白なんて、いつどんな状況でしたって同じだろ？　みんなの前でしたのは、それくらい俺が本気だという覚悟を見せたんだよ」

「そうやって、竜崎はいつも自分のことばっかりだよな。独りよがりで、相手のことなんて考えずに、お前が気持ち良くなることしか思いつくことができない」

「……俺の告白で動揺してんのか？　さっきから意味不明だぞ。おいおい、負けそうだからって焦ってないで、もうちょっと冷静になれよ」

「違う。そういうことじゃないんだ……そうやって自分の視点でしか物事を見られないからお前は、いつも他人を傷つける……なぁ、気付いてくれよ。お前の大好きな人間が、今どんな顔をしているのか……竜崎には、見えないのか？」

　そう言って、霜月さんの手を握った。

「────っ」

　その瞬間だった。

「ひぐっ……ぅぐっ」

　ずっと無表情だった彼女は……俺の手に触れた途端、大粒の涙をポロポロとこぼした。

　何かを俺に言おうとして、しかし嗚お咽えつがそれを邪魔している。涙も止めどなく溢あふれていたので、今は何も言わなくていいと、俺は彼女の背中をさすってあげた。

　こんなに泣きじゃくるくらいに霜月さんはおかしくなっていたのだ。

「しほ？　な、なんで……泣いてるんだ？」

　こんなに素敵な子が涙を流している姿は、見ているだけでとても心が痛くなる。

　竜崎はもちろん、俺もそうだし、それから……会場のみんなも痛ましそうに目を細めていた。

　この瞬間、流れが変わった。

　最初は俺という異分子が割り込んできたことで、困惑する空気が漂っていた。

　でも、やがてそれは霜月さんに対する同情へと変化していく。

　同時に、ただただ竜崎を肯定するような異様な空気さえも、壊れ始めていた。

「どういうことだ？」

「霜月さん、泣いてる……？」

「な、なんかこれ、おかしくないか？」

「いや、告白っていう空気じゃなくない？」

　一斉に、場が動き出す。

　その最中、再びこちらに注意を集めるために、再度声を上げた。

「竜崎にとっての告白は『見世物』なのか？　たとえば、告白される女の子が、極度の『人見知り』で、他人の気配がするだけでびくびくしちゃうような女の子かもしれないということを、想像したりできなかったのか？」

　彼らにも語りかけるように、俺は言葉を繋げる。

　どうせだったらみんなにも伝えたかった。

　霜月しほという女の子が、ただただ綺麗なだけの女の子ではないことを……彼女はたしかに特別だけど、同時に『普通の女の子』でもあるのだと、知ってほしかった。

「霜月さんは、そういう女の子なんだ……だから、こんなことしないでくれ。どうして幼なじみなのに、そんなことも分からないんだ？　見世物みたいに告白されて、この子がまともでいられるわけないだろ？」

　鈍感なままでは、許さない。

　ご都合主義で片付けるような真似はさせない。

　誰もそれをとがめる人間がいないのなら、俺がそれをやる。

　モブキャラには不相応な行為だとするなら、敵キャラにだってなる。

　霜月さんを守れるのなら……竜崎、お前のラブコメに俺は抗うよ。

「っ……中山くん、ごめんね。あのね……えっとねっ」

「何も言わなくていいよ。ほら、深呼吸して……大丈夫。あとは全部俺がなんとかするから……俺の後ろに、いてくれるだけでいいから」

　何かを言おうとする彼女を遮って、安心させるために笑いかけてあげる。

「……うん、わかった」

　そうすると、霜月さんは俺の背中に回り込んだ。それから何やら俺のジャージの裾でごそごそと何かをしている。ふと気になって見てみると、涙と鼻水を拭っていた……って、おいおい。

　こんな時なのに天然な霜月さんを見ていると、ついつい笑いそうになってしまう。

　でも、まだ油断するのは早いので、気を引き締めて再び竜崎の方に視線を移した。

「しほが、人見知り？　気が弱い？　いやいや、そんなこと……ありえないだろ。だってしほは、無口で、一人が好きで、他人になんて興味がない、孤高の存在で……だから俺にも振り向かなかったし、他人としゃべることも、嫌悪していた。そういう女の子じゃ、なかったのか……？」

　竜崎はまだ自分の勘違いにすがりつこうとしていた。

　でも、その発言に説得力はない。

　その思い込みが『誤解』だったことを、霜月さんの涙と態度が証明しているのだから。

「……そうやって、お前はいつも自分に都合よく解釈してばっかりだな。霜月さんが無口？　一人が好き？　他人に興味がない？　そんなことないよ……彼女はオシャベリだし、友人という存在に憧れを持っていたし、他人に対していつも興味津々だった。ただ、気が弱くて人見知りだから、一歩踏み出す勇気が出なかっただけだよ」

　この際なので誤解をすべて訂正しておく。

「だ、だったら、どうして俺に冷たかったんだ!?　他人に興味があるなら、友人がほしかったなら、オシャベリがしたいんだったら、俺がいたのに！　幼なじみで、誰よりもしほのことを分かっている俺を、どうしてしほは受け入れてくれなかったんだ!?」

「これだけ言っても分からないのか？　……そんなの、決まってるだろ」

　不意に、笑みがこぼれた。

　無意識だった。どうすれば竜崎に霜月さんの気持ちを伝えられるのか考えた結果、俺がたどり着いたのは『嗤わらうこと』だったのだ。

「霜月さんは、お前の本質を見抜いていたんだよ。自分勝手な性格、他人の気持ちを理解しようとしない横柄さや、押しつけがましい善意、自分なら好かれていて当然と思い込んでいる傲慢さ、他人の優しさに気付かない鈍感さも、女の子相手にだけ手当たり次第に優しくする女たらしな部分も……そういった、自分の行動に無責任で独りよがりなところが、彼女は『苦手』だったんじゃないか？」

「あ、ありえない……だって俺は、しほの幼なじみでっ──」

　そんなの関係ない。

　主人公様お得意の『勘違い』は許さない。

「──幼なじみだからって、仲が良い理由にはならない。霜月さんにとってのお前は、ただ幼いころから知っているだけの他人なんだよ……いいかげん、その事実を受け入れろよ」

　ハッキリと言葉にしておくことで、竜崎の逃げ道を塞いでやった。

　さすがの主人公様も、やはりそれらの『真実』には傷ついたようだ。

「ウソだ……ウソだ、ウソだ、ウソだっ!!」

　叫び、血走った目で俺を睨む。

　しかし、その視線も一瞬のことだ……あいつはこちらを見るたびに、俺の後ろに隠れている霜月さんを見てショックを受けることになる。

　彼女に選ばれたのは自分ではないということを思い知るのだ。

「クソ……！　俺が、先に出会ったんだぞ!?　俺が、一番最初に好きになったのに……俺から、しほを奪うなよ……ちくしょうっ」

　負け惜しみの言葉が静かな会場に響き渡る。

　そんな竜崎は見ていられないくらいに……かっこ悪かった。

　ふぅ……これでどうにか、竜崎龍馬の被っていた化けの皮をはがすことができた。

　覚醒した直後のことで悪いが、お前にはただの『竜崎龍馬』に戻ってもらう。

　そうじゃないと、こいつは霜月さんを諦めない気がしたのである。

　勘違いすることも、気付かないことも、ごまかすことも、許してはならない。

　しっかりと『霜月しほは竜崎龍馬を特別に思っていない』と認識させなければいけなかった。

　そのために、もう一つだけ竜崎龍馬から取り除く必要のあるものがあった。

　それは──梓によって増長した竜崎の『自信』である。

　あいつを変えるはずだった梓の愛情は、しかし竜崎龍馬の主人公性を覚醒させるための『ドーピング剤』となった。

　それが邪魔だったのだ。

「なんで、お前なんだ？　どうして、そんな地味で目立たないモブのくせに、しほの『特別』になれたんだ！　……俺の方が、絶対にしほに相応ふさわしいのに」

　ほら、この期ごに及んでこいつはまだ納得できていない。

「しほも、どうして振り向いてくれないんだよ……俺、しほのことが好きだったから、他の女の子に誘惑されても、ずっと我慢してきたんだぞ？　何度も心を揺さぶられたけど、いつも寸前でしほの顔が頭に浮かんで、我慢してきたのにっ。しほだけが、俺にとっては特別だったのに……」

　その言葉に俺はついに耐え切れなくなってしまう。

　思わず、声を上げて笑ってしまった。

「ははははっ！……バカバカしい。お前を好きな女の子が本当に可哀想だ。傍はたから見てて、同情するよ。あんなに一生懸命、大好きって想いを伝えているのに、お前は見て見ぬふりをしてばかり。彼女たちの想いを裏切り、踏みにじり、足蹴にして、報いる努力もしない。そんな竜崎が、一途？　……ふざけるなよ」

　脳裏には、義理の妹の顔が浮かんでいた。

　俺の大切な家族を傷つけたこいつを、俺は絶対に許さない。

「っ……一途は、一途だろ！　俺は、他の女の子に告白されても、しほだけを好きで居続けた！　だから、俺はこの告白を成功させないといけないのに……じゃないと、告白してくれたあの子に、合わせる顔がないっ」

　いや、それは違う。

「……その告白に報いたいなら、あの子を受け入れれば良かっただけだろ？　断ったことを美談のように語るな。傷つけたことを肯定するな。合わせる顔がない、だと？　お前はもう、今までのあの子と顔を合わせることなんて、できなくなったんだよ！」

　もう、梓を理由に愚かなことを発言するのは、やめてほしかった。

　自分のことしか考えないくせに、その理由はいつも他人に求めてばかり。

　今回の告白も、梓の告白がなかったらどうなっていただろう？　あの子が竜崎の自信を増長させなければ、今頃こいつはふてくされたままでいたかもしれない。

　少なくとも、こうやって舞台に立って告白なんて傲慢なことはできなかっただろう。

「気づけよ。あの子は、お前が告白を断った時、どんな顔をしてた？　笑ってたか？　本当にそう見えたか？　さっきの霜月さんみたいに、泣きそうな顔をしていなかったか？」

　まだ、頭の中には梓の泣き顔がこびりついている。

　痛々しいその姿を、俺はもう二度と忘れることはできないだろう。

「見たくないものから目を逸らすのはやめろ。竜崎、お前のせいで傷ついた子がいることを、忘れるな。本当に、心からあの子の告白が嬉しかったなら……それ以上、あの子の気持ちに泥を塗るのは、やめてくれ」

「……っ」

　きっと、今の竜崎は気付いている。

　自信を失い、失敗したことを自覚している今なら、分かるはずだ。

　梓が泣きそうな顔をしていたことだって、思い出すことができるだろう。

　だから何も言えずに、うなだれることしかできなくなったのかもしれない。

　これでもう、主人公様の覚醒は終わりに見えた。

　梓の告白というドーピングの効果は切れて、元通りの『竜崎龍馬』に成り下がる。

　さぁ、そろそろ終わりにしよう。

　竜崎龍馬……お前のくだらないラブコメにはうんざりだ──。





◆






　梓の告白で自分に自信を持った主人公様は、未熟な自分を乗り越えて覚醒した。王道のシナリオ通りに物語が進んでいれば、このままハッピーエンドに向かうはずだった。

　きっと、今日という転機を経て、竜崎龍馬は大きく飛躍できたはずだろう。

　メインヒロインである霜月さんをはじめとして、今はまだ関係性が曖昧なままのサブヒロインたちを続編で次々と攻略していったはずだ。

　だが、そんなこいつを邪魔したのは、モブキャラでしかなかった人間だった。

　中山幸太郎。

　つまり俺は、竜崎龍馬にとって唯一の誤算である。

　そうして、物語は破綻した。

　途中までなんとか形を保っていた竜崎龍馬のハーレム物語は……俺という異分子によって、ぶち壊されてしまったのである。

「いや、でも……こんなの、違う……っ!!」

　だというのに、竜崎はまだ抗おうとしていた。

　諦めの悪さは筋金入りだ。俺程度の言葉で終わりになんかしたくないのかもしれない。

　だから、このくだらないイベントに幕を下ろすのは、やっぱり彼女が相応しいのだろう。

「──ありがとう、中山くん」

　少し時間が経って、ようやく霜月さんも落ち着いてくれたみたいだ。

　ずっと俺の後ろに隠れていたけど、意を決したように前に出てきた。

「もう、大丈夫よ……心配させちゃってごめんね？」

　霜月さんは俺の手をそっと握って、今度はしっかり竜崎と対峙した。

「後は、わたしが言わないといけないから」

　覚悟を決めた霜月さんは、いつも通りの彼女だった。

　これならもう俺の助けは要らないだろう。だから、見守ることにした。

「あの、竜崎くん……」

　やっぱり竜崎が相手だと少しだけ緊張するようで、声量も小さい。

　しかし、がんばってふり絞られた声は、きちんと竜崎にも届いていた。

　これでは「え？　なんだって？」と、聞こえないふりなんてできないだろう。

「し、しほ……？」

　竜崎は、びくびくしている。

　しかしどこか期待するような目で霜月さんを見ていた。

　まだ、彼女本人の口からは、何も言われていない。

　だから、わずかだが大逆転の可能性がある──と、そう言わんばかりに。

　もちろん、そんな展開はありえなくて。

「竜崎くん。あなたの気持ちは、理解したわ……その上で、どうか聞いてほしいの」

　恐らく、この物語で初めて、メインヒロインの本音が主人公に語られた。

　いや、竜崎のラブコメにおける『メインヒロイン』の言葉ではなく、『霜月しほ』としての想いが、紡がれたのである。

「幼いころから、あなたは色々な人に愛されていたけれど……一度も、その愛情に感謝している竜崎くんを見たことがないわ。わたしはそれが、とても寂しいと思うの。だって、わたしがもしあなたを大好きだったとしたら……もっと、ちゃんと向き合ってほしいと思うはずだから」

　それはもしかしたら、竜崎を愛した全ての『ヒロイン』の代弁かもしれない。

　霜月さんがもしも竜崎を好きになった物語があったとするなら、彼女は竜崎に満足することがないと、断言した。

「自分だけじゃなくて、もっと他の人を思いやれるようになることを願うわ」

　独りよがりな竜崎にできないことは、彼女にとっても一番に大切なものなのだ。

「そうすればきっと、竜崎くんが奏でる音も綺麗になるはずだから」

　でも、そうじゃない今──霜月さんにとって竜崎は、好きになれない存在である。

「わたしはあなたの想いを受け取れない」

　そうして、霜月さんが自らの手で終わりを突きつける。

「……ずっと昔から、あまり好きではなかったの。今まで、言ってあげられなくてごめんなさい」

　本人に言われては、さすがの竜崎も受け入れざるを得なかった。

「────っ」

　何も言わずに、あいつは舞台を降りる。

　そのまま誰もいない方向へとふらふら歩いて行った。

　そんな竜崎を追いかける人間は、もういない。

　さっきは梓が追いかけてあいつを勇気づけてあげたけど。

　他のサブヒロインたちですら、もう竜崎龍馬を救うことは難しいと思ったようだ。

　これが、ハーレム主人公の末路だ。

　想いを裏切り、踏みにじり、気付かないふりをした結果……愛想をつかされてしまったのである。

　……かくして、竜崎龍馬のラブコメが終わった。

　想定されていたであろうプロットよりもあっさりと、竜崎龍馬によるハーレムラブコメが幕を閉じる──。
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　ステージを降りて、やってきたのは倉庫と思わしきプレハブの並ぶ敷地だった。

　キャンプファイヤーの行われた広場から少し離れているおかげか、人の気配もない。

　ここでようやく、俺たちは肩の力を抜くことができた。

「はぁ……なんだか疲れちゃったわ」

　ため息をついて、霜しも月つきさんは空を見上げた。

　ほんの少しだけ青みがかった満月に彼女は目を細める。

「まさかこんなことになるなんて……あーあ、たくさん泣いちゃったわ」

　月明かりに照らされる彼女は、赤くなった顔を隠すように両手で顔を塞いでいた。

「……ねぇ、今のわたしってブサイクじゃないかしら？　泣きすぎちゃって目と鼻が赤い気がするのっ。こんな顔、中なか山やまくんに見られるなんて恥ずかしいわ」

「……変じゃないよ。霜月さんがブサイクなんて、思ったことないなぁ」

　一息いれたおかげで気が抜けているのか、俺は普段あまり言わないようなセリフを口にしていた。

「霜月さんって、物語のお姫様みたいで……手の届かない高嶺の花にも見えるけど、オシャベリしてみると親しみやすくて、ニコニコとした笑顔が素敵で……ちょっとわがままな部分もあるけれど、そういうところも含めてすごくかわいいと思う」

　ずっと思っていたことを伝えると、彼女は面白いことにもっと赤くなった。

「……だ、ダメよ、そんなこと言ったら。今度は嬉しすぎて真っ赤になっちゃうじゃない。中山くんは、本当は意地悪なのかしら？」

　そんなことを言ってはいるけど、満更でもないのだろう。

　唇がもにょもにょと動いていて、にやけ顔が隠しきれていなかった。

「ううん、ウソ。中山くんはとっても優しいわ……意地悪なんて、ありえない。だって、わたしを助けてくれたもの。本当に、ありがとうね？」

　そう言って、霜月さんは身を寄せてくる。肌と肌がこすれて、少し熱い体温が俺にまで伝わってきた。つられるように、俺の体も熱くなってくる。

　鼓動も急に速くなってきた。そんな俺に、霜月さんは静かに語り続ける。

「あの時、頭が真っ白だったの……何をすればいいのか分からなくなって、体が思うように動かなくなった。わたしは、あまり人前に出ることが得意じゃないから……みんなの視線が、怖かった。色んな音が頭の中で響いていて、パニックになりそうだったわ」

　あの時……霜月さんは、竜崎に告白されても自分の意思をしっかりと伝えることができなかった。

　それくらい彼女は苦しんでいたのだろう。

「でも、中山くんの声が聞こえて……あなたが隣にいてくれたから、怖いものが怖くなくなったの。中山くんはわたしの恩人よ？　助けてくれて、ありがとう」

　心からの笑顔が俺に向けられる。

　モブキャラでしかなかったこんな人間に、霜月さんは特別な表情を見せてくれる。

　いや、この子は俺のことをモブキャラとは思っていないのだ。




「中山くんは、わたしにとっての『主人公ヒーロー』だわ！」




　……そう言ってくれる少女は、たぶんこの世界で霜月さん一人だけだ。

　本当に、嬉しかった。ともすれば泣きそうなほどに、救われた気分だった。

　ずっとずっと、自分に自信が持てなかった。

　親しかった少女たちに失望されて、疎遠になって、自分自身が嫌いになった。

　いや、そのずっと前から……幼いころから俺は、自分のことをそんなに好きじゃなかったのだろう。だから霜月さんの言葉は、いつもいつも俺を癒してくれていた。

　ありがとうなんて、とんでもない。それはこっちのセリフである。

　俺なんかを認めてくれて、ありがとう。

　俺なんかを選んでくれて、ありがとう。

　俺を、主人公にしてくれて……ありがとう。

　──この気持ちを伝えるために、俺はいったい何をすればいいのだろう？

　霜月さんだけの主人公として、俺は何をするべきなのだろう？

　そんなことを考えた時だった。

　──カチッ。

　不意に、スイッチが入った。その瞬間、俺は霜月さんの『主人公』として、何をするべきなのかを瞬時に思い付いた。

（そうだ……告白すればいいんだ）

　根が卑屈な俺だって分かるくらいに、霜月さんは好意を伝えてくれている。

　だったら、その想いに報いてあげたいと、そう思ったのだ。

　主人公なのだからこれくらいやって当然である。

「霜月さん。俺は、君のことが──」

　だから言おうとした。好きだ、と……そう伝えようとして。

　でも、霜月さんにはやっぱり全部お見通しだった。

「──ダメッ！」

　不意に告白が遮られる。

　気付いた時には、俺の口が彼女の小さな手で塞がれていた。

「中山くん……わたしと二人の時だけは『音』を変えるのはやめて」

　……彼女は、俺が自分のキャラクターを切り替えていたことを、持ち前の鋭い聴覚で感じ取っていたのである。

「わたしは、ありのままのあなたがいいわ。弱くてもいい。情けなくてもいい。かっこ悪くてもいいの。そのままの中山くんが、わたしにとっての一番だもの」

　その言葉がやっぱり俺を助けてくれる。

　おかげで、いつの間にか切り替わっていたスイッチも切れていた。

　そんな俺に霜月さんはたくさんの言葉を続けてくれた。

「無理しなくていいんだからね？　わたしの前でだけは素直なあなたでいて……焦らなくてもいいの。わたしの期待に応えようとしてくれるのは嬉しいけれど、そんな『受身』の感情で、わたしはもう満足できないんだから」

　……言われて、ハッとさせられた。

　俺が今やろうとした『告白』は、霜月さんにとってものすごく失礼だったと、彼女が教えてくれたのである。

「中山くん、あなたの想いは本当に心から思っていることかしら？　中山くんは……人を好きになるってことを、どういうことかちゃんと理解しているの？」

「……それ、はっ」

　その発言で、答えに詰まった。

　もう一度、自分のことをよく考えてみる。

　霜月さんのことは好きだ。

　でもそれは霜月さんの思う『好き』と、果たして一緒なのだろうか──と。

「前から思っていたのだけれど……中山くんって自分に自信がないように見えるわ。だから、あなたは自分を愛していないような気がする。そんな状態で、他人を好きになれるのかしら？　わたしのこと……本当に、好きになってくれているの？」

　……ああ、そうだ。確かに俺は自分が嫌いだ。

　そんな状態で言う『好き』という言葉にはたして価値はあるのだろうか。

　俺の言葉に、重みはあるのだろうか。

「わたしは、適当な『好き』という言葉に満足なんてしないわ。好きになってくれたから、好きになる──なんて、妥協されたみたいで物足りないもの」

　受動的な『好き』ではなくて。

　能動的な『好き』を霜月さんは求めている。

「だからね、急がなくてもいいわ。わたしの気持ちに応えるために、違う中山くんにならなくてもいいの。どうか、中山くんがしっかりと自分を好きになるまで……わたしの気持ちも、ちゃんと理解できるようになるまで、そばでゆっくりと待っているわ」

　もし、ここで霜月さんと付き合えたとしたら、物語としては綺麗なハッピーエンドになったのかもしれない。

　だけど、霜月さんは『綺麗な起承転結なんて要らない』と言っている。

　そんなどうでもいいことは気にしていなかった。

　彼女が真に願っているのは……俺と、それから彼女自身の『幸せ』なのかもしれない。

「先に言っておくけれど、わたしは中山くん……じゃなくてっ。こ、幸こう太た郎ろうくんのことが、す……好きだからねっ？」

　霜月さんが一歩、俺より先に道を進んだ。

　モブキャラの中山幸太郎には踏み出せない一歩を、霜月しほという少女は歩んでみせてくれたのだ。

「告白の答えは、幸太郎くんがちゃんと自分を好きになれた後にもらうわ」

　その場所で、俺が追い付くのを待ってくれている。

　中山幸太郎が成長することを、信じてくれている。

　だから、俺も……彼女に追いつくために、勇気を振り絞った。

「──しほ。ありがとう……がんばるよ」

　他人行儀にではなく、親しい人の名をそのまま口にした。

　彼女に比べたら小さな一歩だ。しかしそれだけでも、霜月さん……じゃなくて、しほはとても喜んでくれた。

「うんっ。がんばって、幸太郎くん……ずっとずっと、待ってるからね？」

　それから彼女は、そっと俺にもたれてきた。

「……ようやく、ちゃんと名前で呼び合えるようになったわ。ちょっと恥ずかしいけれど、やっぱりとても素敵ね？」

　少しためらいがちにではあるけれど、しほが静かに抱き着いてくる。それを受け止めると、彼女は力を抜いて俺にもたれてきた。

「ん〜！　幸太郎くんの心臓、とってもドキドキしてる！　でも、なんだか本当に落ち着くわ……まるで、前も同じ──って、ぁ」

　それから、彼女は何かを思い出したかのように、ぽかんと口を開けて俺を見上げた。

「……どうかした？」

　何事かと気になったけれど、しかし彼女に答える気はないみたいだ。

　何かを匂わせるようにニンマリと笑ってから、再び胸に顔を埋うずめてくる。

「別に、なんでもない」

　それから、もう一度俺を抱きしめて、こんなことを言ってくれるのだった。

「幸太郎くん……わたしのこと、これからもどうぞよろしくね？」

　その言葉を、否定する理由なんてなかった。

　もちろん、これからもどうか一緒にいてくれると嬉しいよ──。
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霜月さんはモブが好き







　七月初旬。本格的な夏が顔を出したこのころ、登校前の彼女は自分の部屋で昔のアルバムを広げていた。

「……ふふっ」

　含むような笑みを浮かべながらアルバムのページをめくる彼女は、はたから見ると少し気味が悪い。

　しかし、それくらい上機嫌になってもおかしくない人物が、このアルバムに登場している。たった三枚、しかも写真のはしっこに偶然登場しているだけだが、それでも確かに彼はそこにいて、しほはここのところ度々それを眺めていた。

　宿泊学習から既に一カ月が経過している。

　それはつまり、彼女がこの事実に気付いて一カ月が経過した、という意味でもあった。

（なんだかおかしいと思っていたわ……教室で初めてオシャベリしたあのころからずっと、わたしは彼に緊張しなかったもの）

　ずっと不思議だった。

　他の大抵の人間を前にすると緊張してしまう彼女が、しかし彼の前でだけは最初から素の自分でいられたのである。

　ただし、それは単なる偶然だと思ってさほど深く考えることはなかった。

　彼は元々そういう人間なのだと思っていたが……宿泊学習で抱き着いた際、その胸に直接耳を当てて心音を聞いてから、彼女はその『音』の記憶を思い出したのである。

（わたしは、彼の音を知っている）

　先天的に聴覚の鋭い彼女だからこそ覚えていたその音は、しほが生まれて間もない時にずっと聞いていた音だったのである。

「あなたはずっと、昔から隣にいてくれたのね……幸こう太た郎ろうくん」

　そう呟いて、幼少期のアルバムに映る赤ちゃんにそっと触れた。

　そこには、赤ちゃんのころのしほと、彼女を抱く母親がいて……その端っこに、ベッドで静かに眠る赤ちゃんがいた。

　もちろん幼いころの写真なので、しほも当時のことはほとんど覚えていないが、唯一記憶しているものがあった。

　それこそが、彼の……幸太郎の『心音』だったのである。

（懐かしいなぁ。わたし、あの音をずっと聞いてたわ）

　新生児室でもベッドが隣り合わせで、母親同士の病室もどうやら同じだったらしく、昼も夜も幸太郎とはずっと一緒だった。

　だから、大きくなっても彼の音を体が覚えていたのだろう。その心音を聞いて緊張するわけがなかった。

　むしろ、心を落ち着かせてくれる懐かしい音でもあるので、幸太郎の前でだけしほはありのままの自分でいられたのである。

「……あ、もうこんな時間だわ」

　最近、朝はついついアルバムの写真を見てしまって、登校するのが遅れそうになる。

　慌てて家を飛び出した。

　足早に学校へ向かっていると、その道中でやっぱり多くの生徒たちに見られてしまい、彼女の視線は下がってしまう。

（ま、まだ慣れないわ……やっぱり緊張しちゃうっ）

　未だに、一人だと他人の視線が苦手だが。

　しかし、教室に辿り着いて、彼の顔を見たらたちまちに緊張がなくなるのだ。

「おはよう、しほ」

　小さな声で、それでいて嬉しそうに言葉をかけてくれる幸太郎を見ると、しほは無意識に頬を緩めてしまう。

　宿泊学習以降、幸太郎としほは教室でも話すようになった。おかげで彼女はとても充実した学校生活を送るようになっていた。

「うん、おはよう……幸太郎くん！」

　軽い足取りでスキップするように歩み寄ると、再び彼の心音が聞こえてきた。

　トクン、トクンッ──と聞こえる幸太郎特有の音は、やっぱり赤ちゃんのころに聞いていた音と同じものである。

（幸太郎くんは、わたしと『幼なじみ』って知ったら、どんな顔をするのかしら？　面白い顔になってくれるかなぁ）

　その時の驚いた顔が見たくて、真実を打ち明けたい気持ちもあったが。

（でも、過去なんてどうでもいいわ。大切なのはこれからだもの……そのために、焦ったらダメだわ。ゆっくり、幸太郎くんといっぱい仲良くなって、それでいつか……もっと素敵な関係になれたらいいのに）

　彼女は、幸太郎との関係を大切にしようと決めていた。

　失敗を回避するために、だからこそあえてしほは答えを急がなかったのである。

「……どうかした？　急に黙ったけど、もしかして寝不足？　あ、またゲームばっかりして夜更かししたとか？　ダメだよ、ちゃんと夜は眠らないと」

「ま、ママみたいなこと言わないで！　たしかに夜はあまり寝てないけれど……でも、ちゃんと授業中に眠るから寝不足にはならないわ」

「それはそれで問題だと思うけど」

　いつものように軽く雑談を交わしてから、しほは自分の席へと向かった。

　ふてくされたように頬杖をついている竜りゅう崎ざき龍りょう馬まの隣に座る。彼は宿泊学習以降全く話しかけてこなくなったので、最近はとても落ち着いた学校生活を送れていた。

（このままでいいわ）

　朝、窓の外を眺めながら彼女はこんなことを祈る。

（幸せすぎなくていいから……幸太郎くんと一緒に、普通の幸せが手に入りますように）

　しほは多くは求めない。

　メインヒロインという立場にありながら、普通の幸せでいいと思っている。だからこそ、彼女が選んだ相手は、主人公ではなかった。




　──霜月さんは、モブが好き。




　彼女が運命を感じた人は、普通のありふれた人間で……しかし、他人のことを一番に思いやれるような、優しい人である。

　ともすれば、面白みがないとも言えるが、彼女はそういうところを好きになった。

　ドラマチックな展開も、ロマンチックなシーンも、そんなものすべてどうでもいい。

　二人の物語に山も谷も要らない。

　ただただ、穏やかな幸せだけを望んでいる。

　その速度は普通の恋愛と比べてもゆっくりかもしれない。

　だけど、それでいい。

　いや、それが良いとしほは思っているのだから。

　こうして、卑屈なモブキャラによる物語が終わり、幸太郎としほによる退屈な日常が始まった。

　そんな二人の未来は、もしかしたら『駄作』と評されてもおかしくない話になるのかもしれない──。
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とあるクリエイター（自称）の独り言







　たとえば、この世界が『物語』だとするならば。

　実に『退屈』だと、そう表現せざるを得ないだろうね。

　つまらない。現実に物語性などありやしない。誰もが平凡に生きて、平凡に死ぬ。息がギュッとつまるようなシリアスな事件も、心がワクワク躍るほどに最高の幸福も、キュンキュンするような恋愛も、この世界には存在しなかった。

　現実は退屈だ──そんなことを考えているワタシがアメリカから日本に引っ越したのは、苦し紛まぎれのささやかな抵抗だったのかもしれない。とうの昔に現実には見切りをつけているのに、心のどこかではまだこの現実にも『物語』があるかもしれないと、そう願っていたのだろうね。

　国を変えれば、世界が変わる──と、そんな都合がいい展開をワタシは願っていたのだと思う。

　九月の上旬にワタシはどうやら雪ゆき乃の白しろ高等学校という場所に転校する。その場所を選んだのは本当に偶然だった。ホテル関係の会社を経営する父の仕事相手の子供がそこに通っているということで、直感的にそこに決めただけだったりする。

　その際、暇つぶしの意味もかねて、ワタシはクラスメイトのことを調べてみた。

　無駄に家が金持ちなので、金に物を言わせて探偵を雇い、みんなの身辺調査をしたわけだ。

　たとえば、ある日突然に空から落ちてきた少女とか。借金のカタに両親に売られた憐あわれな少年とか。異世界帰りの英雄とか。美少女の幼なじみがいる上に女の子からモテまくるハーレム主人公とか……そんな、物語性のある人間がいるわけないと思いつつも、探してみたんだけどね……やっぱりいなかった──って、いた!?

　自分で言っておいてなんだけど、いるとは思っていなかった。

　でも、調査の資料を読んでいたら、まさかのまさか。

　竜りゅう崎ざき龍りょう馬まという人間を見つけて、思わず鳥肌が立ってしまった。

　こんな存在が本当に実在するなんて……まさしくリョウマは、物語の主人公そのものだった。

　リョウマの周囲では、この退屈な現実ではありえない出来事が起きている。

　探偵に調べさせた彼の人間関係や、その周囲の人物キャラクターたちの境遇、変化、彼らが体験したイベントなどを把握してみると、一つの物語が浮かび上がってきた。

　一学期。リョウマが高等学校に入学した直後に、ある一つの物語が紡がれていた。

　まとめてみると『メインヒロインが愛したのは、テンプレハーレム主人公ではなくて、どこにでもいるようなありふれたモブキャラでした』ってところかな？

　サブヒロインちゃんたちに失望されて、自分を嫌いになっていたモブキャラ君が、メインヒロインちゃんに救われていくところはなかなか楽しめた。

　久しぶりに『現実』という世界で感情が動いたかもしれない。

　しかしながら……うーん、やっぱり物足りなさを感じてしまうのは否めないね。

　たとえば、ワタシがこの物語のクリエイターならば。

　もっともっと、苦しめたいキャラクターがいる。

　だってそいつは、散々女の子たちを傷つけたくせに、結局自分は然さ程ほどの罰を受けることなく物語が終わっているのだから、卑怯だと思わないかい？

　罪には罰が必要だから、彼にも更なる傷が必要だよね。

　そうでないと、彼──リョウマへの嫌悪感が拭えない。

　この第一部では、登場人物が優しすぎるのか、あるいは尺が足りなかったのか、リョウマの顛てん末まつまでは書ききれていなかった。

　そのことが大きな減点である、と言わざるを得ないだろうね。

　ああ、もったいないなぁ。

　もっともっと、リョウマが不幸になったら、最高に面白くなるのに。

　この程度の復ふく讐しゅうでカタルシスが満たされると思ってほしくない。

　もっともっと、彼らの物語には伸びしろがある。そしてこのワタシに、こう言わせることだってできるはずだ。




　ざまぁみろ──って、ね？




　見たい。

　そんな最高に面白い物語が、見てみたい。

　だからワタシは、傍観者でいることをやめた。

　現実に飽きて『つまらない』なんてふてくされているだけでは、いつまで経っても望む物語を見ることなんてできない。

　退屈なら、手を加えて面白くすればいい。

　読者でいるだけで満足できないのなら……クリエイターになればいいんだ。

　そういうわけなので、第二部はワタシも手を出すとしようかな。

　メインヒロインちゃんとモブキャラ君が、お花畑でおててを繋いでゆっくりと散歩するような駄作には、もちろんしないから安心してほしい。

　このクリエイターのワタシが、この世で一番面白い物語である『ざまぁ系ラブコメ』をしっかりと完成させてみせる！

　……さて、こんなところでいいのかな？

　第二部への引きとワタシの自己紹介はひとまずこれで終わっておくことにしようか。

　それでは、続きをお楽しみに──。










あとがき







　お読みくださりありがとうございます！

　作者の八神鏡と申します。この本を手に取っていただいた方が、少しでも楽しんでくれていることを祈りつつ、あとがきを書いております。

　本作品、もともとは『親しい女の子たちをハーレム主人公に奪われたモブキャラが、主人公の幼なじみヒロインに好かれる』という、いわゆる寝取られる系の物語でした。モブキャラの幸こう太た郎ろう君もウェブ版の方がもっと卑屈だったりします。そのせいか、読者からも賛否両論あるような、言ってしまえば『問題作』でした……。

　書籍化に際して、もっと面白くなるように──と、そういう負の要素を削った結果、なんと九割以上も書き下ろすことになりましたが、僕としてはすごく満足のいく作品になりました。

　そういうわけなので、実はウェブ版とは色々違う本編となっております。もしよければ、五十万字以上書いているウェブ版の方も見てくださると、嬉しいです！

　以下、謝辞となります。

　担当編集様。様々なアドバイス、ありがとうございます！　おかげで作品の質も向上しましたし、作家としての問題点にも気付けて、すごく充実した時間を過ごすことができました。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

　イラストのＲｏｈａ様。お忙しい中、本作品を引き受けてくださってすごく嬉しかったです。素敵なキャラクターに元気をいただいております。

　ＧＣＮ文庫様。新レーベル創刊おめでとうございます！　その中の一つに著作を選んでいただけてすごく光栄でした。色々と目をかけていただき、ありがとうございます。

　ネット小説大賞様。こうして書籍になったのは、ネット小説大賞という場があったおかげです。チャレンジする機会を、本当にありがとうございます。

　そして最後に、本作品ではじめましての読者様！

　ウェブ版からお付き合いくださっている読者様！

　みなさまのおかげで、僕はこうして頑張れております。

　本当にありがとうございました！





八神鏡　
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